
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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１話　導しるべの少女







　真夏に雪が降る。

　そんなありえない光景だけでも奇跡的なのに、俺は現在進行形でさらなる驚きょう愕がくの渦に飲み込まれていた。

「仏ふつさんが雪を降らせるのを見た時はビックリしたよ。さすがは【妖精郷フェアリム】の親善大使さんだね」

　前を行く美少女が優しく語りかけてくる。

　彼女の手は小さい子供を先導するための慈愛に満ちており、ひらたく言えば俺の右手を握っているのだ。

「ねね、才能スキルを使うってどんな感覚なの？　ぐわーってお腹に力を込めたり？」

「よく、わかりません……」

「そっかあ。私も『才ホ能ル持ダちー』になれたらいいのになあ。それに妖精さんたちも可愛くて素敵」

　どこまでも透き通った笑みをこぼし、つぶらな瞳を俺や妖精たちに向けてくる。

　不意に夏風がざわめけば、肩口で切りそろえられた彼女の黒髪が揺れ、かすかに優しい匂いが鼻孔をくすぐる。

　もちろん恋心もくすぐられる、なんてレベルじゃない。

　彼女の香りだと気付けば、余計に意識してしまい自分の顔が太陽に炙あぶられたみたいにどんどん熱くなっていく。

　そう、彼女こそが……俺が無様にもウン告コく白はくをしてしまった相手、クラスメイトにして大好きな人、宮みやノの内うち茜あかねちゃん本人なのだ。

　市役所に性転化病についての報告と、妖精郷フェアリムの親善大使として名乗りでる決心がついた矢先にまさかのハプニング。どんな神のいたずらかと嘆く暇もなく、偶然にも彼女と遭遇した俺は気持ちを整理するのに一杯一杯で、端的に言えば混乱の極みである。

「あの空に浮かんでる透明の森？みたいのに仏さんはもう行ったりしてるの？」

　茜ちゃんが上を指し示し、俺もつられて大空を眺める。まるで翡翠ジェードの大河が流れているかのような美麗な風景に、自然と感嘆の吐息が出てしまう。水晶の森がオーロラみたいに浮遊しており、それが何かと問われれば、つい先日、日本上空に突如として現れた【妖精郷フェアリム】だ。

「いえ、現実こちらではまだ行ってません」

「こちら？」

「あ……なんでも、ないです……」

　緊張のせいで頭が回らない。

「んー？」

　可愛く小首を傾げてこちらを見つめてくるものだから、俺としては幸せ過ぎて拷問だ。

　いくら彼女の父が市役所勤めとはいえ、見ず知らずの俺を市役所まで案内してくれるなんて……相変わらずの優しさに感動しつつ、罪悪感がチクリと胸を刺す。

「まあいっか。親善大使さんは守秘義務？的なのがあって大変そうだね」

　訝いぶかしむ顔から一転して、無邪気な笑みを広げる茜ちゃん。

　彼女は、目の前にいる銀髪の幼女おれが……あの仏訊じん太た郎ろうであるとは夢にも思っていないだろう。そう、あのウン告コく白はくをぶちかました張本人である俺と手を繫つなぎながら歩いてるなんて……。

「ほら、ついた。ここが市役所だよ」

　何の疑いもなく、朗らかに微笑む彼女がひどく眩まぶしい。

　だから、そんな彼女を遮るように……光から逃れるように俺は足を止めた。もちろん彼女の歩みも俺の右腕に引っ張られる形で止まる。

「どうしたの？　市役所が大きくて不安かな？　確かに中はたくさんの課があるから、迷っちゃうかもだけど大丈夫！　私に言えば、どこに行けばいいのかすぐわかるよ」

　やっぱりだ。

　このまま市役所内も案内するのが当然といった様子の彼女の手を無理やりにほどく。

　だって、性転化の報告を聞かれでもしたら、戸籍やら何やらの手続きを見られでもしたら……俺が俺であるとバレてしまう。

「あの、宮ノ内さん……」

　彼女には言えない。

　実は俺、君にウン告コく白はくした仏訊太郎です。しかもなぜか美幼女になって、今まであなたと手を繫いでました、なんて言えるはずもない。

　ならせめて自分の醜さを正直に伝えるべきだ。

「ごめんなさい。今は色々と逃げたくて……」

「逃げ、たい……？」

　俺の発言に、彼女はハッと目を見開いてこちらを凝視してくる。そしてどこか辛そうな顔をして、胸の前でギュッと両手を握った。
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「宮ノ内さんには、まだ何も言いたくなくて。それでも市役所には行くって決めてて……だから、ここでお別れしたい、です」

「あ、えっと……うんうん！　全然平気だよ！　むしろ私が勝手についてきちゃって、なんだか申し訳ないです。仏さんにだって色々あるもんね」

「いえ、ここまで案内してくれて本当にありがとうございます」

「うーうん！　こちらこそ、君と会えてちょっぴり楽しかったよ。それに……私がいない方が、お父さんにとっては良かったかもだし、うん」

　彼女が一人でぶつぶつと何か喋しゃべってるタイミングが離脱のチャンスと捉え、少しでも早くこの場を離れるためにペコリとお辞儀をしてそそくさと歩を進める。

　夢のような時間は終わったのだ……。

「あっ、あの」

　だけど彼女の声に、身体と心は呼び止められる。

「もし、よかったら……私と連絡先を交換しない？　ほ、ほらラインとか。私、まだ当分はこの辺にいるから困ったら言ってね。すぐに駆け付けるから！」

　案内してくれただけでもすごく親切なのに、あまつさえ俺を心配してそんな風に声をかけてくれる茜ちゃんはやっぱり優し過ぎる。

　俺が学校で恋い焦がれ、誰よりも輝いて見える彼女の在り方に、どうしようもなく惹ひかれてしまう。そして男として連絡先を聞けなかった俺が、まさか性転化してから彼女の連絡先を知れる機会が訪れるとは……なんだか複雑な気分だ。

　でもやっぱりどんな形であれ彼女と関われるのは嬉うれしいから……そんな己の内から湧き上がる欲望に勝てず、俺は茜ちゃんとラインを交換しあった。

　うん。やっぱりとてつもなく嬉しい。飛び跳ねてしまいそうな身体は無理やりに抑えられても、飛び跳ねる心までは制御できない。

　だって、好きな人とこれでいつでも会話ができるんだぞ!?

「えへへ……」

　彼女と別れてから、スマホの連絡リストにある『宮ノ内茜』という文字を眺め、どうしても頰がゆるみっぱなしになってしまう。

「たろん嬉しそ～♪」

「たろん楽し？」

　今の今まで空気を読んでいたのか、なぜか無言だった妖精たちがここに来てからかう。

「うん、まあ……そ、それより！　妖精さんたち！　このまま市役所に入ったら大騒ぎになりそうだから、俺のポケットに隠れていて」

「かくれんぼ？」

「たのし、たのし♪」

　そうして俺たちは目的の『市民課』に到着し、整理券を発行してしばらく待つ。

「私はこちらの書類を片付けるのに忙しいから、子供の相手なんてしてる暇はない。桐きり崎ざき、お前が担当しておけ」

「は、はい……」

　窓口の方では五十代半ばの男性がチラリと俺に目を向け、次に隣にいた部下らしき男性へ厳しい口調で仕事を振っている。戸惑う部下を尻目に上司らしき人物は、窓口のすぐ傍のモニターへと視線を落として着席した。

「それとなく聞いておいてやるから、お前がやれ！　わかったな!?」

「か、かしこまりました……！」

　とても高圧的なやり取りを聞き取ってしまい、ちょっとだけ気持ちが萎しぼむ。

　それでも俺の担当となった桐崎さんと話を進めれば、安あん堵ど感かんが徐々に芽生え始めた。彼は真しん摯しに俺が『性転化病』かもしれないという話に耳を傾けてくれ、今後どうしたら良いのかを優しく説明してくれた。諸々の手続きやら、親への確認手段、今後の対応案も出してくれる。

　これでようやく姉が家に来る前に、自分でやれることはやっておけると、ほんの少しだけ安心できた。

　そして最後に、実は『自分が妖精郷フェアリムの親善大使かもしれない』と伝えながら、ポケットに隠れた妖精たちをお披露目してみる。

「────!?」

　窓口の奥にいる職員の皆さんは驚愕に染まった眼差しを向け、さらにはガタッと激しい音が響いた。その音の源に目を向ければ、先ほどの高圧的な上司が俺を穴があくほど見つめているではないか。

「き、桐崎くん！　君にその案件は荷が重過ぎるようだ。ここは私に任せてくれたまえ」

「えっ、いや、ですが……」

「大丈夫だ。君はこちらの書類の手直しをしてくれると助かる」

「……はい」

　なぜか担当が突然代わり、その上司っぽい男性が近づいてくる。

「宮ノ内明あきらと申します」

　さっきまでの威圧的な態度とは打って変わり、妙に作り物じみた笑顔を浮かべてくる。

　茜ちゃんと同じ名字のその人は、ねっとりとした笑みで以て俺を搦からめ捕る。それは茜ちゃんの微笑みとはまるで違って、不安な気持ちでいっぱいになった。




◇




「うーん……なんだかモヤモヤするけど、そこまで怖い人でもなかった……？」

　帰宅一番に呟つぶやいた一言は安堵の吐と露ろ。

　不信感のあった茜ちゃんのお父さんだったけど、いざフタを開けてみれば特に問題はなかった。最初の威圧的なやり取りさえ目にしていなければ、非常に仕事が速くて優秀な人ってイメージの方が強かっただろう。

『妖精郷フェアリムの親善大使』としての義務や役割は特にないらしく、現実こっちでのミソラ総統から何らかの接触がない限り、政府としては不干渉を貫くのが鉄則らしい。妖精郷フェアリムに配慮して、余計な勘繰りをされないための方針とのこと。

　ただ、何かあった際の安全面を考慮して俺の住むマンション近くには、自衛隊の装甲車が常駐することになった。少しだけ監視されていると思わなくもないが、事が事だけに国として動かざるを得ないのだろう。なにせ世界的に重大な外交案件に繫がってくるのだから。ただ、俺の私生活が今のところは一切変わらないと保証してくれるのはとてもありがたかった。

　ちなみに性転化病に関しては保護者同伴での検査や、各種手続きが求められたので、市役所から両親にも一報入れてくれるそうだ。

　もちろんその前に、自分の口で告げなければいけないけど……特に、唯一の日本在住の肉親である姉には。

　妖精たちが青空の彼方へと消えていくのをベランダで見送りながら決意を新たにする。

「色々あったけど、あいつらとの恒例会議もやっておかないとな」

　そして脳裏に浮かんだのは二人のイケメン。

　さっそく親友たちへ、今日は会えるのか？　と連絡を入れておく。

　それから数十分後──

「よっすー」

　クラン・クランにインした俺はすぐに、先駆都市ミケランジェロの裏道にひそむ隠れ家的な酒場へと向かい、その扉を開く。

「来たね、タロ」

「遅いぞ。早い話が５分の遅刻だ」

　ニコリと柔和な笑みを向ける夕ゆう輝きと、メガネの位置をクイッとなおす晃こう夜や。既に二人は席に着いており、ちょっと待たせてしまったようだ。

『ごめんごめん』と謝りつつ、周囲の様子を窺うかがう。

　今回、晃夜が指定してきたこの店は【月と銀の語り部】という。

　これから他人に聞かせられない話題を口にするため、なるべく傭兵プレイヤーが少ない酒場をチョイスしてくれたようだ。密談場所の例に漏れず店内は薄暗い。そして周囲には他の傭兵プレイヤーがいない代わりに、天井から吊つるされた大小様々なシルバーアクセサリが静かに揺れ動く。そのどれもが月や星を模した形で精巧な模様まで刻まれており、青白い光沢を帯びるさまに少しだけ目を奪われてしまう。

　１メートルぐらいの綺き麗れいな三日月が静かにゆっくりと回れば、周囲の星々も小さく囁ささやくように揺れる。まるで薄闇の中で月と星々が語らう、煌きらめく夜空を見ているようだ。

「それでタロ、大事な話ってなんだ？」

　晃夜の問いに、俺は席に腰かけてから慎重に答える。

「お前らさ、現実あっちでスキルとか使えるようになってたりしない？」

「お前、まさか……」

「え、タロは使えるようになっちゃったの？」

　二人の顔が瞬時にして驚愕の色に染まる。

「うん。俺は【竜りゅう鳴めい魔法】と、【冬の落とし子】って２種が使えるようになっちゃって」

「錬金術じゃないのか……」

「一体どうして……」

　二人の疑問に俺はとある予測を語る。

　俺がこのゲーム内で熟練度が一番高いのは間違いなく錬金術だ。それなのに他の２つが現実で使えるようになった理由として考えられるのは──

「多分だけどスキルポイント取得アイテムでゲットしたポイントを振ったスキルが現実でも使えるようになったんだと思う」

「スキルポイント取得アイテムなんてあるのか」

「うん。実は前に錬金術で【神託の法石オラクル・ジェム】っていう装備兼アイテムを作ってさ、砕けば15ポイントと【竜鳴魔法】ってスキルがもらえる代物でね」

「相変わらず、とんでもない物を作るね」

「それで俺は竜鳴魔法に10ポイント、冬の落とし子に４ポイントを振ったんだ」

「残り１ポイントか。そのポイントを振った分だけアビリティを現実で行使できるのか？」

「はたまた１ポイントでも振れば、そのスキル内で習得してる全アビリティが使えるようになるのかな。これはタロが実際に……」

「……え、まさか二人とも」

「試すしかないだろ。これでもし１ポイントでも振りさえすればアビリティが現実あっちで使い放題って判明したら……」

「人類はやばいことになるんじゃない？　進化だーって騒がれたり、異なる者ミュータントが出たーとか？」

「いや……それがやっぱり妖精出現の時と同じで、既に受け入れられちゃってる。『才ホ能ル持ダちー』って呼ばれてるらしいよ」

　茜ちゃんがごく自然に口に出していた言葉ワードを二人に告げ、説明をしておく。

「才能って……そんなレベルかよ」

「にわかに信じられないけど、実際にタロがスキルを使えてるわけだもんね……」

　二人は神妙な顔つきで黙りこくる。

　深刻な空気に押され、俺は親友たちの言う通り【神託の法石オラクル・ジェム】で手に入れた残りの１ポイントを錬金術に振ろうか迷う。

　しかし現実で錬金術が使えるようになってしまったら、合成などのアビリティはどのように反映されるか不明だ。それなりの危険だってあるのではないだろうか？

「実はなタロ、俺たち傭兵プレイヤーが受けてる影響はスキルだけじゃない」

　晃夜が重々しく口を開く。

「俺は最近、現実で妙に力が強くなってな。全力で力を込めれば片手でリンゴを握り潰せるようになった」

「ボクは自転車で事故に巻き込まれてね。まあ車と衝突したんだけど、重度の打撲程度でこの通りピンピンしてる」

　二人からの報告はにわかに信じられない内容だった。

「ちなみに俺はクラン・クランではステータス『力』を、次点で『素早さ』を強化してる」

「ボクは『物理防御』にかなりレベルポイント振って、次に『ＨＰ』なんだ」

「それって……つまり」

　ここまで話してもらえば、二人の言いたいことが読める。

「タロは何か身に覚えがない？」

　夕輝の質問を受け、落ち着いて自身の記憶を探る。

　そういえば……バス停で竜鳴魔法を使ってしまい、パニックになって人々から逃げるように走り続けた時のことを思い出す。

「やけに自分の走るスピードが速かったような気がする」

「なあタロ。お前はステータス『素早さ』を重点的に伸ばしてないか？」

「ああ、『素早さ』と『知力』にステータスポイントを振る量が多い」

　この返答にやはり晃夜は深く頷うなずいた。

「早い話、ステータスが生身の身体に反映されている」

　衝撃的な事実の連続に俺たちは苦笑いで見つめ合う。

　ここまでくれば確定的だ。ステータスによる身体強化、スキルの具現化、加速度的にゲームの影響が広がりつつある。

「さて。この変化に恐怖し、ふさぎ込むか」

「いち早くこの事実に気付けたのを僥ぎょう倖こうと捉えて行動するか」

　どっちだ？　と不敵な笑みをこぼす親友たちに俺は力強く返事をする。

「俺たちでも何かやれるはずだ。だからできる限りのことはしておこう」

　前にゆらちやシズクちゃんと話し合って決めた方針と変わらない。しっかりとゲーム内の出来事をチェックしておく。そうすれば、ゲームの影響が悪い方向に暴走しそうになった時、俺たちで被害や混乱を最小限にコントロールできるかもしれない。

「まー、現実でも自分が強くなれるって思うと単純に面白いって感じるしな」

「ボクはけっこう怖いけどねー。自分が違う何かに作り変えられてるようなものじゃない？」

「否定はできないが、それでもワクワクしないか？」

「そりゃあ、するさ」

　そんなちょっと軽めの雰囲気で、親友たちとの会議を煮詰めていく。

「そういや、タロ。【妖精の舞踏会】後編、【黄昏たそがれに染まる玉座】の準備は万端か？」

「一部の傭兵プレイヤーの間では、タロは噂うわさになっちゃってるからねー。備えておいた方がいいかもよ？」

「お、おう……」

　確かに前編となる【妖精と舞う夜明け】ではだいぶ目立ってしまったから、警戒するに越したことはない。

「タロ、あのちっこい妖精たちはどこ行ったんだ？　今日は見かけないな」

「あー……なんか任意で出し入れできるようになったかも……？」

　賢者ミソラさんより与えられた秘匿クエスト【風妖精のお守もり】のクリア条件、『３匹の妖精のＨＰを全損させない』を前回のイベントで達成した俺はクエスト報酬として、新スキル『風妖精の友ゆう訊じん』というものを習得していた。

　スキルの概要は風妖精を１匹召喚できるといったすんばらしい代物だ。

「マジかよ……すげえな」

「ちょっと見てみたいかも？」

「実は俺もまだ発動したことなくって。ちょうどいいから試してみよっかな」

　夕輝のリクエストに応えて、俺は改めて『風妖精の友訊』のアクティブワードを口ずさんでみる。

「古き世界の運び手にして隣人よ、神々へ訊たずねし我が息吹に答えておくれ──」

　右手を頭上へと掲げ、大空を司る風の妖精へと呼びかける。

　広げられた掌てのひらから緑色の閃せん光こうが揺らめき、屋内でありながら俺を中心に風が集束していくのを感じる。次の瞬間、背中に透明な羽を持つ小人が姿を現す。

　店内に煌めく月と星々の装飾を背景に、宙を自由に飛び回る姿はまさに夜空に舞う神秘の妖精そのものだ。

「たろん、きったよーっ！」

　小さな友人は俺を見るなりさっそく元気よく挨拶をしてくれる。




：召喚した妖精に『名づけ』を行ってください：




　即座に流れたログを眺め、どんな名前にするかしばらく悩む。

　むーん、こういうのはシンプルなのがいいと思うから……『風妖精』の『風』から取って、『フゥ』って呼びたいな。

「君は『フゥ』だ。これからよろしくね」

「フゥ、うれしいのん！　真マ名ナをありがとなのんっ！」

　ふむ。召喚する際にＭＰを30も消費するので、全ＭＰ50の俺にはちょっとキツめの代償か。それでもこの子と共に在あれるのは、何にも代えがたい希少なスキルだ。

「タロに妖精がひっついてたのはイベント限定の特殊演出かと思ったが、これじゃ本当に噂通りだな……実際に召喚する様を目にすると感慨深いものがあるぜ」

「一体どうやって妖精たちと知り合えたんだい？」

「秘匿が条件だから、誰かに喋っちゃうと色々失っちゃうんだよね……」

「あー……クラン・クランお得意の攻略情報対策か……」

「秘匿が条件なんてクエストもあるんだね。道理でレアスキルやレア称号の情報がなかなか出回らないわけだ」

「早い話、自分で発見する楽しみを味わえってやつか」

「それより【妖精の舞踏会】後編ってどんな内容になるんだろ」

「前編が妖精と踊って、その得点を競い……しかも妨害有りってルールだったから、後編も穏やかに終わるとは思えないな」

　メガネの奥で晃夜の目が獰どう猛もうな光を帯びる。やる気満々のようだ。

「まだ前編の【妖精と舞う夜明け】も１週間近くは続くからね。しかも得点の高さによって入れる会場が変わってくるから、都市部の会場では高得点を叩たたき出すために傭兵プレイヤーたちが血ち眼まなこになって参加してくるだろうね」

　夕輝が柔らかな笑みを浮かべながら今後の展望を予想する。

　ゲーム内での傭兵プレイヤーと妖精たちの関係が現実に響くと懸念し、妖精殺しを止めたのは記憶に新しい。もし仮に妖精たちを舞踏会でキルし続ければ、日本上空に浮かぶあの半透明の森がどう出るかわかったものじゃない。

「え……じゃあ妖精たちがまた襲われる事態になったり……」

　不安を言葉にすれば、親友たちは互いに顔を見合わせて面白そうに笑い出した。

「その辺はタロが暴れまわったおかげで、いい意味で噂として出回ってるらしいぜ」

「妖精を殺すと、報復として高価な馬車や武器装備が破壊されてしまうってね。だから傭兵プレイヤーたちはむやみに妖精をキルはしないよ」

「え……それって俺が破壊者として説明されてるわけ……？」

「いや、なんか知らんけど【妖精姫フェアリリス】だとか【妖精女王ティターニア】らＮＰＣによって厳しい罰を与えられるって情報に変わってる」

「それは……誰が吹聴してくれたかはわからないけど助かるな」

　以前、ＮＰＣのフリをして会場入りをしたのが、そんな所で功を奏すとは驚きだ。

　でもクラン・クランは攻略サイト等が全面的に禁止されているため、ゲーム内で出回る噂や情報は重要視される傾向が強いから、信じる人もいるのだろう。

「ま、俺らと同じ会場にいた傭兵プレイヤーたちは、誰がその【妖精姫フェアリリス】であるかは知ってるけどな」

「３匹もの妖精を従える、空舞う銀髪の美少女、ねえ？」

「あはは……」

「ゆらやシズクたちもタロの大活躍を見たかったって言ってたぞー」

「【白銀の天使】さまってタロちゃんのことだったの!?　しかも【狩人の神シン】さんが実姉!?　って、ビックリしてたよ？」

　親友は自分たちと同じ傭ク兵ラ団ンに所属してるゆらちーやシズクちゃんを引き合いに、俺をいじってくる。

「勘弁してくれ」

　観念したように肩をすくめれば、二人は噂に関しての追及をそれ以上はしてこなかった。しかし、代わりに出してきた話題は、俺たち全員を真剣な顔にさせるものだった。

「そういえばタロ。お姉さんには、ゲームが現実を侵食してる件を言ってたりするの？」

「早い話、姉さんは現実アップデートを認識できてるのか？」

「いや、それが……」

　キャラクリを現実の自分と違う姿にしたならば、現実世界の改変を認識できない。リアルモジュールなら認識できる、そんな二人の予想はおそらく正しい。ただし親友たちはその説が正しくないと思っている。なぜなら美少女キャラの俺が現実改変を認識できているから。

　二人は俺のキャラをバグだと思い、もちろん現実の仏訊太郎とはかけ離れた容姿であると確信している。でも、残念ながら現実の今の俺はまんま銀髪美少女だ。そして俺と同じく、ゲームキャラと現実の容姿が寸分違たがわない姉は、きっと現実改変を認識できると思う。

　だけど、もし姉ですら気付けてないとしたら……。

「それが……姉が現実改変を認識できないかもって思うと怖くて、まだ確認できてない」

「まあ、それは同意だわ。俺の弟や親父も理解できないって顔してて、普通にショックだったな……」

「うちの家族も。妖精なんていなかったよね？　なんて聞いてみたら、頭を打ったのかって心配されたほどだし……」

「言いにくいんだが、タロのそのキャラバグも心配だな」

「これだけのことが起きてるんだから、確かに何らかの影響が出たらと思うと……」

「それは……」

　まだ二人へ、自分が性転化病を患ってるのを告白できずにいるのが心苦しくて口が重くなる。

　心配してくれる二人になんて答えればいいのかわからない。

　こんな惨めな感情を燻くすぶらせ、痛みに耐え続けられるほど、俺は強くない。けれど、夕輝や晃夜との関係が崩れる覚悟を簡単に抱けるほどの強さもない。

　もし、ここで『いやー実は俺、性転化病になっちゃって。現実でも身体がこんな感じなんだよな！』って言ってみたら二人はどんな反応をするのだろうか？

　果たして受け入れてくれるのか？　見る目は変わらない？　今まで通りの扱いをしてくれる？　不気味に思われないか？　この、気軽に語り合える関係は……壊れないのか？

　ただでさえ世界が強引に変わりつつあるのに、性転化病をきっかけに二人との距離が空いてしまったら果たして俺は耐えられるのか？

　不安という名の嵐が怒ど濤とうの勢いで胸中に吹き荒れる。

「……ふ、二人とも、心配ありがとな。でも大丈夫」

　大丈夫だと噓うそを重ねる。

　親友たちに真実を言えない臆病さは醜悪で、卑ひ怯きょうで……それにイケメンである彼らに嫉妬したのは一度や二度じゃない。そして今も、晃夜や夕輝を信じきれずに疑っている。でも、だからこそ、本当はかっこよくありたいだとか、強くなりたいだとか願ってしまう。

　キラキラしたものに憧れてしまう。

　自分だってそうありたいって思ってしまう。

　希望とか、夢とか、優しさとか、救いとか、それがたとえエゴや同情であったとしても、そこには美しさがあって、俺は焦がれてしまう。

「きっと……」

　そっと俺の口に小さな熱が灯る。




「俺はきっと汚いから、だから綺麗なものに惹かれるんだ」




　いつも俺の傍で助けてくれる親友たちを見て、ウン告コく白はくの時に一切のためらいなく手を差し伸べてくれた、眩しく輝くこいつらを見て──手放したくないと強く願う。

　だから、焦らずに……少しずつ絡んで、探りを入れて、俺たちの関係が崩れないって確信が持てたら、最良の方法を考えてカミングアウトする。

　それがこいつらを失わないための最善の手段だ。

「おいおい、なんだよタロ。綺麗な者ものってその見た目か？」

「タロもやっぱりロリコンだったか～」

「おいっ！　『も』とはなんだ!?」

「えーだって、この間コウも言ってたじゃん、タロのキャラが可愛いって」

「それはお前もだろうが！」

　二人の言い合いに思わずクスリと笑みがこぼれる。

「とにかく、もうすぐ姉がこっちの家に来るから。二人のおかげで覚悟も決まったし、色々直接聞いてみる」

　まずは家族である姉にカミングアウトをしっかりする。

　そして二人を見返す瞳に力を込める。

「キャラバグについても、きっと大丈夫だから」

　俺がそう言い切ると二人はなぜか苦笑して肩をすくめる。

「ま、何があっても俺らがいるしな。んじゃ、暗い話はこの辺にして！　ゲームを楽しむとするか！」

「だね！　自分たちの強化をし忘れちゃったら、いざって時に危ないもんね」

　俺たちはこの世界の秘密を探るべく、駆け出す他ないのだ。

　変わりゆく世界に置いていかれないように。




◇




「そういやタロ、お前もだいぶネカマLvが上がってきたな」

「確かにね。そのセーラー服とスチームパンク？的な装備はすごく似合ってるよ」

　数十匹のモンスターを一緒に倒し終えた戦友二人は、からかいの笑みと共に視線をまじまじと寄越す。

「こ、これはッ、錬金術へのステータス補正があってだな！」

「ふーん。なるほどな」

「戦闘に適した防具にはしないの？　ほら、あの青いドレスみたいなやつ？」

「あれは……ほら、ふわふわしちゃうし……」

　ミソラさんからもらった【空踊る円ロ舞ン曲ド】は特性上、重力が６分の１になるからどうしてもスカートの中が見えやすい。

「お、お、おう……」

「そ、そ、そうだよね……」

　妙に上ずった声で返事をする親友たちを訝しみ、彼らを見れば少しだけ頰を赤く染めていた。しかも、なぜか視線が俺の両手へと集中しているので、不審に思ってそちらに目を落とす。

　すると自分が無意識のうちに、もじもじとスカートの裾を下に引っ張っていたと判明した。

「いや、これは……その……」

　ボンッと頭から湯気が出そうなぐらい顔が熱くなってしまう。

　両手をあたふたと動かし、どうにかこの羞恥心が収まるのを願うばかりだ。

「あー……まあ、なんだ。舞踏会の一件もあるわけだし」

「そっ、そうそう……戦闘用に特化した防具を着るのもいいんじゃないかなーって思うよ」

「ちょうどお前のステータスでも装備できそうなやつを俺はいくつか持ってるぜ」

「ボクもだよ。どうせ使わないから、あげるよ」

「えっ、そんな」

　悪いよ、と断りを入れる前に二人からトレードのシステムログが届く。




：コウより【軍服・黒くろ百ゆ合り：胴】、【軍服・黒百合：腕】が譲渡されました：

：ユウより【軍制帽・黒百合】、【軍服・黒百合：脚】が譲渡されました：




　俺が受け取るのを躊ちゅう躇ちょしていると『ポーションとかで世話になってるお返しだ』『借りは作りたくないからね』なんて男のプライド的な、対等な友人同士ならではの発言をしてくるものだから……ついつい、胸を打たれた俺はありがたく頂戴するに至った。

「ほぉー装備条件に知力80以上ね……む、物理防御と魔法防御、それに力も＋30されるのか！　いい装備だな！」

　さっそくドレスチェンジしてみると、俺は漆黒の軍服に身を包まれた。

　襟えりはだいぶ高めで、首を完全に隠しているので防御力もある。金色のボタンもちょっと高級感があって良いし、背中には短めのハーフマントまでついててかっこいい！

　軍人らしいいで立ちになり、心なしか気持ちが引き締まる。

　だが、親友たちよ。

「ちょっとスカートが短過ぎない？　これ軍服だよね？」

　ひざ上が余裕で15センチ以上はある、スカート丈の短さよ。俺の低い身長でそれは太もも丸見えじゃないか……ん、でもスカートの中は見せパンと言えばいいのか？　ブルマみたいなのがあるから安心？　それにニーソ上部の左右に、刺し繡しゅうの施された紐ひもみたいなのがブルマとくっついてるから、ソックスがずり下がる心配もなさそうだ。まあそれでも眩しいほどの白いおみ足様は見えている。

「おい！　タロ、スカートめくんな!?」

「あっ、でもブルマ？だし」

「いやいやいやいやいや!?　もう絶対そういうことしちゃダメだよ!?」

「あー、そのスカートが短い件は、だな……俺たちも実際に装備を見るのは、初めてだから、ほら！　ゴミステって言われてる【知力】に80も振ってるフレンドとかいねえしよ!?」

「そ、その……ボクたち、他意はないからね？」

　なんだか慌てる親友たちを見て、こちらまで恥ずかしくなってしまったのでこの件に関してはもう何も言わないと決めた。

　それから親友二人とレベリングを終えた俺は、すぐにも確認したいことがあったため一度ゲームからログアウトをする。

「Lv６までもう少しかな……さて、現実こっちでは実験を開始せねば」

　自室にてひきこもり、俺がこれから試すのは錬金術が可能か否かだ。

　結局、法玉を砕いて手に入った分の最後のスキルポイント１を錬金術に振ってみたのだ。

「習得順で確認するなら、『上位変換』や『下位変換』だけど……」

　物体のランクを上昇させる、もしくは下落させるアビリティ。

　実験対象として扱う物は、外に落ちていた複数の石ころだ。まずはそれらを右手に乗せ、左手に何かすごい物が出てくるとイメージする。

　あとはゲームの時と同じくアビリティ名を叫べば──

「上位変換！」

　…………ん～！

　小さくてぷにっとしてる俺の右手には、石ころたちが静かに鎮座し続けている。

　つまり特に何の変化もない。

　数が足りないのかと思い、さらに４つ目５つ目と乗せては何度も試してみる。最終的にはゲームと同じ10個の石ころを……どうにか小さい掌に収めて敢行してみたものの、変化は訪れず。

「ふぅ……」

　ちょっと安堵してしまう。

　さすがにポイント取得アイテムで１ポイントでも振っただけで、スキルが具現化してしまえば、日本の未来図は次々と超人たちが出現する社会になってしまう。

　だが、俺の不安と期待は消えなかった。

　なぜならゲームでは、アビリティ『変換』は錬金キット『天てん秤びん』が必要だったからだ。もちろん、現代社会に存在する我が家に天秤なんて物は置いてない。

「でも、同じ用途で使用する器具はある」

　その名も電子計量器だ。食材の重さを計る際に、食材を乗せるあれだ。しかもキッチンに移動して確認すれば、姉がよく料理をしてくれた名残なのか、電子計量器は２つあった。

　俺は天秤を模倣すべく、それらを横に並べて睨にらむ。そしてとある仮説が浮上する。

　もしかすると代用品などでスキルが発動する可能性もあるのでは……？

「右の計量器に素材を置けば……左の計量器に上位変換された物質が生まれる、なんてファンタジーな展開はいくらなんでもありえない」

　口では否定していても、今までの経緯からどうしても疑いは払拭できない。

　俺はおそるおそる右の電子計量器へ石をコトリと乗せていく。そしてゲームと同じく10個乗せた状態で『上位変換』と叫んでみる。

「おいおいおいおい、できちゃったよ……」

　摩ま訶か不思議、石ころたちは眩まばゆい光に包まれて消えたかと思えば、左の計量器に茶色がかった物体が見事に鎮座しているではないか。

　表面はやや滑なめらかな光沢を帯び、ただの石ころではないように思える。ピンポン球程度の大きさのその塊の正体が何なのか、俺はひとしきり睨み続ける。

「『鑑定眼』」

　ぽつりと口から出てきたアビリティ名。

　クラン・クランではお馴な染じみ、万物の素材やアイテムの説明をより詳細に知ることができる魔眼の類い。

　錬金術を扱う上で、即座に『鑑定眼』を使用するのが習慣になりつつある俺にとって、ごくごく自然の流れだった。それに『変換』が実現できたなら、こちらも可能なのではという思惑もあった。

　目の前の茶色の鉱物に視線を集中させれば、脳裏に『Ｃｕ』といったイメージが忽こつ然ぜんと湧く。Ｃｕは元素記号、つまりそれが表す意味とは……。

「これは、まさか銅Ｃｕ……？」

　え、待って待って。

　ただの石ころが銅に変化したとか、これはまさに神の所業。

　もしかしてだけど、このまま色々と上位変換を試していけばすごい価値のある物体を作れちゃったりするかも!?

　例えば金塊とか！

　いやいや落ち着くんだ俺。

　こんなチートでお小遣いを増やすのはよくない。ましてや金塊作ってお金持ちになるなんて…………。

　全然、ありだな！　だって元々、錬金術は不完全物質を完全物質である金に変えるために編み出された分野なのだ！　綺麗事ばかり並べ立てても神の領域には近づけない！

　これから銀や貴重な貴金属を手に入れて、上位変換を成功させれば金塊が作れるかも！

「ふふふ……次のお小遣いの使い道が決まった」

　あとで鉱物専門店とか、ネットで取り引きされている金属を徹底的に調べるぞ。

　スキルが実際に使えた時はすごく驚いたし、恐怖を覚えたのも確かだった。けれど錬金術に関しては、やっぱり喜びの方が勝ってしまう。なにせ夢が膨らむばかりなのだ！

　だからといって、ここで冷静さを欠いてはダメだ。なぜならゲーム内では『合成』をする際にバッドステータス【火傷】などを負った経験があるため、手放しに有頂天になるのは危険。むしろ、より慎重に錬金術で何ができるのかを見定めていくべき。

「そう、『合成』だ」

　もし仮に爆発物などが作れてしまい、それが何かの拍子で起爆してしまったらと思うとシャレにならないし、大怪我をしそうだ。

「危険は自分だけに降りかかるものじゃないしな……」

　俺がなんとなく錬金術で作った物が、現実には存在しえない超神聖遺物とかで、世界に何らかの影響を与えたり……はたまた、その貴重な存在を巡って争いが起きたり、既存の何かを完全に破壊してしまうきっかけになる可能性は十分に考えられる。

　それこそ大量に金塊を作り出せるようになって、世界にばらまけば金の価値がちょっとぐらいは下がるかもしれない。そうなれば市場だって混乱するし、金に限らず何かの価値観をひっくり返す結果を招く恐れもある。

　このスキルは非常に危険だ。危険過ぎるがゆえに秘匿すべき奇跡なのだろう。

「だが、実践しなければ物事の真理は暴けない」

　考えるのはいくらでもできるが、行動してみなければ事実は何も判明しない。

　恐れるばかりでは一歩も進めないのだ。危険かすら判然としない状態で、この力を持つのはおこがましいとも言える。自身の能力把握を怠った結果、例えばの話だけど俺がふとした拍子で『合成したいなー』なんて思い、たまたま視線の先にいた人と犬が混ざってしまったら大惨事だ。

「ありえない、なんてことがありえない……」

　なぜならこの現象は未いまだ、未知に溢あふれ続けている。

「未知をただ恐れるのは愚者の極み。未知を既知にしてこそ、錬金術師だ」

　その上でコントロールできるように理解するのがベストなはず。

　ゆえに俺はすぐさま色々と試していく。

　まずは危なくない物から、紙と鉛筆を眺め続けて『合成！』と叫んでみたり、思い浮かべるだけで発動したりしないか、脳裏に浮かぶ危険性を一つ一つ潰していく。

「無詠唱、いわゆる【冬の落とし子】の時みたいに思考だけでアビリティが発動する危険性は錬金術にはないか……」

　これでひとまず安心と言える。

「やはり錬金術は、錬金キットが必要となる。もしくはその代用品を活用するのが発動条件であると推論できるな」

　ならばと、錬金キットとなりえる『合成釜』の準備をする。

　考える限り、こちらの代用品も至極シンプル。

　ＩＨ調理器へ鍋を乗せ、『水』を張る。さらに無心で冷蔵庫よりリンゴを一つ取り出し、鍋へとぶちこむ。プカッと鍋の中に浮かぶリンゴの図はなかなかにシュールな絵面だった。

　これぞ現代版の『合成釜』だ。

　最低限、ゲーム通りの仕様さえ再現できればいいわけで、あとは『かき混ぜ棒』的な何かを用意すれば……

「温度調整は微弱、さいばしでリンゴと水を適当にかき混ぜる！」

　ちゃぷちゃぷと気の抜けるような音がしばらく続く。

　そして俺は気合の一声を発する。

「『合成』！」

　腹の底から張り上げた一喝は、銀鈴となって室内にこだます。

　いや、冷静になればなるほど我ながら自分の行為はひどく滑こっ稽けいだと思う。傍から見れば、室内で一人の美少女がひたすら奇声を上げて妖しい儀式をしているわけなのだから。

　だが、それでも俺の中では確信めいた『できる』という純粋な思いが芽生えていた。

　小さな頃であれば誰もが一度は心の中で描いた幻想、それが俺にとっては錬金術で。

「まるで、魔法だな……」

　俺は目の前で起こる現象をただただ見つめ続けていた。

　さっきまでまるっとリンゴがあったのに、瞬時に溶けて消える。数すう瞬しゅん後ごには、水が飴あめ色いろへと変貌し、その輝かしい色味をこれでもかとアピールしてくる。

　こんな現象は魔法とでも言わなければ、説明がつかない。

「合成もできる、か」

　そして俺は慎重に、鍋の中でたゆたう黄金色の液体をコップへと移す。夕日をそのまま溶かしてしまったかのような色味は、見た目からしておそらくアレだと強い確信を抱く。

　もちろん匂いからも、間違いなくアレだと推測される。

　俺は冷凍庫より数個の氷を取って、コップの中へと投入。

　それから液体が十分に冷えるのを待ち、いざ、尋常に試飲！

「…………」

　爽やかな酸味、ほどよい甘みと旨みが口内へと瞬く間に広がる。加えてサラッとした喉ごしが心地よく、ふんわりと香る果実の匂いに身も心も潤い、うっとりしてしまう。

　──これは、秋の森の奥に秘された、一輪の花にたまった極上蜜のような味わい。

　まごうことなき至高の一品である。




「ぷはああっ！　リンゴジュース、いとうまし！」




　世界は今日も平和だ。





２話　美少女カミングアウト







「これは主しゅ夫ふ修業の一環……家事炊事～！　俺は完璧にこなしてみせる！」

　珍しく早起きをして、素早く軽い朝食カップメンを取る。炊事のすの字もないとツッコミたい所業ではあるが、今日は特別な日なのでその辺は省略せざるをえない！

　いや、ほぼ毎日カップ麵で済ませちゃってるけど……なんて心の声は封印あるのみ。

　その分、掃除や洗濯に全力で取り掛かるべし。

「この試練を乗り越えねば……！」

　掃除を始めて１時間が経つけど、未いまだに完璧とは言い難い状況だ。

　夏休みに入り、クーラーをガンガンに利きかせた冷室でクラン・クランに没頭していた10日間。そんな自堕落極まりない生活を送っていたツケがここに来て牙をむく。

　脱いだ服は散らかしっぱなし、食べた物は主にカップ麵ばかりだったけど、その容器はビニール袋にまとめて放置だし、所々にゴミが落ちている始末。

「うーん……まだまだ、汚れてる」

　先に言い訳をさせてもらうと、この小さな身体になってから料理はしづらいし、洗濯もやりにくかったのだ。なので、とても楽ちんなカップ麵オンリーだったのだ。それに着ていた衣服だって、美少女化してからは特に洗わなくても汗臭くはならなかったので、床にそのまま放置していた。

　さて、どうしてサボりまくっていた家事を、今更必死にこなしているのか。

　その疑問の答えは……あと１時間もすれば、姉が家にやってくるからだ。

「このペースなら、間に合うかな……」

　姉がこの現状を見たら、俺に独り暮らしは無理と判断して、ずっとココに居座る可能性が出てくる。こんな身体になっても、今まで通り生活できると示さなければならない。

「合格点をもらえればいいんだけどな」

　クラン・クランでの姉はほどよく放任主義だったけど、目の届く範囲に俺がいるとやはり過保護になっていたと思う。妖精の舞踏会の時も、注目を浴びてしまった俺に、姉が目を光らせて周囲からのアプローチを防いでくれた。そこにはすごく感謝をしているけど、リアルも同じようなことをされるのは少し遠慮したかったりする。

　そんな姉が俺の姿を目にしたら、自分のアパートには帰らないと言い出しそうだ。

　そして何より、姉が通う大学は家うちから遠いので迷惑をかけてしまう。

「ずいぶんと、余裕だな……」

　不意に口からこぼれ落ちた独り言は、とある思考から目を逸らすのを終わらせる。

「何も……不安になる必要なんてないんだ」

　誰に向けたでもない自分自身への言葉は、洗濯機の『ピーッピーッ！』という運転完了の知らせでかき消された。

　震えそうになる両手をギュッと握りしめ、洗い終わった衣類が入った洗濯カゴを抱える。そのままベランダに出て、高くなった物干し竿ざおに吊つるされたハンガーへと手を伸ばす。

　しかし身長が縮んでしまった今の俺では、安全に摑つかめるとは言い難い。背伸びして届くか、届かないかといったところ。

「はぁ……」

　姉と会う前に下手な怪我でもしたら、余計に心配させてしまうだろう。

　俺は溜ため息いきをつき、物干し竿の真下へ、妹のミシェルが小さい頃に使っていた台を引きずってきて足をかける。そして、再びハンガーに手を伸ばす。

「もう、これ以上。先延ばしにはできない」

　決意を固め、何か大切なモノをこの手の内に収めようと、ハンガーを摑み取る。

　姉が来るまで、俺は黙々と家事をこなしていった。




◇




　姉が来ても大丈夫だと確信が持てるぐらいには小こ綺ぎ麗れいになった家の最終チェックをしていると──

『ピンポーン！』

　俺は、来客を知らせるインターフォンの音に反応して全身がビクリと跳ねてしまう。そして、ゆっくりとモニター付きインターフォンに近づき、受話器を取る。

　玄関前に備え付けられたモニターが映し出したのは、紛れもなく姉の姿だった。

　キャリーバッグを右手に持った姉は、髪を無造作に左手でなでていた。ゲーム内のポニーテールとは違い、長い髪をおろした姉は清せい楚そ可か憐れんというよりかは、清廉潔白といった風情が漂っている。

　ちょっとした姉の変化に、ちょっとした新鮮味を覚えた。

　高校時代の姉は『校則が厳しいから、長い髪を縛っているだけ。仕事上、簡単に切るわけにもいかないわ』とよくぼやいていたのを思い出す。

　そう言ってポニーテールをずっと維持してきたのだ。

　そんな姉も大学に入って多少なりとも変わったのだろう。

　見慣れたポニーテールからストレートロングへ。




　そんな些さ細さいな変化を目の当たりにしただけで──

　握っていた受話器は、手からスルリと抜けおちていた。

『ピンポーン！』

　再び、静まり返った室内に響き渡るインターフォンの無機質な音。

　返事をするべきだとか、鍵を開けなきゃとか、頭ではわかっていても身体は動かない。

　俺がさっき、姉のほんの少しの変化に感想を抱いたように。姉も必ず、俺の姿を見て何かを思うはずだ。

　……姉が俺の変化を見て、一体どんな反応をするのかがものすごく怖くなってくる。

　今まで恐怖を必死に抑え込んでいたフタは、容易く瓦解してしまいそうになっていた。

『太た郎ろう？　いないのか？』

　インターフォンの画面に映る姉は訝いぶかしそうに首を傾げた。ドアノブをひねったり、ノックした後、億おっ劫くうそうにキャリーバッグから何かを取り出した。

　それは間違いなくウチの合い鍵だ。

　もう時間はない。

　姉は鍵を差し込み、その手をノブへと伸ばしている。

　──自室に閉じこもるべきか。

　さっきまでの堅く決めた覚悟は、風が吹けば消し飛んでしまうほどの小さな灯になってしまった。心を真っ黒に塗りつぶす不安に搔かき立てられ、一歩後ずさる。

『ガチャリ』

　俺の迷いや動揺をバッサリと切り捨てるように、扉の開く音がこだます。

　ソレは小さな音のはずなのに、やけに大きく……まるで洞窟内で反響しているかのように俺の耳に届いた。

「ただいまっと」

　玄関から聞こえる姉の声を背中越しに聞きながら、俺は自室へとひっそり入りドアを閉じる。

「はぁー……」

　ドアに寄りかかり、深く息を吐く。

　全身から尋常じゃない量の変な汗が吹き出す。そのくせ、背中に感じるドアの感触は冷え切っていて、それは妙な不快感を味わわせてくる。

　リビングから聞こえるガサゴソ音を耳にしながら、俺は目をつむり、これまでの姉の行動や言動を反はん芻すうしていく。

　姉はいつでも俺をかばってくれた。

　姉はきっと、俺が何かを抱えて悩んでいるのをクラン・クランで初めて会ったその日から勘付いていたのだと思う。じゃなきゃ、俺が小学校の頃にされていた『いい子いい子』なんかをしてくるはずがない。

　いつも、凜りんとしていて、少し怖くて、でもすごく温かい姉。

　そんな姉がゲームの中ではなく、すぐ傍に、ドア一枚を隔てた場所にいるんだ。

　向き合わなくてはいけない。

「……大丈夫。姉なら大丈夫なはず」

　消え入りそうな小声で何度も自分に言い聞かせる。そしてグッと下腹に力を入れる。さらに気合を入れるために、両頰を手でパンッと叩たたいた。

　その音に反応したのか、ドアの向こう、リビングから声がかかる。

「太郎？　いるの？　寝ていたのか？」

　姉の問い掛けに、俺は唾をゴクリと飲み込んだ。

　これ以上ためらっていると自分がパニックで何をしでかすかわからない。だから俺は思い切って、ドアノブを勢いよく回し、引いた。

　姉は膝立ちで、キャリーバッグから着替えやら何やらを取り出しているところだった。俺の部屋のドアが開いたことで当然、姉の目は手元から俺へと移動した。

　最初は、多分────俺の脚、つま先部分を目にしたと思う。

　そして膝、腰、手、胸と腕、首へと。下からゆっくりと上に向かって姉の視線が走る。少なくとも俺にとって、永遠にも感じられる長い時間、見つめられている気がした。

　ついに姉の黒い瞳が、最後には俺の顔へと向けられる。

「た、」

　姉は、口を一度開きかけたが、すぐに真一文字にきつく結んだ。
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　そして、じっくりと銀髪美少女である俺を観察し始める。

　その表情には一抹の恐怖が見てとれた。なぜ、姉がそんな感情を抱いているのか、その答えはすぐに理解できた。同時に悲しくもなった。

　久々に帰って来た実家に見知らぬ少女がいて、しかも弟の部屋から出てきたら不審がるのが当たり前だ。姉だって女性だし、怖がるのは当然だ。

　しかも、その姿がゲーム内で日常的に目にしていた弟のキャラと酷似していたら、恐怖の念は一際重いものだろう。

　わかってる。

　わかってはいたけれど、押し寄せてくる感情の渦がどうしても抑えきれず、姉に何の説明もできていないのに、目からは情けなくも塩水が溢あふれ出ようとしていた。

「た、太郎……？」

　だが、不意に姉から発せられた言葉のおかげで、俺はギリギリのところで踏ん張れた。

　姉は確かに俺の名を呼んでくれたのだ。

　ゲーム内で初めて会った時と同じ台詞を、一目で弟の俺だと言い当てた時と同じように。

「えっと……ゲームの太郎が今ここにいて、つまり、そこにいるのは太郎だ」

　そして、ぶつぶつと自問自答を繰り広げ、ジーッと俺を穴があくほど見つめてくる。それから姉は立ち上がり、こちらへと一歩一歩近づいてきた。

「一つ、太郎に質問がある」

　膝ひざを突いた姉は、幼い子供を安心させるように目線の高さを合わせ、柔らかい口調で問い掛けてくる。

　俺は、姉が質問をする前に『俺』だと判断してくれたのがすごく嬉うれしくて、両目から、両鼻から液体が出てしまうのを止められなかった。

　こんなにあっさりと看破してきた姉には、言葉では言い尽くせないほどの感謝が溢れ出てしまう。こんな風に音もなく泣いたのは、宮みやノの内うち茜あかねさんにウン告白をかました時以来だ。

　それでも今回は惨めさとか切なさとか悔しさではなく、純粋に嬉しいという気持ちから来た顔面大洪水なので、姉を見つめ返すことができる。

「な、に……ぁ、姉あね」

　そして、やっと絞り出した声は震えに震えていた。

　だけど、しっかり姉の耳には届いていると思う。

「私の記憶にある太郎は、身長がもうちょっと高くてだな……？　あ、いや……」

　奥歯に何かが挟まったみたいな言い回しに、姉も混乱しないように必死に考えを巡らしているのだとわかった。

　我が姉ながら、パニック状態にもならずによくもまぁこんな冷静に対応できるものだと、感心してしまう。

「それで、だな……太郎はもちろん可愛いのだが、その、なんだ。私の記憶によれば、太郎は……男子だったはずなんだが、それは記憶違いというものだろうか？」

　やっぱり、どこか混乱しているような台詞を吐いた姉だった。
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　少女化してしまった俺の胸に、ずっと燻くすぶっていた恐怖の根源は価値観の変化だ。

　例えば極端な話。

　俺に付き合っている女子がいたとして、その子がある日を境に10歳前後の幼い男子に変化を遂げてしまったら。果たして、俺はその子を恋愛対象として見続けられるのか？　そもそも、幼い男児相手にそういった目を向けることすら、法律的に憚はばかられるのではないだろうか。

　青春の一ページを飾る甘い口付けや、男子なら焦がれてやまない子作り的な欲求も。その全てを、突然幼い同性になってしまった相手に抱けるのだろうか。

　好きな女子に対する気持ち、様々な倫理や概念が、根底から覆されるのではないだろうか。そしてそれは、他の人間関係にだって適用されるのでは……？

　姉や、友人、今まで構築してきた関係が容易く崩れていくのではないかという猜さい疑ぎ心しんと恐れから、この美少女化の事実を言い出せずにいた。

　だけど、今。

　一番近しい距離にいた家族であり、幼い頃から面倒を見てくれた姉に真実を見せた。

「私の記憶によれば……太郎は男子だったはずなんだが、それは記憶違いというものだろうか？」

　黒曜石を丹念に磨き上げたかのような、その煌きらめく漆黒を伴った両目には至極真面目な光がこもっていた。記憶違いという珍妙な表現の仕方に、一瞬は姉が混乱していると錯覚してしまったが、どうやら思い違いかもしれない。

「……うッ、ぐっ」

　俺を俺だと、即座に看破し、信じてくれた姉に対する嬉し涙は滴したたり落ちるばかりで、全然止まる気配はない。それでも、目の前の姉が真剣に答えを求めているのが伝わってくるので、両目から流れ落ちる小粒の雫しずくたちを懸命にぬぐっていく。

「記憶、違い……？」

　ぽそりと確認すると姉は静かに頷うなずく。

　姉は、自分の記憶力に自信を持てない人間ではないはずだ。では、なぜそんな質問を？

　疑念が口をついて出そうになるけど、まずは自分に起こったことを正直に話した。

「記憶違いではないよ。俺は姉あねの弟だ……でも、12日前に身体が急に変わっちゃって……」

　ゆっくりと、だが確実に。

　終業式から今までをカミングアウトしていった。

　少女化してから、クラン・クランで現実逃避に走っていたこと。一応、市役所で身体の変化について報告し、自身の症状はニュースで報道されている性転化病に該当することなど。

　姉はその間、一切の言葉を発さず、ただ黙って耳を傾けてくれた。時に眉をひそめ、時に目元を歪ゆがませ、時に唇を嚙かむ。いつものクールな姉とは違って、顔に現れる一つ一つの表情全てが、俺の身を案じてくれる温かみを帯びていた。

　自然と秘密にしていたことへの罪悪感が膨れ上がっていく。

　ぽつり、ぽつりと静寂の部屋に、俺の贖しょく罪ざいにも似た近況報告が落ちた。

「姉あね、なかなか言い出せなくて、その……ごめん」

　全てを言い終えた俺に、姉はどこか安心したようにホッと息を吐いた。

「キャラバグじゃなかったわけね……」

「うん……」

「バカな、弟だ」

　やれやれと肩をすくめ、姉はソッと俺を抱き寄せてきた。

「太郎、訊じん太た郎ろう……お前は、お前が少女になることで、私のお前に対する扱いが変わるとでも思ったのか？」

「た、多少は……」

　噓うそだ。本当は今までとは全然違う対応をされるのが怖くて怖くて仕方なかった。見た目が変わるってそういうことで、まして俺は性別まで……。

「確かに、多少は変わるかもね。身体の変化に合わせて変えるべき部分は必ずあるわ。まがりなりにも、今の太郎の身体の先達である私としては、然るべき指導や教育を施さなければならない義務がある」

　そう言って顔を合わせてくれた姉は、神仏に身を捧ささげる神官のごとく清らかだった。

「だがな、例えば……」

　一旦言葉を区切った姉は、しゃくり上げる俺を諭すような口調で再び語り始める。

「父さんたちと来たミシェル。今では私たちの妹であるミシェルが、弟だったとしたら私たちの態度は変わっていたか？　妹に向ける感情に、家族だと思う気持ちに違いはあるのか？」

　姉のその質問はストンと胸に落ちた。

　両親を失い、色々な事情を経て家族になった俺たちの妹、ミシェル。彼女がたとえ弟であったとしても、一緒に過ごしてきた幼少期の日々や思い出、それらが失われるはずもなく、家族として大切な一員だと思う気持ちに何の変化もないだろう。

「変わりはしない……ミシェルは大切な俺たちの家族だ」

　俺はこんなにも素晴らしい姉を信頼できずに、一人で思い悩んでいたのを切に恥じた。俺の姉は、いろんな意味で大きく広い人なのだなと痛感させられた瞬間だった。

「そうだろう？　それは私にとっても同じことだ」

　そう言って姉は鋭い視線で俺を睨にらみ、右手で拳を握りしめる。

「この愚弟め！」

　そして、そのまま俺の頭へと堅く握られた右手を振り下ろした。

　ガツンと鈍い痛みが頭頂部を突き抜け、背中から足へと、身体の隅々まで走り渡った。

「今度からはもっと早く、私に言いなさい」

　不思議とその痛みは、確かなぬくもりが込められていた。不安に閉ざされていた胸の内に、心地よいポカポカとした陽気が沁しみてくるような感覚だ。

　俺は姉を見上げ、つい顔を綻ほころばせてしまう。

「その緩ゆるい笑顔は、絶対家族以外には見せるなよ」

　姉はよくわからないことを呟つぶやき、長い黒髪を揺らしながらそっぽを向くのだった。

　それからしばらくして姉は『父さんや母さんへは、伝えたの？』と尋ねてきたので、市役所を通して伝わっているはずだと答えたら、盛大に溜め息をつかれた。

「あんたね、いくら自由人のあの父母でも、太郎がこんな事態なら、すっ飛んで帰ってくるわよ。今から電話するわ」

　すぐに姉は父さんへとスマホで電話をかけ始めた。

　しかも、父さんの声が俺にも聞こえるようにスピーカーモードで。

　姉が電話をかけるとすぐに繫つながったようで、口早に、俺に関する書類などが市役所から届いてないかと確認をし出す。

『あぁ～～なんか知らない番号から着信が何度も来てたな……』

　何やらドドドドドッと銃声にも似た連続音とか、誰かの叫び声とか、不安を助長させるような騒音が聞こえてくるが、父さんの声音は至って平常運転だ。

『訊太郎のやつ、何か病気にでもなったのか？』

　市役所の職員さんが何度も電話をしてくれたのだろう。

　市役所としては姉という保護者がいると思い込んでいるし、しばらく様子を見るスタンスだったのかもしれない。それは、自分の変化を家族に知られるタイミングを引き延ばしたい俺にとっては好都合でもあった。

　だから、なんとなくぼんやりと受け止めていたけれど。

「父さん、貴方はなんて吞のん気きな！　放任主義が過ぎるわ！」

　姉の能面のような顔を見て、後悔する。電話越しの父さんに対し、静かに激怒している姉は触れるだけで全てを切り裂きそうな、鋭利な空気を纏まとっていた。

　……父さん、ごめん。もっと俺からどんどん電話するべきだった。

『いいじゃないか～～愛する娘の電話には出れたんだからさ～～』

「愛する息子が大変なことになっているわ。その件についての電話だったのよ」

『あなた、日本から郵便物が届いたってトルコの大使館から連絡きてたじゃない』

　誰かの悲鳴や絶叫、怒号が響く中、不意に母さんの声が届く。きっと父さんの後ろにでもいたのだろう。

『あぁ～～、あれな。近々、こっちに届くそうだ』

「こっちって。今どこにいるの？　ミシェルは元気なの？」

　姉が猛烈な勢いで質問攻めする。

『あぁ～～、今はパキスタンだ。ミシェルはさすがに情勢が不安定なここまでは連れて来れないから、信頼できる人のもとに預けてある。夏が終わったら日本に帰らせるぞ～～』

「パキスタン？　なんで、またそんな所まで行ってるんだか……はぁ、もういいわ。それより太郎が大変なの」

　それから姉は手短に両親へと事情を説明し、今後の方針を素早く立てて電話を切った。俺の現状を知った父と母は、背後から聞こえる喧けん騒そうに負けず劣らずの悲鳴を上げ、俺に無事なのか、体調はおかしくなっていないのか、いや性別が逆転してる時点で健康面を気にするのもおかしい、いやでもこれは重要な確認事項だ、などなど俺に話しかけてるのか、夫婦ふたりで話し合っているのか途中でわからなくなるぐらいの慌てっぷりだった。

　俺が電話で受け答えをすると、本当に女の子みたいな声変わりしてんなぁ！　と父さんの少しズレた感想が印象的でした。

「はい。じゃあお昼ご飯を軽く食べたら、病院へ行くわよ」

　電話を終えた姉は、有無を言わさぬ般はん若にゃのような鬼神モードに突入していた。
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　父や母は俺の変化を把握し、急きゅう遽きょ予定を変更して３週間後には日本へ帰国するそうだ。その際、ミシェルも同行してくるらしい。

　家族会議を手早く終えた後、姉はテキパキと準備を整えた。そして市役所に行き、医者への紹介状を保護者代理として受け取り、俺の検査も付き添ってくれた。

『太郎はコレを着ておきなさい』

　もちろん外出時は、妹のミシェルが置いていった女子用の私服を拒否権なしで着せられた。一瞬だけ、俺を眺める目が妖しくうっとりと輝いていたのは気のせいだと思いたい。

　病院ではＣＴスキャンやら、血液やら、皮膚の一部を取られたりと色々な検査を受けたけど、現段階では何の異常もないそうだ。

　そう、何の異常も見られない健康な女の子だと診断された。

　その結果にやはり意気消沈してしまう俺だが、今は傍に姉がいるので思っていたよりも不安に駆られはしなかった。

　全ての検査が終わり、家に着いた頃には日が傾き始めていた。

　西日が射し込むベランダで、洗濯物を姉と一緒に取り込む。

「……正直、怖かったよ」

　改めて科学的に女性だと判定された俺は、静かに自分の気持ちを伝えた。

　ふと姉は乾いた衣類を回収する手を止め、俺の方を見ずに小さく頷いてきた。

「私もだ……」

　小さく吹きつける夕風に遊ばれた長い黒髪を右手で耳にかけ、姉は沈みゆく太陽を眺める。その凜り々りしい横顔には、どこか影がさしているように感じた。

　しばらく互いに黙って夕日を見つめていると、不意に姉が低い声で呻うめいた。

「太郎まで、おかしなことを言い出したかと思ったわ」

　少女化という十分に不可思議過ぎる現象を口にしたと思うけれど、俺は姉の続きを遮らないように無言で待つ。

「あいつら……トムとジェリーなのだけど……」

　クラン・クランで頻繁に姉の両サイドに侍はべっている、渋い風貌のオジサン傭兵プレイヤー二人組の名前が姉の口からこぼれる。

「あの二人は同じ学部の友人なのだが、８日ほど前からおかしなことを言い出したんだ……」

　二人のゲーム内での容貌は歴戦の傭兵プレイヤーめいた中年だが、実年齢は19歳らしい。しかも姉と現実での学友だったとは予想外だ。

「大学のキャンパスにいつの間にか変な建物があって……それがクラン・クランにある教会と酷似していて、おかしいと指摘すれば……前から建っていたと言い張っててね」

　姉の話を要約すると。

　現在通う大学は外国にいくつかの姉妹校が点在している、カトリック系大学だ。だから、学内の敷地にはキリスト教の教会や礼拝堂が備えられているわけだけど、ある日を境にクラン・クランにあるような建築物に丸ごとすり替わっていたという。

「トムとジェリーは『この宗派は昔から存在していた』と主張して、逆に私の正気を疑ってきたわ。キリスト教ってどこの宗教だ、なんて言う始末よ」

　だから、ついに弟が女子になって見えた時は自分の眼や記憶に不安を覚えたってわけ、と姉は説明する。

　なるほど。自分の記憶違いかなんて尋ねてきたのには、そういう理由があったわけか。

　周囲との認識が違えば、自分の記憶を疑いたくもなる。

　なんでもないように振る舞う姉だったが、その背中はやけに小さく映った。

　きっと姉も今まですごく不安だったんだ。いつも気丈に振る舞って、俺を守ってくれる姉だけど……俺だって守られるばかりじゃなくて、少しでも守りたいと願ってしまう。

　同時にやっぱり罪悪感がすごい。

　俺は現実が変わってるって認識を、親友たちと共有できていた。けれど姉は一人で悩み、戸惑っていたはず。

　いち早く姉と正直に向き合って、安心させるべきだったんだ。

　だからせめて、姉の認識を全肯定するように強い声音を意識して出す。

「キリスト教はあるよ。そんな有名な宗教、常識だろ」

「そう。そうでしょ。よかった、太郎はわかるのね。でも、大学の誰もがその建物があるのが自然って態度だから、私の頭がおかしくなったのかって思いたくもなるわ」

　安あん堵どしつつも、姉の眉間には小さな皺しわが寄っていた。

　ゲーム内に存在するような建物が急に自分の通う学校に現れたら、俺でも正気を疑うかもしれない。

「そういえば……ミシェルがよく通ってた、近くのキリスト教会。もしかして勘違いじゃなければ、【虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス】に変わってた……？」

　つい先日、なぜかシスター服を着て懺ざん悔げ室しつで聞き役になるという貴重な体験をさせてもらった教会。その時は自分の在り方を見つめ直すいい機会を得られたけど、姉の話を聞いてからは深い疑念が浮かぶ。

「……人の思想を奪うなら、まずは信仰している神から……ね。想像しただけでも怖いわ」

「確かに……あと、これは俺の友達の予測なんだけど、リアルモジュールでキャラクリした人は現実改変？を認識できるっぽい」

「太郎の友達……ああ、妖精の舞踏会で見かけたクソメガネと詐欺笑顔ね。なるほど、一理あるかもしれないわ」

「え、クソ、詐欺……？　と、とにかくキリスト教の件について晃こう夜やや夕ゆう輝きにも確認してみるよ」

　それは助かる、と淡く微笑む姉。

「そういえば、その友達には太郎に起こったことを相談したりはしたの？」

　姉がチラリと俺の小さくなった身体を見たので、思わず俯うつむいてしまう。

「いや……まだ、だよ……」

　姉同様に、晃夜と夕輝も俺にとって大切な存在だ。

　高１にもなって、ウン告コく白はくをかました俺なんかに平然と手を差し伸べてくれた二人は、家族の次に、誰よりも早く向き合わなくてはいけない相手なんだろう。

　でも、姉は女子だ。対して二人は男子なんだ。

　その違いが何を生み出すのかが、心配で……今までのようなバカを言い合える仲のままでいられるのかと、いらぬ考えがモヤモヤと浮かび上がってくる。

「ふーん？　ま、私あねにとってはね、弟だろうが妹だろうが関係ない。大事なきょうだいなんだ。それだけでいいし、友達はその次でいいのよ」

　なぜか嬉しそうに姉は言う。

「太郎は太郎だ」

　そして、そっと肩に背中に手を回してくる。

「しゃんとしな訊太郎。そして、私に甘えてきな」

　グッと抱き寄せられる。

　そのぬくもりが、俺と姉の────何かを、不安を溶かしていく。

「ん～～よしよし」

　そう言いながら、とろんとした顔で俺の頭をなでる姉。

「……なあ、姉あね」

「なんだ、太郎」

「扱いが、少し変わってないか？」

「太郎を可愛いと思う気持ちは何ら変わってないわ」

　ぽんぽんと優しい手つきで、今度は俺の頭頂部に手を置いてくる。

「だけど、この歳で頭なでなではゲームの中でなら……いいけどさ」

　口ごもる俺に、姉は断固とした口調で言い返してくる。

「姉の意向に、下が逆らうのは許さないわ」

　うん。この強引さは、何も変わってない。

　ベランダで姉にハグされる恥ずかしさに耐えつつ、俺はぼんやりとそんな風に思った。
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「ふぁ……ァ」

　だらしなく間延びした俺の声。不思議と可愛らしく響くのだからなんとも言えない微妙な気持ちになるが、眠気を追い払うために再びあくびを繰り返す。

「ふぁあ……」

　夏の日差しは強く、レースカーテンの白い輝きが目に眩まぶしい。

　昨夜のことをぼんやりと思い出しながらベッドからゆっくりと起き、疲弊を吹き飛ばすつもりで伸びをする。

　カミングアウトをしてからの昨晩、精神的負荷が多大にかかるイベントが盛り沢山で、姉弟水いらずといった言葉に押し切られた俺は姉のなすがままだった……。

　そう、何年ぶりになるであろう姉との入浴は、俺の人生においてウン告コく白はくの次に黒歴史として刻まれた。

『太郎、お風呂に入るわよ』

『先どうぞ』

『何言ってるの。太郎も一緒に入るのよ』

『はい？』

　何の前触れもなく姉がこんな言葉を口に出した時、俺は驚きょう愕がくしてしまった。

　一瞬、姉の正気を疑ったのは言うまでもない。16歳の弟と19歳になる姉が仲良くお風呂に入るとか、どんなブラコンシスコンだ。

　だが、姉は真剣な目をしてこう言ったのだ。

『そんな長い髪の毛をまんべんなく洗い流すやり方、わかるの？　それにケアの仕方も、リンスだって部分部分で軽く握るように……って、あぁそうだったわ、うちで使ってるシリーズは……それに、トリートメントは時間を置いて……あぁ、一番大事なのは乾かす時。それと身体の洗い方、特に局部はデリケートだからせっけんで洗っちゃダメで……』

　美容に関する呪文をつらつらと唱える姉は、一通りお風呂での作法を言い終えると厳粛たる表情で質問をしてきた。

『聞いただけでわかる？　できる？　一度はこの姉に重大な話を伏せて、手を煩わせたのに、太郎は二度三度私に手間をかけさせるほどの愚弟じゃないわよね？』

　……。

　まくしたてる姉に対し、俺に反論の余地は残されていなかった。

『……できません』

　聞いただけで、姉の合格点を引き出せる自信も俺にはなかった。

『太郎も年頃だから、身だしなみを整えるのがいかに重要かはわかってきたと思う』

　姉の一言で、俺はウン告コく白はくをかましてしまった相手、茜ちゃんを思い出した。

　彼女の好みを知り、短髪にしてワックスを盛り、凡庸な顔にマッチするよう無難な髪型にセットするのがいかに重要かは理解しているつもりだ。

『例えばの話だ。妹であるミシェルが年頃になったのに、身だしなみをおろそかにしていたら、人生の先輩である兄として少なからず指導をするだろう？』

　人差しをピンと立て、姉は力説する。

『それが、私にとっては今なのよ』

　なんとなく言いたいことはわかった。

『太郎は前より髪の毛が長くなっている』

『じゃあ切れば──』

　俺の発言に、姉は押し切るように言葉をかぶせてくる。

『毛質も以前より私に近くなっているわ。髪の毛の手入れは私の指導通りにしてもらう』

　腑ふに落ちない点はいくつもある。

　だけど、姉は何だかんだ言って、言葉を選んでくれていた。

　その証拠に、女子のような毛質、体質などの単語を一切出してこなかったのだ。

　これは、俺が弟であると言外に示してくれているのだろう。どうしても、現実を受け入れ切れない、俺の感傷にも似たモノへの配慮なんだろうなって。

『だから、決まりよ』

　だが、この時の姉の顔を見て俺は思った。

　妙に嬉しそうなのは勘違いですかね、と。

　こんな流れで、約７年ぶりに姉とお風呂に入る運びになったわけなのだけど。

　もちろん姉はタオルを巻いて身体を隠していたが、思春期の男としては緊張せざるを得ない。しかも、姉は一部の連中に抜群のプロポーションだともてはやされている身だ。
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　しかも。しかもだ。

　姉は自分の身体を隠しているのに、俺には全てを見せろと命令までしてきたのだ。

　想像してくれ。16歳の男子高校生である俺が自分のハダカを、実の姉に見せるとか、恥ずか死ぬ以外に湧き起こる感情があるだろうか。いや、ない。

『医者たちはああ言ってたが、この目で異常がないか確認しなければ納得できないわ』

　尤もっともな意見にぐぅの音も出ず、心配をかけた負い目もあり断れなかったので、全身をじっくり眺められる羞恥心に耐えるはめになった。

『くぴぃっ!?』

『ふぅん。実際に触ってみたけど、特に異常はないようね。全く不思議だ』

　どこに触ったとか、何をされたとかはもう忘却の彼方に捨て去ったさ！

　あぁ、そうとも！

　姉弟であんな所を触るとかッッ、あれはきっと夢幻の類いさ！

　それからというもの、姉はとてもご満悦そうに頰を緩め、頼んでもいないのに俺の世話を喜んでしてくれた。

　こんなに甲か斐い甲が斐いしかったか？　と疑念を抱きそうになったが、外面は厳格な姉だが、時折俺弟やミシェル妹には甘々な態度を見せる節があるため、こんなものかもしれないと納得して昨夜は眠りについた。

　まあ、色々な強制イベントがあったせいで、ベッドに横になってからも悶もん々もんとして寝つきは悪かったけど。

　ゆえに俺はまだ眠い。

　室内はクーラーを利かせているため、ちょうどよい温度のはずだが逆にこれがいけないのか……外気温の高さからなのか、ぽかぽかとしてきて眠気を誘うのだ。

　クーラーの温度を下げるべく、リモコンに手を伸ばしかけたところで、俺の腕は動きを止めた。その理由は雪のようにシミ一つない純白な自身の細腕が目についたからだ。

「なんでこんなに肩が出てるんだ？」

　そう、俺は今。

　姉に言われるがままに、妹のミシェルが着ていた寝衣に身を包んでいた。

　白を基調とした丈の短い薄手のワンピース型。

　もう一度言おう。

　丈の短い薄手のワンピース型だ。

　つまりはスカート。

　これも先の姉の思いやりのある、ありがたいお言葉の結果なのだ。

　身だしなみのうちに入ると言うことで着せられている。

　だがやはり、女性物の服は未だに着ていて少し落ち着かない。

　まぁ、昨夜から着用しているわけだし、それほど違和感を抱いているわけではない。むしろ、寝っ転がった感じ、下半身がひらひらとしているのはソレはソレで寝やすかったり開放感も……断じて馴な染じんでいるわけではない！

　妹のワンピース型パジャマを着てほんわかしている兄がどこにいるだろうか。いや、いない。

　ただ、思っていたよりも抵抗を感じないのは、クラン・クランという仮想世界で一応は女性物のドレスを身に纏っていたという経験があるからなのかもしれない。まさかミソラさんからもらったドレスを着た経験が、心の準備に役立つとはな。

　色々な意味であのゲームは、気構えというものを備えさせてくれる。

「でもなぁ……」

　それでもやはり、今まで着なれていた男物のデザインと細部の違いが、どうしても目についてしまい、ふとした時にげんなりしてしまう。

「脇わきも足もスースーする」

　涼しいからいいんだけどね。

　そんな意味のない自問自答を繰り返していると、キッチンから姉のお呼びがかかった。

「はーい、今いくよー」

　立ち上がり姉の元へ行こうとするが、不意に振動したスマホのせいで動きをピタリと止めてしまう。

　俺の視線はスマホに吸い寄せられ、瞬時にして呼吸が止まりそうになった。

　なぜならスマホの液晶には『宮ノ内茜からメッセージ１件』と表示されていたからだ。




◇




「茜ちゃんから、ラインの通知が……一体どんな内容、なんだ……？」

　正直に言えばその場で飛び跳ねたくなるほどに嬉しい。けれど同時に不安と恐怖が脳裏をよぎる。

　彼女は俺がクラスメイトである仏ふつ訊太郎だとは知らないはず。市役所では茜ちゃんのお父さんが俺の担当をしたけれど、あの機械人間のように厳格そうな人物が【妖精郷フェアリムの親善大使】たる俺の個人情報を漏らす可能性は低い。

　けれどもし、家族の何気ない会話で俺の正体を茜ちゃんにバラされたりでもしたら……今度こそ合わせる顔がない。

　連絡先を交換した時は歓喜に震えたものの、あれから俺が茜ちゃんに一切の連絡を入れてない理由がこれだ。

　自分の正体すら好きな人に堂々と言えない俺が、果たして彼女と連絡を取ってもいいのだろうか、といった自己嫌悪に陥り、結局は茜ちゃんへのアプローチを断念している。

　でも、ウン告コく白はくをぶちかました好きな人と……もう二度と絡めないと思っていた彼女と話ができる機会を自分から放り捨てるなんて、できない。無視なんてなおさらだ。

　だから俺は、悲喜の入り混じった感情を燻らせながらもスマホを取った。

『急に連絡してごめんなさい。この間はあれから市役所での用事を無事に済ませたのかな』

　そのメッセージを見て、俺はホッと胸をなでおろす。

　茜ちゃんが俺の動向を把握してないってことは、どうやら彼女のお父さんは俺について何も喋しゃべってはいないらしい。

『はい。改めて先日は市役所まで案内してくれて、ありがとうございます』

　我ながらとても硬いメッセージになってしまったけれど致し方ない。

　なにせだいぶ緊張して、指が軋きしみを上げてるぐらいなのだ。むしろこのようにしっかり返せた自分が誇らしい。

『あれからどうだったのか、つい気になっちゃって。よかったね！』

『はい』

　続けて即レスするとしばしの間、彼女からのメッセージは途絶えた。

　そしてはたと思い至る。

　俺の『はい』という返しでは、話題の断絶を招く。つまり、この返信の仕方は盛大にミスってる……もはや完全に、会話を相手に丸投げ状態だ！

　やらかしてしまったと後悔すれば、すぐさま次の話題を必死に考える。

　しかしそんな心配すらも杞き憂ゆうに終わらせてしまうのが、身も心も超絶に美しい茜ちゃんなのだ。

『あの、実はちょっと仏さんに聞きたいことがあるの』

『はい』

　俺は即レスをする。

　って、またやってしまったあああああ！

　はい、の一言って冷た過ぎるだろう!?　もうちょっとこう、ソフトな感じで『どうしたのですか？』とかこの指は押せないのか!?　このっ！　このちんまい人差し指め！

　緊張でぷるぷる震える自身の指をペシッと叩くが、鈍い痛みが走るだけで一向に機動性が向上する予兆は見られなかった。

『仏さんはさ、私に逃げたいって言ったよね』

　意図の読めない彼女のメッセージを受け、記憶を探る。

　確かに俺は茜ちゃんに正体を隠したくて、市役所内での彼女の同行を拒んだ。

　その時に茜ちゃんへ『ごめんなさい。今は色々と逃げたくて……』と言った覚えがある。続けて『まだ何も言いたくなくて。だから、ここでお別れしたい、です』とも伝えた。

　この言葉に茜ちゃんは、俺に【妖精郷フェアリムの親善大使】として守秘義務的な事情があると勘違いしていたけど……。

　どう返信すればいいのか悩んだ挙げ句、やっと打てたのは事実を述べる文だけだ。

『はい。確かに逃げたいと言いました』

　するとしばらくの間を置いてから送られて来た内容は、これこそが本題なのだとわかる重さを纏っていた。

『私もね、すごく逃げたくなる時があるんだ。仏さんはそんな時、どうしてるの？』

　何から逃げたくなるのかと、胸中に浮かんだ疑問を簡単には送れない。

　正体を隠している俺が無断で彼女の内面を知ろうなんてダメだ。踏み込んでいい問題じゃないし、後でクラスメイトの仏訊太郎だと知られたら、それこそ取り返しがつかない。

　だけど、知り合ったばかりの少お女れにこんな質問をしてくるのだから、茜ちゃんは少なからず何かから逃げたくて苦しんでいるのかもしれない。

　それなら……俺は姉にカミングアウトした時に思ったはずだ。

　守られるだけじゃなくて、守りたいって。

　俺なんかが、茜ちゃんにできることは少ない。だけど、このまま好きな人が困ってるのを放っておくなんてできない。それなら、俺が思いつく限りの何かを伝えたい。

『えと、逃げたい時は楽しいことをします』

　俺がウン告コく白はくで撃沈した後、逃げ場に選んだのはクラン・クラン。そして色々な人たちと関わって、ワクワクを誰かと共有できる楽しさと出会えて、あの世界に夢中になった。

　あのゲームを親友たちに紹介されていなかったら、間違いなく俺はもっと落ち込んでいただろうし、こうやって茜ちゃんと正体を隠しながらでも連絡を取り合える勇気なんて微み塵じんも出なかったはずだ。

『そう、だよね。楽しみ、趣味ね……』

『はい、趣味です』

『私は趣味とかあまりなくて。仏さんはどんな趣味があるの？』

『ゲームをします』

『どんなゲーム？』

『クラン・クランってネットゲームです』

『それはスマホでできるの？　専用のゲーム機が必要？』

『スマホ一個あればできます』

　なるべく自分の私情を挟まないように、至極事務的な受け答えでクラン・クランについての説明を続けてゆく。

　一通りの使用方法やゲームの概要を伝え終えると、茜ちゃんは少しだけ興味を持ったような返事をしてくれた。

『なんだかとっても面白そうだね。嫌なことだってちょっとの間は忘れられそう』

『はい』

『それじゃあ、さっそく買ってみるから……ウチに来て一緒に遊んでみない？』

　ふぁッ!?

　思考が一瞬にして、地平の彼方へと吹き飛んでしまう。

『ほら、ちょっとセッティング方法とか不安もあるから教えてほしいなーって！　女子同士だし、仏さんとは仲良くなりたいなーってのもあって』

　ぴゃぁぁぁぁああああああああっ!?

『え、いや……俺は……』

『もっと仏さんのこと知りたいなーとか』

　え、どうしてこうなった!?

『それにやっぱり一緒に遊んだ方が楽しいでしょ？』

『あ、えっと、そのゲームはオンラインだから、現実リアルで離れててもその場で話してるみたいに、一緒に冒険ができます』

『あ、そっか！　じゃあクラン・クラン？　買ったら報告するから一緒に遊んでね？』

『はい。あ、でもそのゲームはＰｖＰができますからその辺は気を付けて……』

『ＰｖＰってなに？』

『プレイヤー同士で戦い、相手を倒して装備やアイテム、持ち物を奪えたりします』

『わーすごい！　じゃあお姉さんは張り切っちゃうよ～！　仏さんを守ってあげる！』

『あはは。俺の方がレベルは高いので、守るのは俺の方だと思いますよ』

『言ったな～！　お姉さんは負けないぞ～！』

　いつの間にか緊張で硬直しきっていた指は、滑らかにスマホをタップして言葉を紡げるようになっていた。

　あぁ、そうだったなと、じんわり響く暖かさを思い出す。

　茜ちゃんはどこにいても和やかで、太陽のように笑ってて、その輝く笑顔にいつも胸の奥がキュッと摑まれて。

　それはきっとスマホ越しでも変わらなくて、こんな風にやり取りできるのが無性に嬉しくなってしまう。

『あの、そういえば仏さんのこと、訊じんちゃんって呼んでもいいかな？』

　訊ちゃん!?

『私のことも茜って呼んでよ』

　いやいやいや、えー!?!?

　動揺を超えて驚愕の視線をスマホへと突き刺すが、何度見直したってメッセージのやり取りが変わりはしない。

『あれ、ダメだったかな……？』

　微妙に悲しそうな空気が漂う文が届いた瞬間、俺は背筋をピィンと伸ばして首を激しく左右に振ってしまう。

『いえ、大丈夫です。好きに呼んでください』

　秒で返信。

『やったね。ありがとう！』

『はい、あか姉さん』

　またも秒で返信、したけど……自分の送った文に誤字があるのに気付く。『茜さん』と即座に訂正しようとするが、時は無情にも待ってはくれなかった。

『あははは、あか姉さんって。茜さんと、お姉さんを混ぜたのかな？　なんだっけ、ダジャレって言うのかな……？』

　いや、それは誤字で、と俺が神速でタップするが、神をも凌りょう駕がするスピードで現役女子高生はとどめを刺しにきた。

『ちょっとおじさんっぽい言い方だけど面白いね！　おじさんしか勝たん！』

　茜ちゃんの感想とフォローを見て、地味に傷ついた俺であった。





３話　煌きらめきを宿す錬金術士







「落ち着きを取り戻すには、ネトゲ一択！」

　茜あかねちゃんとのドキドキ体験の熱を冷ますべく、俺が心の平穏を求めて取った行動。それはもちろんクラン・クランへのログインだ。

　錬金術関連の買い物をするために『先駆都市ミケランジェロ』を巡っていれば、ミナヅキからのフレンドチャットで一緒に遊ぼうとお誘いが来た。なので素材採取や『地方の』妖精の舞踏会を見に行こうって話になった数すう瞬しゅん後ご、アンノウンさんからも『タロ氏うじがおりなす色彩の探求を己が目で見やらむ』とフレチャが届いたので、３人でパーティーを組むことに。裁縫職人を極めようと研けん鑽さんを積む彼女は、どうやら前に俺が抽出した『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』の出所に深い興味があったらしい。

　確かにアンノウンさんからすれば、いくら探せども見つからない染料を俺が簡単にゲットしてきたわけで、その結果ちょっとでも『錬金術』に興味を持ってくれたのは嬉うれしい。

「ほわぁー……なんだか眠くなるな……」

　そんなこんなで今の俺は、ぽかぽかとした陽を浴びて全身が弛し緩かんしきっていた。

「のどかですね……ふぅ」

　俺がくあーっとあくびをかませば、ミナも小さなあくびをする。大口を開けた俺とは違い、ミナはソッと口に手を当てて、しおらしく睡魔を嚙かみ殺していた。

「はれはれ。子供たちは床に就く時間なりか？」

「「いえ！」」

　からかいの音が含まれたアンノウンさんの言葉に、俺とミナは同時に否定する。

　和装の美人さんはフフフと俺たちの様子を見て笑う。

「然しかれど、タロ氏やミナ氏の気持ちもわかるなり」

　彼女はそう言って、ゆっくりと目の前の景色に視線を移していく。俺たちもそれに釣られて、まったりとした田園風景を眺める。

　ここは『コムギ村』と呼ばれる村の近隣地帯だ。

　牧歌的な雰囲気漂う『コムギ村』は低レベル傭兵プレイヤーたちの間で、ダンジョンに向かうまでの中継地点として利用されている。数多くある小さな村のうちの一つで、名前の通り小麦を名産としている。

　俺たちは小高くなった場所で穏やかな風に吹かれながら、眼前いっぱいに広がる小麦畑を堪能していた。

　小麦は収穫間際の時期を迎えているのか、麦穂が金色の輝きを放っている。

　天に向かってすくすくとその身を伸ばす姿は、見ているこちらも元気を分けてもらっている気分になる。そんな小麦たちは太陽の光を浴びながら、風に揺らめき、黄金のさざ波をいくつも発生させていた。

　波打つ金麦たちは、まるで金の大海原のようで──。

　俺たちは、しばらく見み惚とれていたのだ。

「いい景色だ……」

「ですねー」

「よきかな、よきかな」

　このままぽけーっとお昼寝するのもまた一興だが、そこは錬金術士の端くれとして行動を起こさねばと気合を入れて、両頰をパンッと叩たたきスリープモードを解除する。

「そろそろ、やりますね」

「はい」

「御意なり」

　俺の合図に二人は神妙に頷うなずく。

　いよいよ、この時が来たか。

　高鳴る鼓動を理性で抑えつけ、冷静と情熱の狭間で眼前の黄金畑を見据える。

「ふっ」

　不敵な笑みと共に、俺は新しく購入した錬金キットをストレージから取り出す。




『ゾディアークの望遠鏡』

【使用すると、レンズ越しに遠方を見ることができる】

【倍率は９倍～20倍に調整可能】

【様々な光を吸収する錬金キットでもあり、吸収した光を素材化できる。ただし、太陽や強過ぎる光源、星や月などの光は吸収できない】

【光の吸収率＋12％】【物質化成功率＋５％】




　錬金キット『妖しい魔鏡』に続き、光を吸収する器具シリーズ第２弾！

　地道に続けていたポーション金策が功を奏し、財産がちょこっと増えた俺は『先駆都市ミケランジェロ』のＮＰＣ商人が２万エソで売っていた超高額な錬金キットを購入したのだ。イン初日の時はこんな望遠鏡が商品ラインナップになかったので、順次アップデートがされてるのかもしれない。

「これが、我が錬金術の覇道……」

　青色鋼鉄ブルーメタル製の頑丈な三脚の上には、１メートル以上の長さを誇る立派な装飾の望遠鏡が鎮座していた。漆黒と薄青が混ざったその望遠鏡は、一目で高級品だとわかる造りをしている。さらに長い鏡筒の周囲には、幾何学模様が彫り込まれた銅製の円飾りがいくつも宙に浮いており、ぐるりと囲んでいる。それらは目で覗のぞく部分、つまり接眼レンズに近づくにつれて輪の幅を縮めて小さくなっている。

「スキル『鑑定眼』」

　錬金術スキル『鑑定眼』で、より詳しく『ゾディアークの望遠鏡』を調べる。




【夜空に生きる星々を愛した錬金術士ゾディアークが開発した望遠鏡。彼には『王は遠くを見渡すべき者であり、未来すら把握せよ』との口癖があり、それは自らの民を奴隷に落とした自身への戒めの言葉なのかもしれない。星たちを生命体だと定義し、それらの実体を摑つかみ取ろうと若かりし頃の彼が発明した最初の物がこの望遠鏡である。彼の作品を模倣して作られ、市場に出回っているそこらの望遠鏡とは一味違う。彼の意志が星に届くのは叶かなわなかったが、多くの光を集め、遠くを見渡すことを可能としたのは偉業以外のなにものでもない。ただし、既に人々の間では忘れ去られた過去でもある】




　……なるほど。

　というか、ミケランジェロのＮＰＣ商人がこんなレアなキットを売ってるのは不自然だけど、よくよく思い出してみれば、商品ラインナップの残数に『１』と表記されていた。

　つまり、俺が購入して残数が『０』になったので、この望遠鏡は貴重な一点物なのだろう。

　誰よりも早く買えたことに喜びを嚙み締め、ほくそ笑む。

「これもまた、運命だ」

　俺なんかよりも遥はるかな先達である偉大なる錬金術士ゾディアーク。

　彼の残してくれた足跡が今俺の手にあり、継承されようとしているわけか。

　ゾディアークが生み出した遺産、そして彼の叡えい智ちに、最大限の敬服と感謝を込めて。

「貴方の意志は、我が道と共に──」

　一しきり、『ゾディアークの望遠鏡』に頰ずりし、コホン。

　優しくなでりこしたところで、アンノウンさんの苦笑を押し殺した視線に気付き、手を動かすのをやめた。しかし、ミナが瞳をキラキラと輝かせ、俺と同じようにうっとりと望遠鏡を眺めているあたり、まだまだアンノウンさんには錬金術の素晴らしさが伝わってないようだ。

「よっと」

　ちなみに普通の『望遠鏡』も購入してあるので、そちらも手元に出してみる。




『望遠鏡』

【使用すると、レンズ越しに遠方を見ることができる】

【倍率は３倍～９倍】

【光を吸収する錬金キットでもある。吸収可能な光の種類はごく限られている】




　こちらは手持ち仕様の望遠鏡となっており、鏡筒から接眼レンズまでの長さは30センチ程しかないコンパクトな造りになっている。

　価格は５０００エソであり、わりと高めだった。

『ゾディアークの望遠鏡』の最高倍率より遥かに劣るし、あちらが光を３つストックできるのに対し、こちらは１つまでしか光吸収を行えない。だがその分、お手軽に装備して遠くを見渡せるので、利便性は『望遠鏡』の方が断然高い。

　というのも倍率は高くなればなるほど、視野が狭くなり、明るさも暗くなるからだ。肉眼で確認できない何千メートル先の敵を、限られた視野で探すとなると砂の中から金を探すようなモノだ。

　１００メートル先にいる敵傭兵プレイヤー、モンスターの動きを把握しながら、特徴を観察するのには『望遠鏡』の方が適していると言える。

　とにかく、俺が今からしようとしているのは『妖しい魔鏡』、『望遠鏡』、『ゾディアークの望遠鏡』の３種を使って、目の前の黄こ金がねに煌めく麦畑の光を採取した際、どのような違いが生じるのかという実験だ。

「タロ氏」

「ほい」

　アンノウンさんの呼び声に、俺は望遠鏡から目を離さずに返事をする。

「一つ質問がありんす。その錬金キットとやらは、どちらでまうけたか」

「えと、普通にミケランジェロにいるＮＰＣの商人さんから買いました」

「…………」

　押し黙ったアンノウンさんが少しだけ気がかりになり、チラッと視線を向けてみると、彼女は難しい顔をしていた。

「どうかしましたか？」

「はらはら……そのやうな職人キットを、ミケランジェロにいるＮＰＣ商人が取り扱ってゐるという情報はいずこからも耳に入らざらむ。しかも、彼方かなたを見らるるキットなどと、聞いたこともありんせん」

「ふぅむ……俺も最近になって売ってると気付いたので、お店も随時アプデ更新されてるのかもです。または買い手のステータスに応じてラインナップが変化するとか？」

　例えば知力ステータスの上昇により、新たに購入可能となったのかもしれない。

「……成る程なり」

　アンノウンさんが納得したところで、俺はさっそく『ゾディアークの望遠鏡』に取り掛かった。

　この望遠鏡は、鏡筒、色カートリッジ、接眼レンズの３つのパーツからなっているようで、色カートリッジに関しては取り外しが可能だ。ここが光を採取する部品であり、付属の色カートリッジは他に２つある。




：接眼レンズを覗く際の注意点。太陽や強い光源は絶対に見てはいけません。もし見てしまった場合、覗き込んだ目に『視力喪失』のバッドステータスが１時間付きます：




　そんなアシストログが流れ、現実で望遠鏡を見てしまった時の恐ろしさを考えれば、このペナルティは軽い方だなと思った。というか、状態異常の中に『視力喪失』とかいう強力なモノがある方に驚いたりする。

「ふぅ……光源は見ないッと」

　まずは接眼レンズ部分に目を当てて、中を覗き見るがどこに焦点が合っているのかもわからず、ピントもぼやけている。

「あ、不用意だった。太陽の方に向いてたらデバフがついてた……」

　そのまま鏡筒を右手で持ち、望遠鏡の方向をおおまかに定める。その先にあるのは黄金の水みな面もみたいな麦穂畑だ。

「コツがいるなぁ」

　映したいモノを捉えるためにピントを最低倍率の９倍に下げて視野を限界まで広げる。

「ん、ふーん……今回は採取対象が広くて助かったかも」

　というのも９倍でもけっこうな至近距離での観察になると感じたからだ。つまり、もし対象が小さければ、視野が狭くて、採取したい光を望遠鏡で捉えるのが困難だと思った。

　レンズ越しで麦穂を捉えた俺はピントを合わせていき、活き活きとした麦穂たちをシッカリと視界に入れるのに成功する。

　するとアシストログがまた流れる。




：採取可能な光を発見しました：

：光を色カートリッジに採取しますか？：




「まずは倍率を９倍のままで、採取してみよう……」

　イエスをタップして、様子を見る。

　しかし、レンズ越しに小麦を観察している限り、特に変化は見られない。

「天使さまっ、望遠鏡が！」

「タロ氏、錬金キットの様子が……」

　二人の声を受け、俺は接眼レンズから顔を離し、再度『ゾディアークの望遠鏡』をチェックする。すると先ほどにはなかった変化が巻き起こっていた。

　鏡筒の周囲にあるいくつもの銅製の輪が、光を帯びて回っていたのだ。複雑な模様が発光し、ゆっくりとクルクルしていく姿は、なんというか童心をとてもくすぐられた。

「平和と黄金を我が手に……」




：『太陽にたなびく黄色サン・イエロー』が『色カートリッジ』に溜たまりました：

：光を物質化、色として抽出する時は、なるべく光の届かない暗い場所で行いましょう：




「とれた……『太陽にたなびく黄色サン・イエロー』です」

　俺は『色カートリッジ』を抜き出し、新しいカートリッジに付け替えながら二人へと見せる。カートリッジは透明なガラスのようなモノで、その中には濃い黄色の液体がちゃぷちゃぷと揺らめいている。

「おめでとうございます！」

「太陽……なりか。錬金術とは、げにめざましきとても素晴らしいものなり」

「ふっふっふ！　いとをかし！」

　仲間の受けた感銘に、俺は得意げに頷いてそのまま実験を続行していった。

　結果から言うと普通の『望遠鏡』での光吸収は、今回に関しては無理だった。

『望遠鏡』で麦穂の光を採取するのは叶わないようだったが、『妖しい魔鏡』では光を吸収するのに成功した。

　そして、不思議なことに『ゾディアークの望遠鏡』から取れた色とは少し異なる名称の色が採取できたのだ。

『妖しい魔鏡』から取れたのは『食に煌めく黄色フークル・イエロー』という色だ。どうやら『太陽光』という部分まで拾わないあたり、『ゾディアークの望遠鏡』と比べたら光を採取できる分類的な範囲が小さいのかもしれない。

　ちなみに『ゾディアークの望遠鏡』で残り２つの色カートリッジに光を吸収する際、レンズの倍率を上げてさらに細かく小麦を捉えてみると『太陽にたなびく黄色サン・イエロー』とは別の色がチャージされた。

　倍率を15倍にした場合は『陽光に踊る黄色ソレイユ・イエロー』が、最大の20倍では『お日様と金麦色コルタナ』が採取できたのだ。

　特に20倍で手に入れた『お日様と金麦色コルタナ』に関しては、色カートリッジの外から見ても、大変美しい色になっている。

「深みのあるコク、そしてキレのある金……まるで豊潤な麦の匂いと、太陽の旨みがギュッとつまったかのような色……すんばらすぃ」

「はわぁ……綺き麗れいですねー！」

「何かのお酒の宣伝文句のやうなり」

『ゾディアークの望遠鏡』は倍率を上げると、より濃密な光色を採取できるようだ。その分レンズの視野に入れるのが非常に難しくなると、今回の実験でわかった。

「いい結果も出せましたし。そろそろ時間かな？」

　とれたての色たちをひとしきり眺め終えた俺は、時刻を確認して二人へ問い掛ける。

「では、コムギ村で開催される『妖精の舞踏会』に行きましょうか！」

「フフフ。やうやくタロ氏、ミナ氏と一緒に行ける日が来たなりか」

　元気良くミナが音頭を取り、アンノウンさんは嬉しそうに首を縦に振った。
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『妖精の舞踏会』初日に俺とミナは、会場入りをする前にアンノウンさんから『蒼そう雲うん流し袴ばかま』を受け取った。その時に、後日一緒に『妖精の舞踏会』に行こうと約束を交わしていたのだ。

　そう、今日がその約束を果たす時である。

　新しい錬金キットを試し終えた俺たちは、『コムギ村』で開催されるという『妖精の舞踏会』に参加するべく、村の中へと足を踏み入れた。

「ここはゆっくりできそうだなぁ」

「ミケランジェロは疲れましたよね」

　コムギ村に入って、一言目の感想はソレだった。

　質素な村に木製の家々が立ち並ぶ景観は、石畳で舗装されたミケランジェロとは違い、心をほっこりとさせてくれる。

　ＮＰＣの子供たちがキャッキャッと騒ぎ、木剣で遊ぶ姿は見ていて微笑ましくなる。平和そのものを体現したかのような、ゆったりとした村だ。

　実は俺、地味にミケランジェロ以外の街や村に入るのは初だったりする。

「ここなら静かに楽しめそうだ」

　正直、ミケランジェロでの『舞踏会』という名の激戦に、レベルの低い俺とミナはけっこうな消耗を余儀なくされた。アイテム的にも精神的にも。

　妖精使いの天使ちゃん（俺、白目）の存在等、先駆都市の一部の傭兵プレイヤーたちの間では、その話題で持ちきりだったりする。

　イベント名が『妖精の舞踏会』だけあって、『妖精』の出現には全傭兵プレイヤーが期待を持っていた部分もあり『妖精』に関する情報も求められている。

　舞踏会が開かれた都市、街、村はたくさんあったけど、しっかりと妖精が姿を現したのは『先駆都市ミケランジェロ』と『鉱山街グレルディ』のみとの報告が上がっている。ご存知ミケランジェロでは俺と一緒にいた風妖精たちや、傭兵プレイヤーとダンスパートナーになった妖精たち。グレルディでは岩妖精はいたけど一緒に踊りはせず、ひたすら岩妖精が食事をしている隣で傭兵プレイヤー同士が交流をするだけに終わっているようだ。

　各都市に対応した妖精種と踊るイベントは、何かの解放条件を満たした傭兵プレイヤーがいないと開催されないのでは……といった噂うわさも出回っている。

　さて、他の村や町ではどのような存在が出現するのかと言えば、蝶ちょうの羽を模した小さな輝きたちが空中を舞うそうだ。それらとダンスを合わせ、採点を競う形式らしい。

「当分はミケランジェロには行けないよなぁ」

「ですね……」

　というのも現在、ミケランジェロはかなり血気盛んな雰囲気に包まれている。やはり実際に妖精たちと踊れる、といった特典は魅力的だ。何よりダンスの採点で高得点を取るには、妖精の表情を機敏に先読みし、動きを合わせるのが有効だとの攻略方法も吹聴されている。今のミケランジェロは舞踏会の後編、『黄昏たそがれに染まる玉座』で上位ステージに入りたい上級傭兵プレイヤーが集結してると、リアル隣の部屋でログインしてる姉から聞いている。

「ダンスも楽しかった、っていうより必死だったって気持ちが大きかったです」

「正直、ひやひやしたよね」

　妖精殺しが始まった時は、現実リアルに波及する影響や結果を考えて肝を冷やしたものだ。

「はらはら。両名とも大活躍だったと耳にしてをりなむ」

「「いえいえ！」」

　アンノウンさんの美辞麗句に俺とミナの声が重なる。

　なんだか最近、ミナとのシンクロ率が上がっているような気がする。

「あの時はみんなのおかげです「天使さまのおかげです！」

　しかし、まだまだシンクロ率は甘かったようだ。そしてなぜかアンノウンさんは、俺たちの合わないハモりを聞いてクスクスとご満悦そうに笑っている。

「ともあれ、此こ度たびは３人で楽しもうぞ」

　今回の俺とミナの服装は前回のように着飾ったものではなく、どちらかと言えば動きやすさ重視のチョイスになっていて、普段通りの装備だ。

「なんだか、すみません。こんなに上品なモノをいただいて」

「『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』をうちに卸してくれるお礼なり」

　ただ一点いつもと違うのは、アンノウンさんから新しくもらった『曇どん天てん流し』をアクセサリ枠で装備してることだ。




『曇天流し』

【死者の灰を清め、曇りなき透明な御手によって紡がれた長めのマント。灰透明なその色は、羽織っている者の首元や肩口を上品に透けさせて魅せる】

【装備条件：知力１００　ＨＰ50　ＭＰ40】

【レア度：４】

【ステータス：魔法防御＋20　ＭＰ＋10】

【特殊効果：マントの長さを２メートルまで調整でき、身を包めば灰色とその姿を重ねられる。完全透明とはいかないが、灰色が濃いフィールドでは目くらまし効果が絶大】




　特殊効果がこれまたロマン過ぎたのだ。

　まさか、俺が錬金術で造り出した色と裁縫職人アンノウンさんの手が合わさって作成された装備に、条件が整えば透明マント的な効果が発現するなんて！

「装備条件の知力が１００と高く、心配であったが……」

「余裕です！　ありがとうございます！」

　ゴミステータスと呼ばれている知力は錬金術のために上げているので、余裕です。

　元々【軍服・黒くろ百ゆ合り：胴】についているハーフマントの上から羽織れば、それはそれは見事なグラデーションになり、たなびく様がかなりかっこいい！

　しかも足元にまで届く長マントは半透明だから、なんというか軍服が透けて見えていて、俺みたいなチンチクリンにはもったいない逸品だ。

「なんだかすみません。もうちょっと上手に着こなしたいのですが……」

「はらはら、よきかなよきかな。げに喜ばしきなり。常日頃から、身に付けてくれることこそ、職人としての誉ほまれ」

　アンノウンさんの発言に、ミナが隣でハッとするのを感じた。

「あっあっ、わたしもき、き、着ます」

　自分も作ってもらった袴はかまに装備を切り替えようとするミナ。

　しかし、それを和装の平安人が右手でスッと遮った。

「ミナ氏、お心遣ひは嬉しく思ふ。然れど、ミナ氏の最上を引き出すのがその服装かや？」

「は、はい」

「しからば遠慮は無用なり。吾わたしが次に贈る服で最上を実現す」

　ミナも俺もアンノウンさんも、いつでも戦闘に対応できるようにガッチガチの装備をしていたりする。村で行われる舞踏会の景観を損なうレベルではないけども。

　これは前回に参加した舞踏会での教訓から来ている警戒だ。たとえ舞踏会であっても戦闘に繫つながる可能性はゼロではない。ならば、それに備えるのが必須である。

「何かあれば、吾わたしが守り奉らむ」

　今日のアンノウンさんは姫武者のような恰かっ好こうこそしていないが、一番防御力の高い和服を着ているらしく、不意を衝かれても一撃は耐えられると豪語していた。

「俺も賢者ミソラさんからもらったドレスを着てないしね」

「天使さまは、どうして着ないのですか？」

「ステータス的にはすごい強力な補正がかかるんだけど、その、ね……」

　どうもスカート＋ふわふわ浮いてしまう特性、というのはやっぱり抵抗がある。ゆえに、常日頃から身に付ける代物でもない。

「はれはれ。タロ氏はあんなレアモノ、常時身に付けてはなるまいぞ。万一、ＰｖＰにて敗北を喫し、ドロップした日には……」

　はらり、といった擬音が出てきそうな仕草で、口元と目を長い袖で隠し、涙に濡ぬれるといった動きをしてみせるアンノウンさん。

　確かにせっかくもらった装備を奪われたら泣くかもしれない。というか、俺って今装備してる大半のモノが人から譲り受けた物ばっかり!?

　メイン武器として腰にさげている【小太刀：諫いさめの宵よい】は姉からもらい、防具の【軍服：黒くろ百ゆ合り】シリーズは、夕ゆう輝きと晃こう夜やから。そしてアクセサリの長マントはアンノウンさんから。

　自分で揃そろえたといえば、錬金術関連の装備のみ。

　うーん。もしかして俺って貢がれてる？　いや、そんなことはないはずだ。

　姉は家族だからいいとして……それ以外の人たちとは等価交換で成り立っている、対等な取引の結果だと自負している。

　それになんだか、友達からもらったモノを使用するのは、ＮＰＣから購入した装備よりも格段に愛着が湧きやすいし、ずっと付けていたい気分になるのだ。

　そんな風に考えながら歩いていると、舞踏会場である村の中央広場らしき場所についた。

「ここですね！」

「そよや、此こ方ちに在り」

　広場には高さの低い木製のテーブルを囲むように、丸太の椅子がある。テーブルの上の木皿に盛られた実や果物、野菜各種が食欲をそそる。杯も木を削った物で、武骨な形をしているがどこか優しさを感じる丸みを帯びたフォルムだ。

　手作り感がそこかしこから漂う会場に、俺たちはほっくりと微笑み合った。

　そんな俺たちのご到着に、視線が一瞬集中したのを感じるがすぐに霧散する。

　視線の正体は、先に会場入りをしていた手持ち無沙汰の傭兵プレイヤーたちだ。

　彼らは、お互いを窺うかがうようにチラッと見ては、すぐに目線を逸らすといった行為を繰り返している。どこか、おっかなびっくりとした様子だ。

　よくよく観察すれば、この会場にいるほとんどの人が、パーティーを組んでいる気配はなくソロで参加しているようだ。そんな中、３人も固まって仲睦ましげにワイワイとした俺たちが現れれば、それはもう嫌でも目で追ってしまうだろう。

　ミケランジェロとは違った緊張が広がっているようだった。

「ここって……」

　ミナは周囲の様子を鋭敏に察したようで、思ったことを全て言葉にする前に口を閉ざす。

　まごつくミナの頭をぽんぽんとなでりこしておき、俺はフゥーッと息を吐く。

　クラン・クランは１人でも十分楽しめるゲームだと心の底から思う。

　──でも、今。

　隣にミナとアンノウンさんがいて──

　ジョージと出会って錬金術の道が開け──

　夕輝や晃夜と共に戦場を駆け抜けて──

　シズちゃんやゆらちーとゲーム攻略の話で盛り上がって──

　そして姉とリアルで向き合うきっかけができた。

　１人より２人、２人より３人。３人より、もっと──

　みんなと何かを共感する楽しさを知ってしまった今。

　もっと一緒に遊べる仲間を増やしていきたいとも思う。

　きっと彼らも、一緒に冒険できる仲間を探しに来たのかもしれない。

　ならば取るべき手段は一つのみ。

「行こう、ミナ！」

　俺はミナの手を取り、自らの足を一歩、会場へと踏み出した。

「は、はいっ」

　金髪の神官少女は極上の笑みを咲かせ、俺の後に続いた。

　同時に『妖精の舞踏会』の開始を知らせる、陽気な音楽が鳴り響き始めたのだった。
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　ＮＰＣの村人が奏でるアップテンポな曲が流れ、『コムギ村』の舞踏会が始まって15分ぐらいが経った頃。

「タロさんの銀髪はすごく綺麗ね」

　簡素な革かわ鎧よろいを着た女性のソロ傭兵プレイヤー、ユーナさんに俺は褒められていた。彼女は二十代半ばのキャラクリをしており、実年齢もだいたい同じぐらいらしい。

「はらはら、吾わたしも常々思ふなり。その青い燐りん光こうもいとをかし」

　そんなユーナさんに賛同の言葉を重ねるアンノウンさん。二人は俺を挟んで、髪や頭をソッと触ってきたりするので、俺はキョドキョドしてしまう。

　思えば、この姿になってから妙に女性たちに絡まれるようになった。

　男子高校生としては嬉しい半面、刺激が強過ぎたりもしてビクついてしまう。

「あ、あ、ありがとうございます」

　あれから意気込んで傭兵プレイヤーたちの間に入った俺たちだったが、何を話していいのかわからず、ミナと一緒になって口をもにゅもごさせてしまった。そんな俺たちを見て、このユーナさんという人が話しかけてくれたのだ。

　会話が始まったものの、上手く喋しゃべれなかった俺たちをアンノウンさんがさりげなくフォローしてくれ、なぜか俺たちを中心に自然と人々が集まってガヤガヤと歓談するに至った。

「しっかしタロさんは可愛いよなぁ」

「言い寄ってくる男共もいるんじゃないのかい？　この世界は男ばっかりだからな！」

「えと……それは、どうでしょう……？」

　若干、距離が近いように思える男性傭兵プレイヤーたちに曖昧な返事をし、手近にあった野菜料理をつまむ。さっぱりとした野菜の食感を味わいつつ、初対面同士の傭兵プレイヤーと話すのは新鮮だけどけっこう緊張してしまうものなのだと改めて思う。

「ミナヅキちゃんも、可愛いねぇ」

「ロリゴンは近づかないでください」

　そこらの村人ＮＰＣと変わらないすすけた服を着た青年は、俺の横にピットリとくっついているミナにジト目を送られ、胸を手で押さえていた。

「ロ、ロリゴン!?」

　彼の胸に何かが突き刺さったようだ。

「あははっ。トラジさんは目つきが怪しいから仕方ないね」

「全然、怪しくなかったろぉぉお!?」

「じゃあ口調が怪しかったな」

「いやいや、卑しいの間違いだろ？」

「おまえらあああ」

　トラジさんをいじる周りには、穏やかな笑い声が流れる。

　ここにいる傭兵プレイヤーたちは、どうやら最近クラン・クランを始めた初心者ばかりらしい。と言っても、俺だって10日ほど前に始めたので彼らとの差はほぼない。

「それにしても、その妖精さんも可愛いわねー」

「羽からこぼれる鱗りん粉ぷん？　それがキラキラしてて、とても綺麗！」

　女性陣がはしゃぐなか、俺も『うんうん』と同意しておく。

　実は今、俺の傍では一匹の風妖精が盆に乗せられた木の実を口いっぱいに頰ほお張ばっていたりする。

「タロん～～～おいちぃ！」

　風妖精フゥのプニプニとした小さな頰を指で軽くつついてやる。

「ほら、フゥ。口元に食べカスがついてるぞ。あと食べ過ぎて、お腹を壊すなよ～」

　フゥは気持ち良さそうに俺の指に頰ずりをし、注意は完全にスルーでまたもやムシャムシャと他の野菜を取っては口へと運んでいた。

「これぞ妖精の舞踏会ってやつか」

「誰も踊ってはいないけどね」

「音楽と食事、傭兵プレイヤー、それに一匹でも妖精が揃えば、楽しいもんさ」

「そうだなぁ。明日からまた仕事が始まる憂鬱も薄れるし」

「休み明けって、げんなりくるよなぁ……」

「仕事の話はやめてくれー」

「はははっ。まぁ、まだこの世界を楽しむ時間は残ってるさ」

「クラン・クランって隠し要素とか、コンテンツや発見があって飽きないよな」

「妖精たんか～、可愛いなあ」

　妖精を眺めながら、妖精を話の肴さかなにしている傭兵プレイヤーたち。

　ミケランジェロの会場にいた玄人傭兵プレイヤーたちとは違い、彼らにはギラギラした感じはなく、牧歌的な村の光景と相まってほんわかした空気を持っていた。

　だからこそ『【妖精】の舞踏会ってわりには、妖精にお目にかかれるのは危険な都市部だけだしなあ』と残念そうにぼやく彼らを見かねて、この人たちならそんなに騒ぎはしないだろうと、ついスキル『風妖精の友ゆう訊じん』で『フゥ』を呼んでみたのだ。




：風妖精が『野菜スティック・くりぃむチーズ味み噌そ』に満足しました：

：スキル『風妖精の友訊』がLv１→Lv２にアップしました：




　お？

　もしかして、このスキルってフゥに色々な経験をさせるとLvアップしていくのか？

　アシストログによる新しい発見になんとなく思考を持って行かれていた俺だが、聞き捨てならない会話が耳に飛び込んできたので意識を周りに引き戻される。

「今日、やっとLv５になったの……大変だったわ」

　!?

　その発言は、ここで最初に話しかけてくれたユーナさんのものだ。

　俺もLv５なのだけど……。

　ユーナさんの嘆息に耳ざとく反応してしまう理由、それは彼女がクラン・クランを始めてまだ３日目だからで、俺は10日以上プレイしているのに同じレベルだ……。

「モンスターのポップ率がなぁ……ここらのフィールドじゃあ、モンスターの奪い合いだもんな」

「下手にちょっかい出すと、すぐにＰｖＰになりかねないし」

「クラン・クランって魅力的な世界だけど、そこがなんとも難しいよね」

「正直、怖い思いも何度かしたわ……」

　初心者傭兵プレイヤーさんたちの間に、暗い沈黙がのしかかった。

「タロん～！　これもおいちぃ！」

　元気に飛び回るフゥと、村人ＮＰＣが奏でる明るい音色のＢＧＭだけがやけに大きく響く。そんな、なんとも言えない空気を払拭するように、トラジさんが元気良く呼びかけた。

「いい狩り場を知ってるけど、フレになって今度一緒に行ってみるか!?」

「行ってみたいです!!!!」

　思わず即答し、食い気味にその話に割って入ってしまう俺。

「お、おう……天、じゃなかった。タ、タロさんが？　でも、タロさんにはほら、強そうな友達が……いるし」

　チラリとミナやアンノウンさんを窺うトラジさん。

「俺らなんかじゃ、その、力不足じゃないか？」

　トラジさんは何かを遠慮するというか、恐れ多いといった姿勢で、周りに同意を求めるようにキョロキョロとし出す。

　そんな彼の周辺にいた数人の傭兵プレイヤーたちも、なぜか『そうだな』とか頷いている。

「そんなことないですよ……俺もLv５ですし……」

　遠まわしに拒否られたことに、少しショックを受ける。

　マジかー……。

　いい雰囲気だった分、他人でも断られるってけっこう心に来るんだなぁー。

「あの『白銀の天使』ちゃんがLv５!?　てっきりLv10あたりの高レベル傭兵プレイヤーかと……」

「噂の妖精姫フェアリリスが……Lv５!?」

「っちょ、お前、今その呼び名は伏せろって」

「絶対、お忍びだろ。察しろよ」

「じゃなきゃ、こんな質素な所で『妖精の舞踏会』に参加するかよ」

「都会の喧けん騒そうになんとやら、だよ」

「でもLv５って俺たちと変わらなくないか？」

「どっちにしろ、噂の妖精使いの姫さんだろアリャ」

　周りが何かにどよめいたようだけど、俺はトラジさんにお断りをされたのが思った以上に響いていたので、みんなの声を聞き逃してしまう。

「天使ちゃんって何？」

　ユーナさんの質問が耳に入る頃にはようやく、俺の豆腐メンタルもなんとか回復し、会話を聞く余裕も生まれた。

「いや、いやいや、俺たちは何も知らないよ？」

「ミナヅキさんが、タロさんを『天使さま』って呼ぶから、俺らもついな、な？」

「そそそそうだよ。ま、まぁ天使さまって言いたくなる気持ちもわかるけどな？」

　どこか慌てた様子の男性陣に、ちょっとだけ疑問を覚えたものの、無邪気に野菜料理をパクパクと食べるフゥをぼんやりと見ながら考えてしまう。

　トラジさんに断られたのは、やはり主武器が小太刀という貧弱なものだったり、俺が『錬金術スキル』を習得しているからだろう。

　この会場にいる傭兵プレイヤーたちは俺が錬金術スキルを習得していると知っている。というのも傭兵プレイヤーが集まれば、やっぱり最初は『どのスキルが強い～』とか『あのスキルが好き～』という話になっていたので、初めに伝えておいた。

　もちろん『錬金術』スキルの評判はすこぶる悪いので、『え、そんなザコスキルで……大丈夫なのですか？』と身の危険を心配されてしまうぐらいだった。

　くぅ……まさか、ソレがこんなところで仇あだになるとは……。

　でも、俺は錬金術に誇りを持っているし、ここにいるみんなを欺あざむいてまで、レベリングについていって迷惑をかけたいわけでもない。

　ここは大人しくあきらめるか……。

「天使さま？　大丈夫ですか？」

　俺のナーバスな気分にいち早く気付いたミナが、そっと肩に手を置いてくる。

　あぁ、ありがとうミナ。キミの手は温かいよ。

「タロ氏。そんなにレベリングを願ふのであらば、吾わたしもお供いたさむ」

　アンノウンさんも逆の肩に、ポンッと手を置いてくれる。

　うん、俺にはこんなに優しいフレンドがいるんだ。

　この場はソロ色の濃いユーナさんや、その他の傭兵プレイヤーさんたちに譲るが当然だね……。

　トラジさんに、この件に関しては不干渉を貫くという意思表示も踏まえて曖昧な笑顔を送り、ミナたちにコクンと頷いておく。と、気を利かせたつもりが、周囲の女性傭兵プレイヤーたちの視線がなぜか俺たちに集まった。

「えっ！　タロさんたちが行くなら私も参加してみたいなー」

　そんなふうに先陣を切ったのはユーナさん。

「それ、あたしも思った！　タロさんたちと一緒にレベルアップしたいかも」

「トラジさん、なんかむっさいし。一緒に行くなら、極上にかっわゆいタロちゃんよね！」

「タロちゃんにあーんな悲しい顔させてねー？　男なんて放っておきましょー」

　あれれ……どうしてか、俺に群がる女性たち。

「か、こ、コレは、なぜ？」

　押し寄せてくる女性たちの勢いに、彼女いない歴＝年齢の俺はどう対処していいのかわからず、ちょっとパニックになってしまう。

「あ、あ、あのっ」

　実を言えば、さっきからアンノウンさんの胸が、ユーナさんの二の腕が、両肩を刺激し続けているのだ。そこに近寄ってきたお姉さんたちの髪や吐息が、くすぐッた、ふあああ！

　いや、わかっている。ここは仮想空間の中で、造られたキャラクターアバターが、情報キャラが俺に触れているだけなのだと！

　それでもリアルな感触が装備越しに伝わってくるのだ!?

　緊張と興奮が最高潮に達した時、人は混乱するのだと悟った瞬間だった。

「わ！　タロさんが照れてる！」

「可愛いわ」

「ミナちゃんとセットだと、ますますお人形さんみたいよね！」

　そんな風にされるがままになっている俺だが、しばらくするとみんなの注意が逸れた。それは、こことは別種の喧騒が離れたテーブル席から響いたからだ。

「おいおいトワちゃん、俺らがここまで懇切丁寧に教えてやったんだぞ？」

「それなら俺たちの傭ク兵ラ団ンに入るってのが筋だよね？」

　ひどく威圧するようなその声音に、周囲のみんなは顔をしかめた。

　不穏な空気を醸し出す方へ目を向ければ、４人の男性傭兵プレイヤーが一人の女性傭兵プレイヤーに群がり、強引な勧誘行為をしているようだった。

　やけに注目を浴びやすかったのは、男性傭兵プレイヤーら全員がお揃いの見た目で統一された鎧やローブに身を包んでいたからでもある。

　白と赤を基調に、神聖さを醸し出す洗練されたデザインが非常に印象的だ。

「色々と教えてくれたのは感謝してます。でも傭ク兵ラ団ンとか、私はまだ始めたばかりだから……その、もうちょっと考えてみたいなって……」

　そんな集団に震える声で、入団お断りの気持ちを伝える彼女だが。

「始めたばかりだからこそ、傭ク兵ラ団ンに入っておいた方がいいって親切に教えてんの」

「１人じゃ危ないぞー。例えばここで俺らともめて、その後はよくＰＫプレイヤー・キルを狙われたりな？」

「まさかトワちゃん、君はアイテムや装備だけもらって、後はフレンドになってハイさよならってわけじゃないよなあ？」

「えっと……いただいたアイテムや装備はお返しします……」

「おいおい、トワちゃん。お世話になったらその傭ク兵ラ団ンに入る、ここでの常識だよ」

「今後楽しくやっていきたいなら入っておけよ」

　確かに【妖精の舞踏会】の趣旨は傭兵プレイヤー同士の交流も含まれている。だから傭ク兵ラ団ンへの勧誘を行う傭兵プレイヤーだって少なくはないだろう。

　会話から察するにクラン・クランを始めたばかりの女性傭兵プレイヤーに、男性４人が色々と手ほどきをしてここまで来たのだろう。

「えっと……そうとは知らずにごめんなさい。みなさん、とても良くしてくれたので……」

　女性傭兵プレイヤーは、周囲の男性たちから発せられる重圧に折れるように小さく頷いた。ただ、彼女の作り笑顔から察するに本意ではないだろう。

　今まで彼女を見てきた俺にとって、間違いなく偽物の笑みだと断定できる。

「あー……ありゃ傭ク兵ラ団ン【神殿】の奴らだな……」

　渋面になったトラジさんが隣でぽつりと呟く。

「有名な傭ク兵ラ団ンなのですか？」

「けっこう大手の傭ク兵ラ団ンだな。【虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス】と契約してる中では一番でかいんじゃねえの。契約ランクも高いらしいぜ」

　そういえばミナも信徒契約してたっけ。確か教会に祈りを捧げれば、２時間は経験値１％アップのバフがつく恩恵があるだとか。

「人数だけは多いらしい。あとは傭ク兵ラ団ンへの貢献度順に対応した、階級制度なんてのも導入してるって聞くぜ」

「出世は男の誉れねー」

「確かに階級制は、やればやるだけ階級が上がってくわけだから、強さを極めたい奴らにとってはモチベアップに繫がるだろうが……その分、上下関係も厳しいらしい」

「自じ慢まん厨ちゅうとか湧いてそうだなあ……」

「人が多いと、あーいう輩も少なからず出ちまうってやつか」

　口々に傭ク兵ラ団ン【神殿】への批判じみた内容をこぼすけれど、周囲の誰一人として彼らのやり方に面と向かって異を唱える人はいなかった。

　おそらくは大手とのいざこざを避けての自衛手段なのだろう。

　俺も大人しく彼女が傭ク兵ラ団ン【神殿】に入団するのを眺めているのが得策なのだろうけど、そうできない理由があった。

　なぜなら、どうしても彼女の揺れる髪や瞳、可愛らしい顔に目を奪われてしまうから。あれなら周囲の男性傭兵プレイヤーが放っておけないのも頷ける。だけど、彼女の優しさにつけこんで、彼女の意思を封じ込めてまで傭ク兵ラ団ンへ入れようとするなど言語道断だ。

　本当は俺なんかが彼女に近づくなんておこがましくて、ウン告コく白はくをかました時の、驚きょう愕がくに染まった顔は今でも忘れられなくて。

　でも……、それでも、勇気を出せ俺！

　自分で自分を𠮟しっ咤たする。

　何より、好いてやまない女性の表情が暗く落ち込んでゆくのを静観なんてできるはずがなくて。ましてや俺がお勧めした世界で、嫌な思いをさせたくなかった。

　このゲームを紹介した俺にも責任はあるわけで、仲裁に入らないという選択肢はない。




「……あか姉ねえさん！」




　俺は誰よりも大きく声を張り上げて彼女の名を呼ぶ。

　すると陽光に輝く漆黒の髪がサラリと跳ねる。ついで大粒の宝石みたいに綺麗な瞳が見開かれ、形の整った唇が輪を作った。

　まごうことなき美少女が俺の呼びかけに驚愕している。

　だけど正直に言えば、こっちの方が驚きだ。

　まさかこんなにも早くクラン・クランを購入し、始めるとは予想外だった。

「訊じんちゃん！」

　そう、つい最近になって現実リアルでそんな風に呼んでもいいかって聞いてきた彼女が──

　宮みやノの内うち茜ちゃんが必死にこちらへと手を伸ばしてきた。





４話　竜りゅう鳴めい魔法と錬金術士







「おいおい、トワちゃんの他にもものすごく可愛い子がいるじゃねーか」

「しかもあの銀髪を見るに、トワちゃんと同じくリアルモジュールっぽいぞ！」

　俺が茜あかねちゃんの方へと駆け寄れば、【神殿】の傭兵プレイヤーたちは下卑た笑みを浮かべてこちらを物色するような視線を絡めてきた。

　どうやら初心者の茜ちゃんは自分がリアルモジュールであると彼らに伝えてしまっているようだ。男としてそんな話を聞いたら、『現実でもこんなに美少女なのか！』と強引な手段を取ってでもお近づきになりたいと思ってしまうのかもしれない。

「んで、なんだよ。銀髪の子も、団員数２００人超えの大手傭ク兵ラ団ン、俺らの【神殿】に入りたいのか？」

　そんなわけあるか！　と一刀両断したい気持ちを抑えて冷静に言葉を選ぶ。

「いいえ。ただ、この女性の気持ちをないがしろにし、強引な傭ク兵ラ団ン勧誘を行っていたので、そういうのはやめてくれないかと意見しに来ました」

「は？」

　ポカンとする男性陣に対し、俺は茜ちゃんを守るように前へと一歩踏み出す。

　どうにも身長差があって、彼らを見上げる形になってしまうので締まらないけれど、その分ぶつける言葉には力を込めておく。

「あか姉ねえさん、大丈夫だよ。面倒を見てもらった人たちの傭ク兵ラ団ンに入らなきゃいけないとか、この人たちが言う常識はでたらめだから」

「てめえ、横から出てきて何様だよ」

「可愛いからって調子に乗ってるね」

　一触即発な雰囲気に、後ろにいた茜ちゃんが慌てて声をかけてくれる。

「えっと、訊じんちゃん。私なら大丈夫だから……」

「俺の方こそ大丈夫です。このゲームは15歳以下の傭兵プレイヤーへの先制攻撃権が無効になるシステムがあります。だから今、心配なのは、あか姉さんの自由です」

　いくら俺が挑発的な言葉を投げかけようと、彼らが俺に手を出す素振りは見せてこない。きっと彼らは俺の見た目から15歳以下の傭兵プレイヤーだと思い込んでいるから、どう対応すればよいのか決めかねているのだろう。

「ご、ごめんね……クラン・クランを買ったら、ちょっとだけやってみたくなっちゃって。連絡するって言ったのにね……」

「いえ、別に」

「それに……訊ちゃんに甘えてばっかりじゃダメかなって思って、一緒に遊ぶまでに少し予習をしておきたくて。迷惑かけちゃって、ごめん……」

　迷惑をかけたくないという考えがとても茜ちゃんらしい優しさだ。

　彼女はいつでもクラスメイトの気持ちを考えて行動してたりする。

　でもここでは──

「クラン・クランここでは自由にしていいんです。無理して他人の意見や思惑に合わせる必要なんてないんだ」

　何のしがらみもないここでは、のびのびと過ごしてもいいんだと伝えたかった。

　そんな俺の発言になぜか彼女は硬直してしまい、数秒後にはホッと息をついて肩の力を抜いた。

「ありがとう、訊ちゃん」

　どこか閉ざされた牢ろう獄ごくから解放されたかのような、清々しい安あん堵どの笑みだった。

「それと、このゲームは傭ク兵ラ団ンに入らなくたってすごく楽しいですよ」

「左様なり」

「天使さまの仰おっしゃる通りです。わたしたちは傭ク兵ラ団ンに所属してませんから」

　左右から心強い気配を感じる。俺の意見への援護射撃をアンノウンさんとミナがしてくれた。周囲の傭兵プレイヤーたちが【神殿】に及び腰になってるのに、一緒に行動するのが当然だと言わんばかりについて来てくれる二人に感謝する。

　俺含め３人が茜ちゃんを守護するように立ち並べば、相手の顔はさらに険悪になる。

「お前ら、誰に物を言ってるのかわかってるのか？」

「俺は【教会兵インフェトリ】の等級ナンバー、【第二十六神位ツヴェート・ゼクト】ソリッド・ジェノバだぞ。いい加減に──」

　騎士風の重装備傭兵プレイヤーがついに腰の剣へと手を伸ばし、脅すようにして一歩前に出た。腕に相当な自信があるようで、26という発言から２００人いる団員の中で26番目に強いのだろうか？

　それにしても神位とは……大きく出たと感心しつつも、自ら名乗り出た彼の動きに牽けん制せいをかける。

「フゥ！　思いっきり吹いてやって！」

「はいはい～ん！」

　さっきまでテーブルの上で食べ物をパクパクと頰ほお張ばっていた風妖精は、俺の合図に瞬時に反応してくれる。

「音色を弾ひき、風かざ色いろを弾き、敵を弾はじく──【ささめく風の葉ウィンド・カーテン】♪」

　魔法詠唱から発動までのタイムラグはゼロ。つまり、傭兵プレイヤーが魔法を行使するのとは訳が違う、速効性のある妖精の力。

　フゥがもたらした一陣の猛風は躊ちゅう躇ちょなく相手へ衝突する。

　本来であれば飛び道具、特に弓矢の軌道を風に舞う葉のごとく逸らすための防御アビリティであるが、この突風は彼らの動きを阻害するに足る威力を誇っていた。敵は分厚い壁にぶち当たったみたいにたたらを踏み、突如として現れた妖精に驚きょう愕がくの眼差しを向けている。

　どうやら小さなフゥのお食事風景は、みんなの陰になって見えていなかったようだ。

「近づくな」

　俺がひどく低い声音で威圧してやると、26位様は後ずさった。

「それでもなお、俺の警告を無視するのなら──」

　発した言葉のみで世界に強制力を敷く【法ヴ聖ァ言イ語ス：王風竜の咆ほう哮こう】を発動。

「【圧倒】と【恐怖】よわきをくじけ──」

『妖精と舞う夜明け』で披露した時より、各段に短縮した文を発見するのに苦労したが、やはり発動速度が飛躍的に上昇したのを実感する。

「なんだ……これは!?」

「体の自由がッッ、利かない!?」

【圧倒シランス】により静止を２秒間強制された敵傭兵プレイヤーへ、即座に距離を詰める。そして【恐怖ルグロ】に塗りつぶされた彼らは、震える膝を地面に突いて逃げ腰の動作を４秒強制される。

　合計６秒からなる拘束は、俺が接近して小太刀を抜き放つに十分過ぎる時間をくれた。

　26位様は、俺の目の前で卑屈にも身をかがめ跪ひざまずき、まるで断罪を待つ頭こうべを垂れた罪人のごとき恰かっ好こうをさらす。

　もちろん俺は、その無防備な首筋に小太刀をそっと当てる。

「その首、差し出すか？」

「……!?」

　彼への冷え切った表情から一転、茜ちゃんへ不敵な笑みを向ける。

「ほら、こうやって戦うのもこの世界クラン・クランの醍だい醐ご味みです」

　そう伝えると、茜ちゃんは『思いっきり暴れる……楽しいのかも？』と呟つぶやきながら、どこか困ったように微笑む。

　徹底的な威圧に文字通り膝を屈した【神殿】の連中は、法ヴ聖ァ言イ語スの呪縛から解き放たれた途端、急いで距離を取った。

「なんだよ、今のは……」

　さすがに立て続けに自らの動きを制限されれば、否応なく形勢不利と判断するだろう。

「ん、待てよ……妖精と銀髪の美少女……？」

「なあ……上位等級ナンバーの【教会騎士キルヒェ・リッター】の方々が言ってなかったか？　確か最強のＰｖＰ傭ク兵ラ団ン【首狩る酔狂共】と深い繫つながりのある稀け有うな傭兵プレイヤーがいるって」

　不意に相手の口から、俺の姉が団長をしている傭ク兵ラ団ンの名が挙がる。

「あいつ……特徴が酷似してる、ぞ……手出しするなって話じゃなかったか？」

「くそ！　ここは退くぞ！」

「お、お前！　覚えてろよ！　お前らがうちの、傭ク兵ラ団ン【神殿】の団員勧誘を邪魔したって【教会騎士キルヒェ・リッター】に報告してやるからな！」

　そんな捨て台詞を吐き、彼らは慌ただしく『コムギ村』の出口へと駆ける。ちょっと拍子抜け過ぎて啞あ然ぜんと見送る俺たちを残し、すみやかに退場していった。

　茜ちゃんのためならどんな状況でも戦闘する気満々だったから、行き場を失った闘志につい戸惑ってしまう。

「天使さま？」

　そんな俺に耳元で急にポソッとミナが囁ささやいたので、ビックリして振り返る。

「どうして彼女は【訊】ちゃんと呼んだのですか？　それに天使さまも【あか姉さん】って」

「あ、えーっと……」

　ミナヅキは俺のリアルネームが訊じん太た郎ろうだと知ってるからこそ、茜ちゃんがその名を口にしたのに不審感を覚えたのかもしれない。

「誰ですか、あの女ひ性とは」

　なんだかちょっぴりミナヅキの両目が据わっているように見えた。

　もちろん俺の闘志は急激に萎んだ。
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５話　茜あかね色いろの巨人墓地







『期待に応えられなければ、いずれ痛い思いをする』

『社会はお前が考えてるほど甘くはない。弱い者は不当な扱いを受け、搾取され続ける』

『そんな目に遭わないためにも、今のうちにこうやって準備をしてやってるのだ』




　小さな頃からこびりつく様に何度も繰り返された言葉は、ただただ冷たく降り積もる雪のようだった。最初は柔らかいと感じた教ソ育レも、無数に重なり凝固され、今では巨大な壁のように思えてしまう。

　そんなお父さんの重圧プレッシャーが、背中へと叩たたきつけられる痛みは耐えがたくて。それでも声を押し殺し、息苦しさに耐えながらテスト勉強をする日々。

　いつしかお父さんを通して、痛みを強いる『人』が怖いと思うようになった。だってお父さんだけじゃなくて、学校では普通に無視とかいじめとか、険悪なムードで心を削り合ってる『人』がたくさんいて……だから、他人をひどく恐れた私が選んだのは、八方美人。

　誰からも悪く思われないように、如才なく振る舞って付き合っていく。そうすれば無理やりに価値観を押し付けられず、攻撃される危険もない。

「あかねー、もうすぐ彼氏の誕生日なの！　だから今度の日曜日、一緒にプレゼント選び手伝ってくれない？」

「うん、いいよー」

　ニコッと笑って、クラスメイトの美み紀きちゃんにそう答える。

　本当は美紀ちゃんのプレゼント選びなんて興味はなくて、できれば日曜日は一人でゆっくり過ごしたい。でも、家にいたって窮屈だし、外に出られる口実ができたと思えばそれもそれでいいかなって。

「よかったー！　あかねと行けば、ハズレないこと間違いなしっ」

「えー変なの勧めるかもよ？」

　美紀ちゃんはクラスメイトだから。

　私が毎日通う空間、教室にいる存在だから。

「うわー真剣に選んでよ～！　でも、付き合ってくれるのありがと！」

「うーうん、私もちょうど見たいものあったし」

　こうやって友達風に、人ヒ間トに合わせて生きる。

「あかねは何を見に行きたいの？」

「んー？　服とか？」

「えっ！　じゃあ、あたしも一緒に見る！」

「うんうん！」

　誰にでも愛想を振りまいて、自分の好感度を上げておくの。

　そうすれば学校生活では痛みに苦しまず、傷つけられる心配もない。

　明るく、優しく、平等に。

　文化部の子とも、運動部の子とも、地味な子たちとも、派手な子たちとも。そういう人付き合いをすれば、私の視界の範囲内では不当な扱いを受ける人は消えてなくなる。

　そして私の小さな自己満足には、注意点が一つ。

　それは男子には、あまりしちゃダメってこと。

　良くするのはなるべく女の子だけ。じゃないと、余計な敵を作っちゃうから。

『茜あかねは可愛いからねー』

『男子に人気だよねー』

『そんなに男に気に入られたいの？』

　主に女子たちからの敵視。それが中学生の時に学んだこと。

　こうして外面は明るく装って、実はビクビクとしながら高校生活を過ごすのが私。今日も不自然な優しさを纏まとって、偽りの自分を演じて、一日が終わる。

　我慢と気遣いで、自分の安寧を守る。

　保身の学校生活。そんな牢ろう獄ごくじみた感想しか持てない学校生活に……。

　一人だけ、例外的な気持ちを抱かせてくれる男の子がいるの。

　それは、仏ふつ訊じん太た郎ろうくん。

　彼はわかりやすく、真っすぐに、一生懸命に私に接して来てくれる。

　私を『気遣い上手』なんて、クラスメイトたちは褒めてくれるけど、その実噓うそで塗り固めてるだけ。そんな私と違って、訊太郎くんは純粋に私だけを求めて行動してる。

　その、なりふりの構わなさに惹ひかれて……いつもは出さない、セーブしてるはずの自分の本音とか、どんどん彼の前では引き出されていっちゃう。

　本当はバカみたいな会話をして気を紛らわしたいし、心から笑いたい。

　そんな時、彼は進んで道化を演じては寒いボケとかして、ツッコミ待ちをしてくる。もう耐えられなくて、笑ってしまう。

　才色兼備、なんて言われてる私だけど実は英語が少し苦手で、訊太郎くんも英語には弱くて、一緒に宿題の答え合わせをするようになって……私が教える箇所が多いけど、人に教えるって自分も良くわかってない所を相手に理解してもらえるよう言葉を選んで、頭の中で整理して、ソレがいつの間にか文法の理解を深めるのに繫つながってたりして。

　おかげで成績は右肩上がりです。

　ありがとう、訊太郎くん。

『好きなタイプどんなの？』って男子に聞かれる時、耳をそばだてているのは男子よりも女子。私がなんて言うか聞き取ろうとしてるんだと思う。ソレは自分の好きな人が該当してないかとか、横恋慕されるんじゃないかって警戒してるのかも。

　だから無難に性格が合えばとか、見た目は特にないって……誰にでも当てはまるようで当てはまらないような受け答えをしてた。

　でも、訊太郎くんの前では好みを素直に言ってしまった。

　髪型は短髪がいいなって。

「うっわー！　あの地味男くん、ぜーったい茜に気があるよ」

「朝あさ比ひ奈なくんとか日ひ暮ぐれくんだったら、まだしもー……あの地味男くんじゃねー、茜も困っちゃうよねー」

　全然、困らない。

　どうして、そんな酷いこと言えるの？

　って、ノドまで出かかった言葉をなんとか吞のみ込んで、私は頑張って笑顔を作る。

「うーん？　そっかなー。私なんかに気があるなんて思えないけど」

「茜はにっぶいねー」

　別に鈍くはないよ。

　貴女が、『茜と一緒にいた方が男子受けがいいから、このグループにいる』ってことを、隣で楽しそうに『私たち親友だよね』って言い合ってる由ゆ香かから聞いてるよ。

　それをわかった上で、仲良しなフリをしてるのだから。

　疲れる。

　疲れた。

　沁しみついた暗い陰りは徐々に身体を蝕むしばみ、心まで重くさせる。学校では仮面の友達ごっこ。家ではお父さんの言いつけに縛られる。

　特に夏休みに入って家にいる時間が多くなった私は、余計に『逃げ出したい』って気持ちが抑えられなくなっちゃって……そんな時、彼女のことを思い出した。

　今話題の【妖精郷フェアリムの親善大使】って騒がれてる子は、妙なことに訊太郎くんと同姓同名の絶世の美少女。

　一度見たら絶対に忘れない、月光のように輝く銀髪。

　同じ女子として、同じ土俵に立とうとすら思えない、愛らし過ぎる容姿。

　偶然にも遭遇した彼女を市役所まで案内した時、『今は色々と逃げたくて……』と確かに言っていた。

　どこか浮き世離れした彼女の存在は、吹けば消え入りそうな儚はかない印象で……ああ、人形みたいに綺き麗れいなこの子でも、何かを抱えて生きてるんだ。

　そうとわかって少しだけホッとした。

　別に私だけじゃないし、むしろ私が抱く痛みなんて極々平凡なもので、日本中の期待が集まる彼女の立場からすればすごく小さなものだって。

　でも、それなら『逃げたくなったらどうしてるの？』という疑問が浮かぶ。

　だから私は彼女に連絡をしてみたの。

　自分の逃げ場所を探すために、少しでも楽にいられる時間を過ごすために。

　そうして彼女、訊じんちゃんに教わった世界は、とてもここがゲームだなんて思えないぐらい町は活気づいていて。道行く人たちは、誰もが意気揚々と個性に溢あふれてた。

　金髪が綺麗な女性、すごく顔の造形が整った男性、真っ赤に燃え立つ赤髪を逆立てたゴツゴツの人を見て、現実と同じ見た目でいいやと適当にキャラクリしちゃったのを後悔。

　でもキャラ名はちゃんとお気に入り。

　ここでの私の名前はトワ。私は私の名前と同じ茜色の夕日が好きで、英語にするとトワイライトだから、短めに呼びやすく永ト遠ワってキャラ名にした。

　新しい自分にわくわくして、初めて見る景色に圧倒され、自然と心が躍ってしまった。

「まさかトワちゃん、君はアイテムや装備だけもらって、後はフレンドになってハイさよならってわけじゃないよなあ？」

　だけど、やっぱり私はゲームここでも上手くできないみたい。

　さっきまですごく親切だった人たちは、その人たちのチーム？に私が入るのはもう少し慣れてから決めたいってやんわり断ったら、高圧的な態度に急変してしまった。

「えっと……いただいたアイテムや装備はお返しします……」

　もらったアイテムもすごくありがたかったし、装備もちょっぴり可愛くてお気に入りになって、色々と教えてもらって、レベル上げも一緒にしてくれたけど……。

　何かをもらっちゃダメだったんだ。

　急いで装備やアイテムをトレードで返していけば、納得してくれるかな。

　そんな淡い期待を込めて提案してみると……。

「おいおい、トワちゃん。お世話になったらその傭ク兵ラ団ンに入る、ここでの常識だよ」

「今後楽しくやっていきたいなら入っておけよ」

　ますます威圧的になっていく４人の傭兵プレイヤーさんに、怖くなってしまう。

　何かを強要しようとする表情はよく見るもので、いつもぶつけられる痛みをつい思い出し、自然と身体が強こわ張ばる。

　そうだ。

　嫌な思いをする前に、これ以上痛い思いをする前に──

　他人に合わせて、他人の望み通りに振る舞って、言うことを聞く方がよい。

　あきらめて、その傭ク兵ラ団ンに入ります、と言おうとして──

「あか姉ねえさん！」

　私の心を押し潰そうとする大きな壁そのものを切り裂くような、凜りんとした声が響く。

　聞き覚えのある澄み切った音の方へ目を向ければ、そこにはこの世界ゲームを紹介してくれた彼女がいた。

「訊ちゃん！」

　どうしてかはわからないけれど、私はとっさに助けを求めるみたいに手を伸ばしてしまう。あんな小さな子にしかすがることのできない自分に惨めさを覚えながらも、彼女の顔を見た途端に求めてしまった。

　訊ちゃんの眉間は小さなしわが寄っていて、射い貫ぬくように冷たい視線はすっごく敵意に満ちていて。いつもいつも怒りの表情を見る時は、怯おびえてるばかりの私だったけど。

　訊ちゃんの怒った顔は、とても頼もしく思えて安心できて……どうしてかなって疑問の答えはすぐにわかった。

　私のために怒ってくれているから、あんなにも温かく感じられるんだって。

「クラン・クランここでは自由にしていいんです。無理して他人の意見や思惑に合わせる必要なんてないんだ」

　堂々とそんな風に言える訊ちゃんがひどく眩まぶしく見える。

　同時に、ここでなら私は誰の目も気にする必要なく、自由にしてもいいんだって言ってもらえたようでとっても嬉うれしくなってしまう。

　彼女は自分よりも大きな男の人たちを簡単に圧倒して、瞬きする間に相手の首筋へ優雅に刀を添えてみせた。

「ほら、こうやって戦うのもこの世界クラン・クランの醍だい醐ご味みです」

　陽光を浴びて豪ごう奢しゃな銀髪が波打てば、夜空に燦さん然ぜんと輝く月のように綺麗で……そんな訊ちゃんの姿はすごく絵になってて、かっこいいなって感動してしまう。

　私もあんな風に嫌だって気持ちをきちんと言えたら、自分の心の赴くままに行動できたらいいのに。どんな理不尽に対しても、たとえ暴れてでも自分の意思を貫けたら──

「思いっきり暴れる……楽しいのかも？」

　不意に口からこぼれた言葉が自分自身の願望だと知ってビックリする。

　ちょっとした本心に気付かせてくれた訊ちゃんには感謝と同時に、羨ましいって感情も芽生えてしまう。

　あんなに小さいのに……心が強いんだなあ……。

「えっと、あか姉さんとは、現実でもお世話になる機会があって……お、お互いリアルモジュールだからすぐにわかったっていうか……」

　助けてもらったお礼を伝えたら、訊ちゃんは気もそぞろに隣のお友達らしき金髪の女の子に私を紹介してくれた。

「ふーん、なんだか天使さまの態度が怪しいのです」

「ええーっと、だからその、ミナが警戒する必要は全くなくて、だから、な？」

　男の人たちを追いやった訊ちゃんのさっきまでの威厳はどっかに行っちゃって、それが逆に可愛らしいと思えてしまう。それに私をジーッと見つめる金髪ちゃんも、小さな身体に神官服をすっぽりと着ているのがとても癒やされる。

　なんでだろう、守ってもらったのに……無性にぎゅーっとしてみたくなる二人だ。

　これが保護欲を刺激されるっていうのかな？

「タロ氏うじの知己なりか。はれはれ、吾わたしはアンノウンと申します。以後よしなに」

　そして二人の保護者然とした雰囲気を纏った女性が、はんなりと丁寧に頭を下げて挨拶してくれる。

　平安時代のお姫さま？みたいな恰かっ好こうで、艶やかに流された黒髪の上には烏え帽ぼ子しが乗っていて、妙に和装の麗人スタイルがしっくりくる女性でした。

「さっきは訊ちゃんと一緒に私をかばってくれて、ありがとうございます！」

　私が２人にしっかりとお礼を述べると金髪神官ちゃんもペコリと挨拶を返してくれる。

「わたしはミナヅキです。天使さまとはすっごく仲が良いのです」

　でも、彼女の態度はちょこっとだけ固い。その理由は明白で、妙に訊ちゃんを意識するミナヅキちゃんの様子に微笑ましくなってしまう。

　小学校３～４年生ぐらいなら、仲良しのお友達の一番でありたいって独占欲が芽生えてしまうよね。私にも覚えがあるし、嫉妬しそうになる時もあるもんね？

「ミナヅキちゃんは、訊ちゃんが大好きなんだね」

　つい、よしよしと彼女の頭を優しくなでてしまう。すると、ミナヅキちゃんはあわあわと口を動かして視線を泳がせてしまった。さらに頰を朱に染めて困ったような笑顔を浮かべるので、あらら、やっちゃったーと後悔。

　てっきり訊ちゃんとミナヅキちゃんの距離感から二人は親友同士みたいなものかと思っていたけど、どうやら訊ちゃん本人を前にストレートに言い過ぎちゃったみたい。

　なんて訊ちゃんの方をチラリと見れば、彼女もまた耳まで真っ赤に染まっていた。

　そんな照れ屋さんな二人がますます可愛らしく思えてしまう。

　私の思わぬ行動にすっかり動揺しちゃったのか、しばらく二人の少女たちは互いを見ては、もにょもにょと口元をわずかに動かすだけで。私も私でどうフォローすればいいのか、果たしてさらに墓穴を掘ってしまわないかと悩んでしまう。

　そんな全員が焦っているけれど、妙にほんわかする空気に、助けの手を差し伸べてくれたのはアンノウンさんでした。

「はらはら、自己紹介も終へたなり。然しからば、タロ氏の願ひを叶かなへるためにレベル上げに行かむ。此この頃、宵闇が訪れむ」

　彼女の意見に二人がコクコクと何度も頷うなずく様子がとても可愛らしくて、私も倣ならって頷いてみせた。

　そうして４人で向かったのは、何の変哲もない荒野。

　だけれど……そこには秘密があって、私はとってもビックリしてしまった。

「うわあー！　すごい、すごいよタロちゃん！」

　改めて自己紹介をし終えた私たちは、互いにゲームキャラでの呼び方に変えておく。

「うんうん。やっぱりトワさんも感動しましたか。俺も初めて見た時は同じでした」

　目の前で刻一刻と様変わりする風景に感嘆の吐息を漏らしてしまう。

　だって、ただうら寂しいだけの荒野が、夕日が沈むにつれて全く違う景色になろうとしてるから。

　沈みゆく太陽に照らされて、朱に染まった大地に透明な何かが出現したの。それは最初、薄い煙みたいにぼやけた輪郭だったけど、今はその形がはっきりと墓地だってわかる。

　お墓って不気味って思っちゃうのに、茜色に透きとおる墓地なんて幻想的過ぎだよ。

「綺麗だなあ……すごい新感覚……」

「ここは夜しか現れない特殊フィールド、『浅き夢見し墓場』って言います」

　訊ちゃんの説明に私のワクワクはいっそう高まっていく。

　フィールドそのものはお化けが出てきそうな雰囲気だったけど、訊ちゃんたちのおかげですっかりピクニックにきた気分。

「アンノウンさん。『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』はですね、この写真から抽出するのです。こうやってスケルトンを撮っておけば、魂の色をゲットです」

「はらはら。げに素晴らしきかな。されど彼かの色はタロ氏の専売特許なりか」

　訊ちゃんがさまよう骸骨をカメラでしきりに撮ってる姿はまさに遠足中の少女みたい。

「写真は情報収集にも役立ちます。あとは、スケルトンからドロップする『白い骨』は栄養剤としての素材になることはわかったかな。それと前回来た時に言ったかもですが、ここのスケルトンたちは巨人族の奴隷だったそうですよ」

　しかもタロちゃんの持つ写真を、アンノウンさんが一緒になって興味深そうに観察してるものだから、おかしさがちょこっとこみあげてしまう。

「はらはら、貴重な情報に感謝しんす。今後もうちに色卸おろしを願ふなり。謝礼にこれを受け取りたまへ」

「ほう……アンノウンさん、おぬしも悪よのぉ……クックック」

「タロ氏には敵かなはなんだ。今後もうちを御ご贔ひい屓きによろしゅう」

　そんな話題の中心となっている『スケルトン』、墓標の陰から襲い来るモンスターを私たちは倒している。白骨が動くのは迫力があったけど、鈍い動作だったから簡単に攻撃を当てられてけっこう楽しく倒せる。

「えいっ！」

　私の武器であるムチを振るって骸骨の首を狙えば、しゅるしゅると蛇が巻き付くように相手を捉える。そのままの勢いで左へ大きく振りかぶれば、スケルトンはバランスを崩して転倒。そこへミナヅキちゃんのメイスや、訊ちゃんの小太刀がとどめを刺してくれる。

　アンノウンさんは薙なぎ刀なたを片手に周囲へ注意を巡らし、私たちの様子も窺うかがってくれる。

　多分Lvの低い私のためかな？　私の戦う機会を奪わないように気を遣いながら、安全確保に目を光らせてくれてるのかも。

　私たちのパーティーの力量は一目瞭然だもんね……。





アンノウン　Lv12　ＨＰ２４５／２５０

ミナヅキ　　Lv９　ＨＰ１２０／１３０

タロ　　　　Lv５　ＨＰ70／70

トワ　　　　Lv２　ＨＰ50／50






　私も早くみんなの力になりたいから、たくさんのスケルトンを倒すんだ！

　そんな私の内心を知ってか知らずか、美少女たちが無邪気な笑顔で寄って来てくれる。

「ムチって範囲がすごく広いですね。しかも、トワさんは使い方が様になってる！」

「ダメージは高くはありませんが、確かに便利なのです」

　訊ちゃんとミナヅキちゃんの褒め言葉に、私はちょっと複雑な気持ちになりながら笑みを浮かべておく。

「トワさんは『ムチ』スキルを上げる予定ですか？」

　何気ない訊ちゃんの質問に、手元のムチを眺める。そして私はなるべく表情が暗くならないように答えた。

「私にとっては、この武器が一番怖い……と思うから」

「怖い、ですか……盾を装備するってことは盾スキルも鍛えるのですか？」

　右手にはムチを、左手には円形の木盾を、これが私の選んだ標準装備。

「痛いのは怖いから……Lv２に上がった時もステータスポイントを防御にたくさん振っちゃった」

「トワさん、クラン・クランは衝撃こそあっても痛みはないですよ」

「でも、なるほどです。防御力が高めで、かつ広い間合いを持ちながらも相手の動きを阻害する、とても戦略的な戦闘スタイルなのです」

　ミナヅキちゃんの説明に、自分の選択がけっこう有効なものだったのだと初めて気付き、ほんの少しだけ嬉しくなる。

「タロちゃんはどんなスキルを上げてるの？　片手剣とか？」

「いえ！　俺は錬金術スキルを上げてます！」

　んん……訊ちゃんが元気いっぱいに宣言したスキル名は、さっきの男性傭兵プレイヤーさんたちから絶対に選んじゃいけないって教えられたスキルの一つだったような気がする……。

　もしかしてあのアドバイスも噓だったのかな。

「えっと、実は他の傭兵プレイヤーさんたちに『錬金術』スキルと『お布団』スキル、『猫飯』スキルや『足ツボおじさん』スキルだけは習得するなって言われたんだけど……」

「あー……確かに錬金術はけっこう馬鹿にされます」

「でもさっきの、男の人たちの動きを止めたアビリティはすごかったよ！　それに妖精さんだって」

「実はさっきのアビリティ、しばらくは使えないです。クールタイムってやつが１時間もあって……妖精の召喚も俺にとってはだいぶＭＰを持って行かれるから、ここぞって時のために温存しないとで」

　確かにあの１回だけの威嚇で終わって、その後の戦いで訊ちゃんが攻撃的なアビリティを持ってないならだいぶ苦戦するかも。それこそ普通に武器スキル持ちの傭兵プレイヤーに迫られたら負けちゃいそう。

「そっかあ……色々と大変なんだね」

「錬金術はゴミスキルなんて呼ばれてますね……」

「ゴミって……ひどい扱いだね……」

「でも錬金術はすごく楽しいですよ」

　はっきりと言い切った訊ちゃんは、屈託ない笑みを咲かせる。

　人の目ばかりを気にして生きてきた私とは大違いで、訊ちゃんはやっぱり太陽みたいに眩しい。

「……タロちゃんはすごいね」

「えっ。急にどうしたのですか」

　もぞもぞと照れ始める訊ちゃんに、私は続けて本音を吐き出そうとする。

「そんなスキルで────」

「タロ氏、ミナ氏、トワ氏！　『黄ウ泉ォへーとル誘・うア迷ビ宮ス』来たり！」

　だけどアンノウンさんの鋭く響いた警告によって、私の質問はかき消えてしまう。

　訊ちゃんとミナヅキちゃんはすぐに周囲に視線を飛ばし、さっきのほんわかした空気とはあまりにもかけ離れた態度で武器をかまえた。

「なに、これ……」

　驚くのも当然だと思う。

　だって、まばらに立っていたお墓が突然、波みたいにうねって迫って来たから。まるで私たちが渦うずの中心になったみたいにお墓は積み重なり、みるみるうちに大きな壁のようにせり立った。

「ランダム要素、『傭兵喰らいの渦グラトニー・ダンジョン』なり」

「聞いたことがあります。特定のフィールドでは稀まれにダンジョンが発生し、そこに閉じ込められると」

　アンノウンさんの呟つぶやきをミナヅキちゃんが補足してくれる。

「つまり限定素材や、すごいレア素材が手に入りやすい!?」

　二人がすごく警戒してるのに、訊ちゃんだけは表情が輝いてる。

　巨大な墓石が大量にひしめき合った迷宮に入っちゃったってことかな……？

「みな、構へるなり」

　先頭に立つアンノウンさんが薙刀の刃先を前方で揺らしながら、後陣の私たちを先導してくれる。

　一気に緊張感が高まって心臓がちょっとドキドキしちゃう。

　落ち着け、私。訊ちゃんやミナヅキちゃんみたいな小さな子たちも動揺してないんだから。高校生の私が取り乱したら、余計に混乱させちゃう。

「うーん、墓石の先が見えないな……」

　訊ちゃんの呟き通り石のサイズが大き過ぎて、墓標の向こう側を窺うのは難しそう。

「迷路みたいです」

「ここからが本番なり……」

　左に折れる曲がり角の前で、ピタッと進むのをやめたアンノウンさんは顔だけ奥へと出して言う。

「あちらを見るなり」

　私たち３人は、アンノウンさんと同じように顔を覗のぞかせる。すると私たちが曲がって進む予定の場所には、フラフラと当てもなくうろつく骸骨が１体いた。

　まるで酔っぱらいみたい。

　そんな足元もおぼつかない様子だから恐怖は抱かない、かというとソレは違った。

　だってさっき襲ってきた骸骨たちとは比べようもないほどに巨体だったから。

　３メートルはないにしても２メートル以上は余裕であるよね……あんなに大きい人を見るのは初めてかな……。

「ここが巨人墓場の忘れ形見と言はれる所以ゆえん。あれは『さエまルよ・うワ骸イ骨ト』。動きも鈍のろく、敵感知も鈍にぶく傭兵プレイヤーに気付きにくき者。然されど、あの見み目め通り攻撃力はいと高し……」

「手強そうですね……」

「勝てるのですか？」

　訊ちゃんとミナヅキちゃんが不安そうに尋ね、アンノウンさんは静かに首を横に振る。

「消耗戦は避けるが吉。むやみに仕掛けず、迷宮の主あるじを探すなり」

「迷宮の主？」

「きゃつを屠ほふらば解放されむ」

「なるほど……」

　どうやら、迷宮の主を倒せば元のフィールドに戻れるってわけね。

「はらはら……噂をすれば影がさすなり。さっそく見つくるか」

　なぜか上を見上げるアンノウンさん。

　私たちも釣られて、視線を持ちあげてみると──

　そこには『さエまルよ・うワ骸イ骨ト』よりもっと巨大な骸骨が、暗闇を宿した頭ず蓋がいの双そう眸ぼうでこちらを見下ろしていた。

　その空っぽな眼がん窩かは背後の月明かりを伴っていっそう不気味な影が差し、２メートル弱の墓石を悠々と超える巨体に思わず喉がコクッと鳴ってしまう。

　４メートル超えの骸骨は近くの墓標に手をつき、墓石の壁を乗り越えて来ちゃった。

　ずしり、と右足がこちらのエリアへと踏み込まれ、私たちの身体まで振動しちゃう。

「避さけよっ」

　アンノウンさんの警告で間一髪、巨人骸骨が振り下ろした掌てのひらは空を切り、地面へと叩きつけられた。

　乾いた墓地に土煙が舞って、周りがよく見えない。

　すぐ傍で大きな影が揺れ動き、それは緩慢な動きだけど圧迫感がすごくて。

「『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』！」

　アンノウンさんはかわすのがギリギリだったみたい……。

　片膝をつきつつも、それでもモンスター名を私たちに伝えてくれる。

「この墓石でできた壁を乗り越えて執しつ拗ように追ってくるつまらぬ骸むくろ。壁を無視しての追尾は趣おもむきなきかな」

「正面衝突しかないってことですか？」

「はれはれ……逃げてる間に他のワイトたちとエンカウントしたらそれこそ終はり」

　覚悟を決めたようにアンノウンさんは薙刀を横に振るい、私たちの前に立つ。

　この場であんな強そうなのと渡り合えるのはアンノウンさんしかいないと思う。さすがだなって感動してると、まさかの美少女たちもキリッと表情を引き締めて私の前に立った。

「よーし！　錬金術の見せどころだ！」

「天使さま。死なないでくださいね」

「ミナが詠唱する時間ぐらいは稼いでみせるさ」

「だから、死なないでくださいね。お返事は？」

「は、はーい！」

　あんなのにかないっこないって、誰もが一目でわかるのに……どうして？

　しかも訊ちゃんは、ゴミって言われる弱いスキルを一番上げちゃってるはずなのに。

「まずは、３人の武器にこれを塗りたくります！」

『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』が次の動きを見せる前に、訊ちゃんは毛筆？を取り出して、私のムチやミナヅキちゃんのメイス、アンノウンさんの薙刀に黒い何かをぺちゃりと塗った。

「よいしょっよいしょっ、よいしょー！　これで骸骨系への攻撃力アップ完了です！」




：『壊れかけ人形の黒色ブローク・ドール・ブラック』の効果により３分間【特性：打撃属性＋１００】ボーナス【ステータス：力＋30】が付与されました：




　ログを確かめていたら、アンノウンさんが真っ先に『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』へと駆け出してた。それに気付いて私も慌てて走り出す。

「祖そは緑の大地の同胞はらから、其そは怒り砕く足跡、共に原初の歩みを踏み抜かん……」

　ミナヅキちゃんが呪文の詠唱に入ると同時に、アンノウンさんの薙刀が唸うなりを上げた。

「『残刀・十六夜いざよい』！」

　漆黒に染まった刀身が、ものすごいスピードで何度も何度も振るわれる。まるで薙刀が何本もあるように見えて、少なくとも10連撃以上の猛攻が敵の巨きょ軀くを揺るがした。

　アンノウンさんの凜り々りしい姿がすご過ぎて、あれ？　だけど彼女はアビリティを発動してからすぐに立ち尽くしていて、もしかして技の反動で動けない……？

　だったら……危ない!?

「こっちだ、おっきいの！」

　すんでのところで相手の大きな掌はアンノウンさんを押し潰さなかった。

　なぜなら訊ちゃんが果敢に敵の懐ふところに入って翻弄してくれたから。

　大きな足元に転がり込んで小太刀で切り付けて、ダッシュで離脱する訊ちゃんは命知らずに見えてハラハラしてしまう。

　小さなあの子を叩き潰そうと手足で地面に陥没を生み出す『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の攻撃を見ていられず、私も手に持ったムチを振るう。

　運よく相手の左足に絡まったムチを絶対に離さないように、全力で引っ張る。きっと本来だったら相手の力に負けて、手からムチがすっぽ抜けちゃってたのかもだけど、今なら【ステータス：力】がアップしてるもんね。

　どうにか狙い通り、相手の動きをほんの少しだけ鈍らせることができた。

「ありがとっ、トワさん！」

　訊ちゃんにお礼を言われて、私だってやられるだけじゃないって実感できる。

　これからレベルアップして、もっと【ステータス：力】を上げれば大きな骸骨だってひっくり返すのもできるかも？

　なんてワクワクしてたけど、そんな場合じゃない。ムチがものすごい勢いで引き寄せられて思わず転んでしまった。私は『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の動きにそのまま引きずられ、地面を無理やり滑らされてしまう。

「ミナ、頼む！」

「はい！　天使さまっ！　『大地の三ツ星ロック・シューター』」

　見上げればすぐ目の前に、巨大な骸骨。だけど訊ちゃんの合図の後、ミナヅキちゃんの魔法が墓標の壁を削って３つの大きな塊を創り、それらは弾丸みたいに巨体へとぶつかりたくさんの亀裂を走らせた。

　無防備になっていた私を助けるには十分で、急いで腕を振るっては絡まったムチを『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の足から外す時間をもらえる。

「アンノウンさん、ほんの少しでいいのでアイツを封じてください！」

「任しなんし──『巴ともえ・祓はらえ阿あ弥や』」

　訊ちゃんに請われたアンノウンさんは武器だけでなく、全身まで淡い白のオーラに包まれた。そして、巨大な邪悪を祓うみたいにその白き刃は、『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の右腕に振り祓われた。

　刃と腕が激突した瞬間、シャンッと乾いた音と共に眩まばゆい白光が発生する。

　そして私の目の前では、質量的にありえない現象が起きた。

　敵より遥はるかに小さなアンノウンさんの攻撃が重く響いてて、巨大な敵は切られた腕を起点に弾かれるように仰のけ反ぞってるの。

『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の頭上に浮かぶＨＰバーが減っていないから、きっとアンデッド属性の怖そうなモンスターをノックバックするはじき飛ばすアビリティなのかも？

　さらにアンノウンさんは敵を近づけないように、１回、２回と薙刀をひらめかせては敵を大きく弾はじく。

「タロ氏！　長くはもたぬなり！」

　アンノウンさんが訊ちゃんに警告を発した時、それは私の目に焼き付いた。

　訊ちゃんが透き通った桜色の横笛を口元に添え、音色を奏で始めていたのだった。

　巨人たちの墓所で、銀麗の姫君が月光の下もと、魔ま笛てきを吹く。それはまるで御お伽とぎの国にでも出てきそうな光景で──

　その音色は──月と銀。




：戦せん慄りつの調べ【月夜の晩に】が発動しました：

：【魔法防御デバフ無効化５分】天候・月夜ボーナス【初撃クリティカル確定】【ＭＰ＋40・魔力＋１００】が付与されました：




　ログが流れた瞬間、敵は危険を察知したのかアンノウンさん目掛けて大きな拳をロケットみたいに振りかぶる。だけどアンノウンさんは反応できなくて──

　訊ちゃんは離れた場所にいて、ミナヅキちゃんは次の詠唱に集中してて──

　だから、今、動けるのは私だけ。

　そんな直感が脳裏をかすめれば、私はアンノウンさんをぺしゃんこにしようとする腕を狙って、ムチを全力で振るった。確かな手ごたえを感じ、すぐに背負い投げのスタイルで引っ張れば──

「……よかったあ」

　アンノウンさんの身体すれすれで、『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の拳は通過していた。

　だけど大きな頭蓋はなぜか私に向けられていて、次の瞬間、私のＨＰが激減した。同時に土煙が舞い、ようやく自分がもう片方の腕で叩かれたのだと気付いた。

　幸い、かすっただけ。けれど、残りのＨＰはたったの２。

　自分的によく頑張ったなあと思い、目の前に迫った巨体を見つめる。ほの暗い眼窩は完全に私をターゲットにしていて、この近距離でちょっとでも叩かれたら避けられそうもない。

　抵抗しようってあがいただけでも、私にとってはよくやった方だ。

　ちょっと心配なのは３人のお荷物にならなかったかどうか。どうか足手まといだったなって思われませんように。

　こんな時ですら、他人の顔色を窺っちゃう自分が少しだけ嫌になる。でもそれも、もうすぐ終わる。

　まるで空から天井が落ちてくるみたいに敵の攻撃が振り下ろされた。

　頑張って跳躍したけど、相手の攻撃範囲が広過ぎて逃げきれないってわかる。そんな風にあきらめた私の意識を、沼底から救い出すように凜とした声が響いた。

「フゥ！　俺を飛ばして！」

　差し迫る『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の掌の脅威の向こうには、妖精さんに背中から吹き飛ばされる訊ちゃんの姿が目に入った。

　すごく不恰好だけど、ビュンッと音が鳴るぐらいの猛スピードで私の方に向かってる。そして私の視界いっぱいに銀色が波打ち、いつの間にかその輝きが広がってゆく。

　なびく銀髪を流し、とても澄んだ蒼あおい瞳で優しく微笑む女の子。

「トワさん、すごいね。初めてのボス戦なのに上手だ──」

　男の子みたいに笑う彼女に、ついドキリと心臓が高鳴ってしまう。

　そして彼女は小さなその身体で私を抱き留め、勢いのままに敵の攻撃を回避してみせた。

「きゃっ!?」

　まるで王子さまみたいに私を抱っこする腕はプルプルと震えてたけど、それでもすごく頼もしいと感じてしまう。

「だいじょぶ、だいじょぶ。ほいっと、『大地に眠る緑湖水グリンダ・プラネット』」

　彼女が片手で大きな瓶を取り出し、それを逆さまにして中身をドボドボとこぼしていけば、一瞬にして地面には深緑色に煌きらめく池が広がった。それはまるで、足元に宇宙が生まれたみたいに綺麗で、瞬く間にミナヅキさんやアンノウンさんがいる場所にまで流れ着く。

「ふうー。これで全員のＨＰは回復したかな」

「なんだかとっても綺麗……」

「あはは。一応これってモンスターにとっては毒沼だったりします。『翠玉エメラルドの涙』ってポーションと、竜血の呪いが込められた『大ガ地イにア染ーみスつ・くブ土ラ気ウ色ン』って素材で作ったので、ほら、あいつの動きが鈍くなったでしょう？」

　見れば確かに敵はうなだれながら、さっきよりも緩慢な動きになっていた。

「相手のＨＰが削れてれば削れてるほど、デバフが発動しやすいって効果付き！　昏睡スリープは無効レジストだったけど、重圧グラブは効いたみたい」

　そして隙ありと言わんばかりに、アンノウンさんとミナヅキさんが猛攻撃を仕掛け始めて、クリティカル確定バフのおかげもあって『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』のＨＰはガクンと減っていく。

「すごいな、あの二人の攻撃は」

　訊ちゃんは二人の迫力満点な攻撃を眺めながら、獰どう猛もうな笑みを浮かべていた。

　すごいのは……訊ちゃんだよ。

　アンノウンさんの薙刀さばきは圧倒的で、ミナヅキちゃんの魔法はとっても力になって。

　錬金術スキルを選んだ訊ちゃんも、馬鹿にされてるはずなのに、ものすごくかっこよくて。

　どうしてこんな風に笑えるんだろう？

　私だったら、ミナヅキさんやアンノウンさんに『使えない』とか『役立たず』って思われるのが怖くて、こんなに堂々と戦えない。

　どうして？　と疑問は深まるばかりで、彼女の心情が理解できない。

　だから戦いの最中でも、さっき訊ちゃんに言いそびれてしまった疑問を口にしてしまう。

「タロちゃんは……人から蔑まれるようなスキルを選んじゃったのに……すごく堂々として、強い」

「あははは」

「タロちゃんは、他人の目が気になったりはしないの？」

　きっと彼女は誰がどう思おうと、自分の信じる道を迷いなく進むんだろうなって。

　私の質問の答えは、今までの彼女の在り方から簡単に予測できた。

「すごく……俺、すごく気にしちゃいます」

　だから、彼女がほんの少しの影を滲にじませながらこぼした台詞が信じられなかった。

「友達とか……他人が、自分をどう思うかって……不安になります」

　か細い声は懸命に何かを絞り出そうと、必死に何かと戦っているようだった。その証拠に小さな身体がちょっと震えてて、質問したのを後悔しそうになる。

「もうダメダメってぐらい、自分のこととか、言えなくて……」

　そしてどこか遠くを眺めるような目は、まるで誰かを思い浮かべるようで。

「もっと、ちゃんと言える勇気があればって……」

　彼女の瞳が不安そうに揺れるのを私は見てしまった。

　そして訊ちゃんは何も言わずに私の手を引いて、『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の真下へと移動した。

　突然の行動にどうしたのかと訝いぶかしめば、彼女の手にはオモチャみたいなマジックステッキが握られていると気付く。

「これは錬金術で創り出せた、初めての攻撃系統アイテムです」

　それは本当に魔法を放つアイテムで、彼女の言葉通り手に持った筒は爆はぜた。

『シュドン！』

　小さな火球が巨大な骸骨の右眼窩へと見事に入って、そして続く音色は、私たちを眩しく照らす爆音。

『ぱぁーん！』

　轟ごう音おんが鳴り響き、真上にあった骸骨の頭蓋は半ば弾け飛び──

　夜闇に燦さん々さんと、緑と赤の輝きが咲き誇る。

　墓標に煌きらびやかな花火が打ち上げられたのだった。

「きゃっ」

　花火との距離が近過ぎたから、まともにその花を見ることは叶わない。

　あたりは爛らん々らんと火花がちりばめられ、私たちをもパチパチと巻き込んでいる。

「色々とダメダメな俺だけど、クラン・クランここでなら、少しは強くなれるかも」

　幼い訊ちゃんは私から目を逸らさずに、真っすぐな瞳で見つめる。

「無理に強くあろうとしなくてもいいと思います。逃げ場にしたっていいと思う。所詮はゲームだから」

　でも、と彼女は力を込めて言う。

「ここで感じたことは全部、本物。楽しいとか、苦しいとか、悲しいとか、嬉しいとか。全部、現実と変わらない本物だから……きっと現実の自分の心に響くかも」

　巨大な骸骨を背景に、宝石が爆散しちゃったみたいに煌めく雨が降り注ぐ。そんな宝石箱の嵐の中、じんわりと銀光を滲ませた彼女はとても眩しくて──

「だから、どうせなら！　一緒に楽しもう？」

　やっぱり訊ちゃんはすごく幻想的な、それでいてどこか少年じみた笑みをニカッと浮かべる。

　私が楽しんでもいいし、心配しなくていいって言ってくれてるみたいで……それが無性に嬉しかった。

「はんなり、綺麗な大輪なり。良きかな、良きかな」

「天使さまの『狙い撃ち花火（小）』は絶品ですね」

「トワ氏も強き者になりなむ」

「ま、まあ、トワさんは良く頑張った方だと思います」

　確かに訊ちゃんの言う通り、楽しいなあ。

　みんなとこうして一生懸命に戦って、強い敵を倒せて、綺麗な景色も見られて、ワクワクして……すっごく楽しい。

　自然とそんな風に思えてしまうから、私も心からの笑みをみんなに向ける。

　そしてここでの楽しさを私に教えてくれた訊ちゃんを見れば、背後で霞かすんでいく『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』へと振り向いて──なぜか頭を抱えて膝から崩れ落ちてしまった。

「うわああああ……とっさの出来事だったから、『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の写真を撮り忘れたアアア！　魂の色を撮り損ねたァァアアアァァ……」

　心底悔しそうにうなる訊ちゃん。

　そんな残念な姿もちょっぴり愛おしく感じてしまう。

「それにしてもタロ氏。先ほどの黒色は何かや？」

「ああ、えっと『壊れかけ人形の黒色ブローク・ドール・ブラック』といって、なんか寂れた雑貨屋の片隅にカタカタ動いたり、ケタケタ笑ったりするフランス人形みたいなのがあったので。面白いから『古びたカメラ』で撮ったら、あんな色が抽出できました～！」

「天使さま……それって呪いの人形とかだったりしませんよね……？」

　ミナヅキちゃんの強こわ張ばった声を合図に、周囲の景色は元の墓地へと戻ったのだった。





６話　朽ちた王の継承者







　茜あかねちゃんの突然のクラン・クラン参戦には驚かされたけど、どうにか彼女が嫌な思いをせずに楽しめているようで良かった。正直、一時はどうなるかと懸念したが、無事に迷宮の主を倒せた俺たちは元のスケルトン狩りに精を出している。

「ミナヅキちゃん！　お願い！」

「言われなくても壊します」

　茜ちゃんがムチで敵を絡め、ミナがメイスで殴り倒す。

　アンノウンさんは周囲の警戒と俺の観察。そして俺は写真撮影、いや、錬金術に集中していたのだけれども……！

「うう……あんなに珍しいドロップ素材なら、魂の色はきっとすごいものだったかも……」

　肝心の『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』を撮り忘れるという、錬金術士にあるまじき失態に悔しくなってしまう。ゆえに『浅き夢見し墓場』が消える時間いっぱいまで錬金術の深しん淵えんを追究すると誓う。

　具体的には『古びたカメラ』でスケルトン激写祭りだ。

『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』は今後、アンノウンさんが積極的に購入してくれるそうなので金策にもなる。

　そう意識を切り替えようとしても、やはり後悔の念が尽きない。

　なにせ奴がドロップした素材は『巨骨』×２、『巨人族章』×１である。

　こんな物を落とすならば、誰もが『巨軀なる追跡亡者エル・ワイト・ウォーカー』の可能性に食いついてしまうだろう!?

　ちなみに絶賛狩りまくり中のスケルトンが落とす素材は『白い骨』といって合計22個も集めた。




『白い骨』

【その昔、巨人族に奴隷として従えられていた人間の骨。すりつぶして骨粉にすると、栄養剤の素となる。その汎用性は広い半面、効果のほどはそれほど望めない。また、歴史を刻む『古き史し吟ぎんの魔女』たちが魔術触媒として使用するのが目撃されているが、彼女たちからすれば雰囲気を演出するための道具にすぎないのだとか】




　大してレアリティが高くはなさそう。

　けれど歴史的背景を知るにはいい素材だ。『浅き夢見し墓場』が何らかの因果で巨人墓地と繫つながりがあると窺うかがえる。

　巨人族の奴隷として生きた人々の成れの果てが、このスケルトンたち。

　さぞ無念だったのだろう。

　そんな考えに至った時、俺は錬金キット『妖しい魔鏡』の特性を思い出す。

　俺は今まで『妖しい魔鏡』を、光などを吸収して素材化することにしか活用してなかった。しかし、これは『幽霊など実体なきモノを映し出す錬金キット』との説明文もある。

　つまり、『妖しい魔鏡』を用いれば、この辺一帯の巨人に隷属していた人々と……墓地なんだし、幽霊と語り合えるのでは!?

　思い立ったが吉日、俺はすぐさま『妖しい魔鏡』を握り『実体なきモノを映しますか？』という項目をタップする。

　すると鏡の部分だけが淡く光り始めた。

　思わず鏡面を覗のぞき込んで視みると、そこには夜なのに俺の顔が鮮明に映っていた。

「周りは暗いはずなのに、鏡の中に映る俺はハッキリしてるな……」

「タロ氏。次はいかなる奇跡を扱ふなりか？」

「ちょっと幽霊と交信してみようかなって」

　そんな返答をすれば、茜ちゃんとミナが声を揃そろえて反応してきた。

「「幽霊がいるの（ですか）!?」」

　見れば二人とも、少しだけ顔が青くなっている。

　そんな彼女たちの怯おびえようを見て実験開始をためらうが、事態は既に進行していた。

　やめられない、止まらない、それが錬金術！

「んんん？」

　鏡面にチラリと、俺の後ろを何かが一瞬だけよぎったのだ。

　よくよく鏡の角度を変えて虚空を反射するようにして覗き込めば、確かにソレはいた。上半身は人間の少年そのものだが、下半身は蛇の尻尾みたくウネウネとしている。

　そしてソレが宙空をさまよい、こちらをチラチラと視ているではないか。




：魔鏡が幽霊を映し出しました：

：魔鏡を手にしている傭兵プレイヤーの目に、３分間のみ捕捉した幽霊が視えるようになります：




「これが『妖しい魔鏡』の、錬金術の力なのか……」

　アシストログ通り、俺の頭上をふよ～っと浮遊する少年の幽霊が青白く発光して視認できるようになった。

「よし、まずはカメラで魂を抜き撮り、情報収集を……」

　そそくさと『古びたカメラ』を構えて幽霊へとピントを合わせる。

　すると、どうしたことか。

　少年の霊はカメラの視界から逃れるように素早い動きで旋回し始めた。

「なっ」

　必死に幽霊の姿を捉えようとするも、巧みにレンズの死角をつく立ち回りをされてしまい、なかなかシャッターを押せない。

「くっ。は、早いっ。あ、れ？」

　いつの間にか霊の行方を見失ってしまう。

「幽霊を撮るのはそう簡単なことではないのか……」

　一体どこへ姿を消してしまったのかと首を傾げるも──すぐ背後から声がかかった。

『あれれれれれ。そこの人間ちゃん。もしかしてボクが視えてるのかいいい？』

　驚き振り向くと。

『視ちゃあいけないよ』

　魂を抜き撮ろうとした俺に、先ほどの少年幽霊が妖しい笑みをたたえてこちらに語りかけてきたのだ。

「ッッ!?」

　そして少年霊はグッと近づき、俺のお腹へとぶつかってきた。

　思わず目をつむってしまう。

『アハハハハ。やっぱり視えてるね？』

　うっすらと目を開け、声の聞こえる方……つまり自分のお腹へと視線をおそるおそる移動させると、透明な少年の顔がニョキッと俺から生えていた。

「うぁ……」
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　ゲーム内だとわかってはいるが少々気味が悪い。

　幽霊は俺の気持ちもお構いなしに、透ける特性を活かしてスルスルと俺の身体をすり抜けては、こちらに笑みを向けてくる。

　その目が俺の持つカメラと魔鏡に留とまると、少年霊のニヤニヤはいっそう深まった。

『あっあっあっあっ。キミ、今は亡き知を復活させ、神々をも冒ぼう瀆とくする錬金術士か。なるほどなるほど、つまり同胞たりえたからこそ幽霊が、ボクが視えるのかなあああ？』

　急に納得し始める幽霊くんはクルクルと旋回しながら、上昇していく。

　いまいち考えの読めない相手だが、幽霊が視認できるのは大いに喜ぶべき成果だろう。

　そもそもクラン・クランにおいて、幽霊の存在を認識している傭兵プレイヤーは何人いるのだろうか。世紀の大発見であるのは間違いないはず。

「幽霊、発見！」

　今更ながら、自分が未知へと片足を突っ込んでいる状況にテンションが上がり始める。

『幽霊が視える錬金術士は、神しん智ちの錬金術士ニューエイジ・サンジェルマン以来だねー』

「……ん？」

　サンジェルマン……その名はたしか──

　そこでふとミソラさんと初めて会った時の言葉を思い出す。どうやって宝石を生む森クリステアリーに辿たどり着けたのかと質問され、妙に伸縮性に富んだ木の枝があって、そこからビョインッて飛んできたと正直に返答した時に、その木の変質は創世の錬金術士のせいだって言っていた。

　そう、彼女の口から出た名こそがサンジェルマンだ。

　確か創世の錬金術師ノア・ワールドに連つらなる錬金術士であり、サンジェルマンは先代、みたいな口ぶりだったはずだけど。

　……ものすごく気になる！

「幽霊さん！　そのサンジェルマンって人について教えてくれませんか!?」

『あれれれれっ。さすがは神に背きし学徒の卵と言うべきかな。先代の『創世』にして『神に近づき過ぎた男』と呼ばれた『神智の錬金術士』を視たいと？　視ちゃあいけないよ？　そんな者も、ボクたちも』

「でもっ！」

「タロ氏が虚空へと語れり。げにおかしきかな」

「……天使さまが見えない誰かと喋しゃべってます」

「タロちゃん、その、大丈夫なの……？」

　おっと。あまりに幽霊との会話に夢中になり過ぎて、その危険性を考慮してなかった。

　不用意な会話は戦闘に発展してしまうかもしれないと気付き、少し慎重になる。

『キミはこれ以上、何を望み、何を視たいんだいいい？』

　しかし、俺をジッと見る少年霊の瞳に敵意はない。かといって、噓うそやごまかしを交えて語り合えるほどの隙もない。

　ここはやはり、ミソラさんの時と同じく素直に気持ちを伝えるのがベストなのではないだろうか……？

「……正直なところ、幽霊くんをカメラに映して魂を抜き撮りたい。そしてキミを知りたい」

『アハハハハハハッ』

　真っ向からの俺の本音に少年幽霊くんは高らかに笑う。

『銀のお嬢ちゃんは、しっかりとボクらを視ようとしているわけだ。多種多様な言葉そんざいを巧みに駆使し、万物を弄ろうするだけの錬金術士ではないようだ？』

「ええと……この土地について知りたいってのもあるかな」

『神々の言葉をかき集め、狂気に染まったアイツとはどうやら違うようだ。うん、キミなら撮られてやってもいいかもしれない。ねぇ、みんな？』

　少年霊はあたりに賛同を求めるかのように、グルッと身体ごと回転させ不気味に微笑みかける。

『『『オオオオオオオオォォォォオオォオォオオ』』』

　すると彼に同意するように地の底より響き立つ低い声が、無数に沸き起こった。

「ひぃ！」

『そこまで望むのであれば、代わりに別の景色を視せてあげよう。そして自分で視たいものは記せばいい。さあ、ありがたく授かるといいよ』

　そう言って幽霊くんは……まさかのアイテムを譲渡してきた。




：【ステータス条件：知力２００以上】【所持キット条件：ゾディアークの望遠鏡】、ボーナス条件【ＮＰＣとの会話：良好】……全てクリア：

：【錬金術の古書アルケミ・クラシカ：朽ちた王の箱庭】を譲渡されました：

：【白紙の本】×30を譲渡されました：




　信じられない思いで彼を見れば、またもやニヤニヤと俺を上から眺めてくる。そして優雅な所作で両手を広げ、俺を迎え入れるように宣言した。

『我が名は奴隷王ゾディアーク。遥はるかなる遠方と未来を見渡す者にして、東の巨人王国ギガ・マキナの僕しもべ、かの偉大な王国の僕しもべたちを統べた者』

　奴隷の王……巨人の奴隷となった事実を誇っているとすら思えるその口ぶりは、ここの人々は辛い生活を強いられていたわけではないのかもしれない。

　むしろ巨人たちの庇ひ護ご下にいる方が安全を確保できたのでは……？　そんな思いを抱かせるほどにゾディアークは堂々たる自己紹介をかましてくる。

　……ん!?

　ゾディアークって、あの望遠鏡を開発した錬金術士じゃないか!?

　俺は急いで錬金キット『ゾディアークの望遠鏡』を取り出して彼に見せてみる。

『これは懐かしい。フフッ、神しん淵えんの最奧を覗きし者よ、せいぜい王ぐらいにはなって視るがいいさ』

　いたずらっ子のようにゾディアークは人差し指を口元に添えて、シーのポーズをとる。

『さて、そろそろ時間だ。それに妄もう執しゅうに駆られて中途半端になってしまった同胞が来てしまったようだし……』

　ゾディアークは憂いを帯びた表情を浮かべる。それは、静かな湖面に投げられた石ころが引き起こす波紋のように、俺の心をざわつかせた。

『それじゃあ。太陽が堕ちる次の夜にでも、また視えるといいね』

　そんな言葉と共に、ゾディアークの姿は視えなくなってしまう。そして彼の代わりとでも言うように、すぐに現れたのは小さな音だ。のそり、かたり、と鈍い響きを伴った彼ら、スケルトン３匹が俺たちを囲むように距離を縮めて来ていた。

「…………」

『妄執に駆られた同胞が来てしまったようだ』というゾディアークの言葉は、このモンスターを指していたのだろう。

　あの幽霊少年は巨人王国に仕えていた奴隷たちの王で、目の前で襲いかかって来ようとするスケルトンたちはかつての彼の仲間なわけだ。

「少し、悲しそうだったな……」

　スケルトンが歩くその遥か彼方、東の空の稜りょう線せんに緋ひ色いろが広がってきたのが見える。気付けば『浅き夢見し墓場』の墓標が朝霧に揺られて、儚はかなく消えようとしていた。

　そろそろ夜が明けそうだ。




◇




『浅き夢見し墓場』が消失し、元のフィールドに戻ったのを機に俺たちは解散した。

　アンノウンさんは俺の錬金術に触発されたのか服作りをしたいそうで、より裁縫スキルを磨くために自分の店に戻り、茜ちゃんも勉強をしないといけないらしくログアウト。

　ミナだけは当然のごとく俺の後について来ている。

「トワさんと遊べて良かったなあ……」

「……学校のお友達と遊べるのはよいことなのです」

　色々と急過ぎて感情が追い付いてなかったけど、改めて落ち着いたら嬉うれしくなってしまう。

　まさかあんなにも無様な告白をした相手と、こうも楽しく遊べる日が来るなんて夢にも思わなかった。

『タロちゃんたちのおかげでレベルが上がったよ！』

　花が咲くような満面の笑みで報告してくる茜ちゃんを間近で見られて、俺は幸せいっぱいだった。たとえゲーム内での絡みだとしても、俺にとって彼女の存在感はすさまじいのだ。

　そう、錬金術士である俺が写真を撮り忘れてしまうほどに。

　それに学校では目にできない彼女の表情を見られたのもクラン・クラン様さま々さまだ。

　ただ、もろ手を挙げて喜べることばかりではない。なぜなら、ゲームでだけ時折見せてくれる茜ちゃんの表情は微妙に陰りを帯びていたからだ。

　特にスキルの話をした時は、ひどく不安気に顔を伏せたのが印象的だった。茜ちゃんのメイン武器スキルともなるムチを見つめる顔がどうも引っかかった。

『私にとっては、この武器が一番怖い……と思うから』

　そう呟つぶやいた彼女の顔は、俺がウン告コく白はくをかました瞬間以上に引きつっていたと思う。

「ムチ……少し心配だな……」

「あらぁん♪　無ム知チだって楽しいじゃないのぉん！　天使ちゅわん、どうしちゃったのぉん？」

　おっと、何のために『輝剣アーツ屋スキル☆ジョージ』を訪れていたのか忘れそうになっていた。俺はいつも通り、錬金術を試すべく友人の店にお邪魔していたのだ。

　すぐ傍のカウンターで肘をついたジョージが本来の目的を思い出させてくれる。

　そしてミナが隣にいるのも失念していた……独り言を全部聞かれていたら恥ずかし過ぎると思い、彼女へチラリと目を向ければ、感情の読めない顔で俺を静かに見つめていた。

　そんな視線から逃れるべく、羞恥心をごまかすようにジョージへ返答する。

「ジョージ、なんでもないんだ。それとありがとね、いつも場所を貸してくれて」

「いいのよぉん♪　天使ちゅわんとの合作輝剣アーツ、『冬の落とし子』も高額で売れてるしねえん♪」

「ほう、それは初耳だ」

「だからいくらでも、ア・チ・キを使ってア・ゲ・ティン♪」

　この店に客がいるのを目撃したことのない俺からしてみたら、ちゃんと顧客がいた事実に内心ホッとしたのは秘密だ。

「なら遠慮なく使わせてもらうね」

　そうして俺は『ゾディアークの望遠鏡』で新たに手にした色たちを、暗闇に包まれたジョージの秘密工房で抽出してゆく。

『色カートリッジ』からの抽出方法は簡単で、なるべく光の届かない場所で『インク』と合成すれば良い。『古びたカメラ』で撮る写真に宿る色は、どこででも『インク』と合成すれば色が抽出できるのに対し、こちらは場所縛りがあった。

「ふむ……『太陽にたなびく黄色サン・イエロー』、『陽光に踊る黄色ソレイユ・イエロー』、『お日様と金麦色コルタナ』ね……順調、順調！」

「綺き麗れいですね、天使さま……」

　ちなみにミナも入室の許可をもらえたようで、俺の傍でジッと観察していた。

　ミナはジョージからの信頼がだいぶ厚いらしい。

「うむ。闇より生まれし光ほど美しいものはないな……」

　闇場限定の抽出と言えば『妖しい魔鏡』も同じなので、ゆっくりと鏡を振るい、宿った色を物質化してゆく。

　淡い輝きと共に、鏡からにょきりと物が出てくる光景は何度見ても不思議だ。




：『食に煌めく黄色フークル・イエロー』【麦穂のほうき星】が生成できました：




　今回は『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』の時みたく【延べ棒】である金属タイプではないのか。

　ふむふむ、【麦穂のほうき星】とな。太陽の光には届かずとも、星々の光はこの手に届くと。ふむ、星がちりばめられたみたいに穂先が煌きらめく麦なんて、かなり美しいぞ。




『食に煌めく黄色フークル・イエロー』【麦穂のほうき星】

【無限に広がる黄金畑を象徴する究極の一本麦穂。『インク』と合成すると、塗料としても使用できる。また、このままでも素材として扱える。無数に点在する星々の輝きを持つ穂先は、尽きぬ豊かな食を体現し、決して腐りはしない】




　やはり麦畑から採取できただけあって、食に深い縁があるようだ。

　賞味期限がないってなかなかに人工的な印象を受ける。

「このまま『インク』と合成して塗料にしても良いが……ふむ」

　俺はここにきて偉大なる錬金術の先輩、奴隷王ゾディアークからもらった素材について思考を巡らす。

『白紙の本』という素材……あれに『鑑定眼』を用いても『物語や伝承を綴つづるための書物』とだけしか表示されない。

　しかし、しかしだ。白紙の本にインク、なかなかに相性が良さそうなのでは!?

　さらに【麦穂のほうき星】、すなわち根本部分をつけペンに見立てれば、文字なんかが書けちゃったり!?　そう、羽根ペンならぬ麦ペン！

　そんな思いつきのもと、俺は素早く合成釜を取り出し、『白紙の本』をボチャンッ。

「ふふふ……予想通りだ」

　釜の前で『インク』を掲げれば、相性ばっちりの結果が出る。そうとわかればためらいなくポチャチャチャッ！

　さらにアビリティ『飽くなき探求』を発動して、『食に煌めく黄色フークル・イエロー』【麦穂のほうき星】をフラスコにて液状化！　追加で釜へとトポトポンッ！

　さあ、最後の仕上げはお決まり、『妖精の粉』をビーカーにてピチャチャピチャ！

　あとは情熱と根性でかき混ぜるのみよ！




：『白紙の本』＋『インク』＋『食に煌めく黄色フークル・イエロー』【麦穂のほうき星】＋『妖精の粉』→【伝承：流星が囁く黄金の波トゥインクル・トゥワイン】が合成レシピに記録されました：




　しばらくすれば合成成功のログが流れ、俺は感動を胸にそのアイテムを手に取る。

「淡い光を帯びた、本……」




【伝承：流星が囁く黄金の波トゥインクル・トゥワイン】

『古き稲穂の囁ささやき。その語り部となるは、妖精たちが守護姫と讃たたえる者のみ。妖精の恵みを乗せた風によって波打つ黄金の光は、悠久の彼方に忘れ去られてしまった神々の息吹を思い出させてくれる』

【タイプ：伝承書『力に飢えし者の心を満たせ、神血の恵みを汝なんじに与えん』】

【上記の伝承を口頭で読むと『黄魔法：神々性と光合成リヒト・アドヴェント』が発動する。３回発動すれば消失してしまう】




　オブジェクト破壊力がすさまじい【伝承：在りし火の輝きオールド・フォティア】は１回で消滅してしまうが、こちらは回数制とか有能過ぎる！

　これもひとえに『白紙の本』ありきの結果と言える。さすがは錬金術士として先達の奴隷王ゾディアークだ。

　偉大なる先輩に感謝しつつ、俺はさらなる探求の深淵へと足を踏み込む。

「新たに手にした素材群も見ていきますかね……」

『白い骨』×25、『巨骨』×２、『巨人族章』×１。

『白い骨』に関しては『浅き夢見し墓場』の探索中に詳細を調べてある。

　となると、まずは『巨骨』からだ。

　アビリティ『鑑定眼』を発動しながら各素材の説明欄をつぶさに読んでいく。




『巨骨』

【栄光ある巨人族の遺骨。亡者となってから長きにわたりさまよい続けたため脆もろくなり、特に熱に対する耐性が低い。様々な武器や防具の素材として加工でき、太古の時代では巨人族を捕食していた竜族が考案した、巨人スープのダシ汁を取る際に使用していたらしい】




　竜族と巨人族の生存争い、そして巨人スープ……。

　色々と興味を惹ひかれる言葉ワードは出てきたものの、あいにくと錬金術では武器や防具を作れそうにない。そして俺は、料理スキルは持ってすらいない。

　だが、モノは試しだ。

『巨骨』を合成釜へと入れる。

　直径１メートルを超える素材ではあるが、釜に入れた途端、スッと溶けていった。続いて相性の合うものはないか……と、素材を順にかざしていく。




：合成に失敗しました：

：『巨骨』は失われました：




「にょ!?」

　まだ何もしていないのに失敗!?

　貴重な一本を失ってしまった事実に軽いパニックになりそうになるが、なんとか乱れた心を落ち着かせる。

　錬金術士の端くれとして原因を解明せねばと合成釜をつぶさに観察する。

　熱は弱火。

　かき混ぜ棒は動かしてすらいない。

　……考えられるのは、弱火か？

　そういえば先ほどの説明文に【特に熱に対する耐性が低い】と、表記されていたな。

　うーん、他の観点から問題が見つからない以上、合成釜の熱で素材が溶けてしまったと解釈するのが妥当か。

「ふむふむ……それならば」

　俺は即座にアビリティ、『調教術』を発動し錬金キット『復元を司る拷問台座』を広げる。

　そして『巨骨』を台座へと乗せてみる。




：『巨骨』の特性：

【斬８　打-7　刺６　柔０　堅14　属性　『呪』７　『火』[image: ]　魔０】




　やはり、火耐性が非常に低い。

　つまり『狙い撃ち花火（小）』を作成した時と同様で、素材そのものの火耐性を上昇させれば、合成が可能になるのではないかと仮説を立てる。

　台座のくぼみに『紅い瞳の石レッド・アイ』から作成した【火ノ丸】を次々とセットしていき、巨骨の属性、つまり火耐性をマイナスから０へと持って行く。

「よし」

　俺は再び巨人のダシ汁を絞り尽くすべく、『巨骨』を合成釜に投入。

『巨骨』が熱に溶かされる前にと、素早く相性の合う素材がどれなのか模索し、唯一合成釜の中身が星空の煌めきを宿した素材、『巨人族章』を相棒に選ぶ。




『巨人族章』

【巨人族の誇り、魂が宿っている。その身に巨人の力を手にしたいのであれば、これを身に着けるのも一つの手段である。ただし、荒ぶる巨人の衝動に打ち勝てる理性があるのなら、の話ではあるが】




　実はこれ、アクセサリ兼素材らしい。

　アクセサリとしての効果はけっこう優秀かもしれない。




『巨人族章』

【装備必要ステータス：知力１４０】

【ステータス：力＋１００　防御＋50　素早さ[image: ]２００】

【※知力が足りなくても装備可能。ただし、その場合デバフ『狂戦士バーサク』が付与される】




　知力１４０以上ある俺は装備できるが、素早さが[image: ]２００になる装備とか……俺の疾走スタイル的に、身に着ける価値がないと判断する。

「ぽいっ」

　混ぜる。

　混ぜるよ。

『巨骨』が溶ける前に混ぜ混ぜ混ぜるううう！

　早く、早く、まだなのか。

　しかし、『巨人族章』を入れてからというもの、釜の中はなぜか灰色。

　……悪い予感しかない。

　かくなる上はまたもや万能説が有力な『妖精の粉』を追加投入するしかない。

　アビリティ『飽くなき探求』を発動させ、ビーカーに注がれた黄金液妖精の粉を釜へトクトクッと流し込む。

　そして再び混ぜ混ぜ混ぜる！

　そうしてようやく、くすんだ灰色から澄んだ夜空へと釜の中が変化した。




：『巨骨（火耐性）』＋『巨人族章』＋『妖精の粉』　→　『巨ギ人ガとン歩トみ・しエ結キ液ス』がレシピに記録されました：




「巨人のダシ汁、とれたて一本ッッ！」

　そのアイテムは、茶色く干乾びた両の手が水をすくうように合わせられており、すぼめられた掌てのひらの中には白い液体が入っていた。

　ぶっちゃけ手のお椀わんとか、ビジュアル的に気持ちわるい。

　だが、効果はロマン溢あふれる逸品だった。




『巨ギ人ガとン歩トみ・しエ結キ液ス』

【これを飲むと巨人と肩を並べて歩む者になれる。身体の大きさが２倍～３倍になり、ステータスＨＰ・力・防御が30秒間、３倍に膨れ上がる。代償として素早さが３分の２に減少し、巨大化が解ければ30秒間、身動きがとれなくなる】




「巨大化だと……」

　錬金術は、遥かなる昔に力を振るった巨人族と同等の力を得ることすら可能にする。

　まさに秘薬ともいうべきアイテムを創造するのに成功した俺は、嬉しさのあまり肩がぷるぷると震えてしまった。

「ふへっ。ふへへへっ」

「て、天使様？」

「天使ではない、我は巨人であるっ」

「きょ、きょじんさま？」

「ふはははっ！」

　気分が最高潮に達したところで、やはりクライマックスにふさわしいのはアレしかない！

　奴隷王ゾディアークからもらったお待ちかねのアイテム、【錬金術の古書アルケミ・クラシカ：朽ちた王の箱庭】を使おうではないか！

　そうして俺は先人の知恵と技術が詰まったアイテムを発動する。

　すると──




：スキル【朽ちた王の箱庭】を習得しました：




　新スキル習得のログが流れ、俺は急いでスキル概要を目で追う。

「これは……なんという素晴らしいスキルだ……」

　興奮のあまり昇天しそうになるが、冷静に思いを巡らす自分もいた。

　俺は現在、スキルポイントを32ポイントも余らせている。

　せっかく奥深そうな新スキルを手にしたのだから、ポイントを振ってサクッとLvアップしちゃおうぜと囁く自分がいれば、このまま錬金術スキルへ一点集中を貫くべきだと主張する自分もいる。または『風妖精の友ゆう訊じん』にも使うのもありだし……いや、もしかしたら今後、強く必要と感じる武器スキルと出会うかもしれない。

「むむむ……なかなかに迷うぞ」

　そんな幸せな悩みに頭を抱えていると、不意に『ポーン』と鳴り響いた音によって思考は遮られた。

『おーいタロ』

『なんだ、コウか』

　親友の晃こう夜やからフレンドメッセージだった。

『なんだとはなんだ。せっかく新事実が発覚したから報告してやろうと思ったのに』

『新事実？』

『ああ。この間タロが言ってた、キリスト教が消えたかもしれないって話あったろ？』

　姉と話した後、俺はすぐさま親友たちにもその内容を伝えてある。

　もちろん俺自身もインターネットで調べてみたけど、特にキリスト教が消えたなんてニュースはなかった。それにしっかりとキリスト教関連の歴史も残されていたし、姉の通う大学だけがたまたま『虹ア色ルのコ女・神イ教リ会ス』に侵食されてしまったのかもしれないと暫定的に判断していたのだ。

『今日のニュースは見たか？』

『いや、まだだけど……』

『早い話、世界各地で大混乱だとよ』

『え、それってまさかキリスト教が消えちゃったとか？』

『完全には消えてない。それにキリスト教だけじゃない』

『それってどういう意味だよ』

『キリスト教そのものの概念が消えた地域と、そうでない地域があるっぽいぜ。そうなると当然、キリスト教を覚えてる側が、色々と訴えるだろう？』

『おいおい、認識を塗り替えられた人々と既存の価値観を記憶している人々で争いが勃発とかありえないよな？』

『そのまさかだ。キリスト教なんかはデモぐらいで収まってるが、仏教やイスラム教、その他多くの宗教間で騒ぎが起きてるらしいぞ……』

『神々が、信仰が奪われつつある……俺たちの、人間の歴史の根源がなくなる？』

　現在の日本は宗教と政治が密接に繫がっているわけではないけど、もちろん昔は違った。人間の歴史は常に、神が起源となって発展してきた。たとえ信じる対象が精霊や自然、他の神々であったとしても、確かにそれは人類の共通点、共通概念として存在していた。

『いよいよ世界規模で変わり始めてきたな』

『どうして宗教が消えた地域とそうでない地域があるんだろう。その違いは何だろう』

『それは俺たちにもわからない。だが少なくとも日本からキリスト教って信仰そのものが消失しつつあるってのは事実だ』

『……そうか。一応、姉にも報告しておく』

『ああ。それじゃあ、またな』

『おう……ありがとな』

　錬金術ですっかり浮かれていたけど、失念していた。

　別に俺は無宗教だから、キリスト教が消失したって『ふーん、そっか』で済む。しかし、それは今回たまたま宗教だったってだけだ。

　誰かにとってキリスト教は、かけがえのない信仰で……心の拠り所であったり、信念であったり、そこに生きる意味を見出してる人だっているはずだ。

　今後、いつ何が変化するかわからない。それは俺にとっての大事な何かが塗り替えられてしまうかもしれないのと同義なのだ。

「天使さま……顔色が優れませんが、どうかしましたか？」

「ミナ……今、世界各地で宗教が消失してるらしいんだ……」

「それはまた……」

　俺の発言にミナの表情が瞬時にして曇った。

「そんな大規模な変化が……妖精が出現するぐらいですから、念頭に置いておくべきでしたね」

「ああ……」

　そして俺は一つの懸念事項に気付く。

　今まで、一緒に遊べるのがあまりに嬉しかったため見落としていた事案。

　いつ茜ちゃんに、現実改変が起きていると言うべきか、だ。

　彼女はリアルモジュールだから現実改変を認知できる。世界が急速におかしくなっていると気付くはずだ。ならば俺たちが現時点で知ってる情報を、なるべく早めに教えた方がパニックや混乱は避けられるはず。

　けれど茜ちゃんが何の実感もない状態で『ゲームが現実を侵食してるよ！』なんて伝えても、俺の頭がおかしくなったのでは……？　と変に思われてしまうかもしれない。

　現実とゲームの区別がつかなくなってしまった妄想癖？　なんてドン引かれ、せっかく手に入れた茜ちゃんとの繫がりが断ち切られてしまったら……。

　そんな風に悩んでいると、不意に下から心配そうに俺を見つめる金眼と目が合う。

「わたしが一番、天使さまを知ってるのです」

　突然、可愛らしい神官はキュッと俺の手を握ってくる。その小さな手から温かいものがじわりと広がり、思わずたじろいでしまう。

「昔はずっと訊じん太た郎ろうくんと一緒にいたから──」

『しばらく会えない時もあったけど』なんて、幼おさな馴な染じみのももことして彼女は続ける。

「今、どんなことが起きてもわたしは訊太郎くんの傍にいたいです。もう離れ離れは嫌で、心の距離が空いていくのは寂しいです。だから、わたしに訊太郎くんの悩みを相談してください！」

　強い思いの込められた言葉は胸に突き刺さり、変に緊張していた気持ちが和らぐ。

「訊太郎くんの力になりたい……です」

　俺は恵まれている。こんなにも優しい幼馴染みがいて、いつも味方してくれるイケメンたちがいて、現実改変を認識できないジョージですら俺が悩んでいる時に励ましてくれた。

　一人じゃない、その思いはとても心強くて、温かい。

　いつも守ってくれた姉が、実は不安で揺れていたのを知った時……もう同じ過ちは繰り返さない、守りたいと誓ったばかりじゃないか。

　だから俺は、茜ちゃんが無用な孤独感で苛さいなまれるのを防ぎたい。

「ありがとう、ももこ」

　俺は感謝の念と共に、自分が何に悩んでいるかを正直にミナへと打ち明ける。

「……それでしたら──彼女、トワさんのレベリングを徹底的にお手伝いしましょう」

「え？　どうしてレベリングに…………あッ！」

　疑問は途中で答えに変わる。

　茜ちゃんのレベルが上がればステータスを強化できる。つまり現実でのパワーアップを実感できるぐらいになれば、現実アップデートの説明も説得力が増すだろう。

　それ以前に彼女が何らかの情報を現実で目にし、おかしいと気付くかもしれないし、そうなったら話は早い。

「ミナ、ナイスだ。ありがとう」

　俺のやること、やりたいことは決まった。





７話　暴君の支配下







「茜あかね、今日の課題はしっかりと終えたんだろうな」

　夕飯のテーブルに着いた途端、お父さんは厳しい眼差しで私を睨にらんでくる。

「うん。しっかりやったよ」

　数学、地理、現代文、英語、日本史、お父さんに課せられた宿題はきっちり１時間ずつ、計５時間かけて終えてある。本当はもっとクラン・クランをしていたいけど、これをやらなかったらまた痛い思いをするから……。

「学校の夏休みの宿題は？」

「そっちは夏休み始まって５日で終わらせたよ」

「そうか。で、今日は課題だけしかやってないのか？」

「えっ……」

「呆ほうけてる場合じゃないだろう！」

　ドンッと机をお父さんが叩たたけば、お母さんの両肩が縮こまる。

「お前は！　学年３３０人中、10位以内を取れなかった出来損ないだろうが！　なら、もっと努力するべきだとなぜわからない？　この無能が！」

　怒鳴り声に身体が強こわ張ばり、身動きが取れなくなってしまう。

　私はお父さんの言う通り１学期の期末テストで学年16位だった。

「意識が低い！　こんなことでは、お前は中央官庁で働くエリートになれるわけないだろう！　私がお前ぐらいの時はもっと勉強していたぞ！」

　お父さんは私を国家公務員総合職にさせるために怒ってくれてる。

「いいか。お前は父さんみたいな失敗はするな……でないと無能な上司に使われるだけで……どうしてアイツが私より給料が高い……！」

　お父さんは昔、上級公務員を目指していたの。それが不運なことに17歳の夏、交通事故にあって16年間意識不明の重体で……それでも奇跡的に意識は回復し、でも気付けば33歳のお父さんは絶望したと思う。公務員試験を受けるにはギリギリの年齢になってて、大学に入学していたら間に合わない。

　だから仕方なく大卒枠外での公務員試験を受けた。

「スタートが違うだけで、こうも不当な扱いを受けるなんて許せない……大卒がそんなに偉いのか？　あの無能どもに思い知らせてやる……私の遺伝子を受け継いだ茜がいかに優秀か。いかに私が優秀かを！」

　もう一度、ドンッとお父さんがテーブルを叩くとお母さんは無言で食器を下げてその場を離れていった。

　お母さん、ごめんね……。

　夜中になると、よくお母さんのすすり泣く声が１階から響いてくるのを私は知ってる。それは決まって私がお父さんに『教育』された日で……両親の寝室から『茜が無能なのはお前の育て方が悪い！』と何度も怒鳴り声が聞こえた後。

　次の日の朝、お母さんの腕には青あざがいくつもあって……。

「茜！　聞いてるのか？」

　お父さんの底冷えする声にビクリと震える。

「その様子じゃ今日も『教育』の時間が必要なようだな。来い、茜！」

　夏休みが始まってから、お父さんの『教育』は毎日続いてる。

　これも全部、私がテストで10位以内になれなかったせい。

　しっかりと課題だけじゃなくて、それ以上の勉強もしておかなかったせい。

　お父さんの意向や気持ちを汲くみ取って、行動できなかったせい。

　私は引きずられるように腕を摑つかまれながら、反省会を心の中で始める。

「早く背中をこっちにむけろ、この無能が！」

「はい……」

　気付けば洗面所の鏡の前に立つ私が見える。すぐ後ろにはお父さんがいて、分厚い革と特殊なゴムで作られた棒がみしりと音を立てる。

　まるでムチみたいにしなるソレを、お父さんは握って『教育』に使う。

「しっかり勉強しろ！」

　バシンッと音が鳴り、背中に激痛が走る。元々、毎日の『教育』で常にジクジクと熱を帯びたような痛みは続いていたけど……そんなのとは比べ物にならないぐらい、焼けるように痛みは弾はじけて──

　泣きそうになるのをグッと堪こらえる。

　ここで涙なんて流してしまったら、根性がない私が悪いから、また『教育』が長くなってしまう。

　私は自分を殺す。

　痛みから逃れるために、ただひたすらに心を白紙に戻して、何をされても私じゃないなら痛みはないから……心を殺せば私はいない。痛くない。

「期待に応えられなければ、いずれ痛い思いをする」

　だけど、バチリと火花が散ったみたいに痛い。

　私はお父さんの言う通り、今、期待に応えられず痛い思いをしている。

「社会はお前が考えてるほど甘くはない。弱い者は不当な扱いを受け、搾取され続ける」

　背中が裂けてしまったみたいに痛い。

　今、私が弱いから自分の感情を殺すはめになってるんだ。

「そんな目に遭わないためにも、今のうちにこうやって準備をしてやってるのだ」

　何度も叩かれて、少しは痛みがなくなってきたかな。

　今、こうやって痛みを知れば、将来は失敗しないようにってしっかり準備できる。

「どうしてあの無能ばかりが評価され、有能である私の給料が低い!?　手柄を取られる!?　私の業績だぞ！」

　わからないよ、お父さん。

　私は恐怖と痛みの連続で、ビクビクしながら毎日を生き続けている抜け殻だから。

　こんなのはおかしいってお父さんに自分の気持ちを訴えたこともあったけど。何度も何度も『教育』されて、私が間違ってると思った。お父さんの言う通り、お金を稼いでるのはお父さんで、私たちは生かされている。だから逆らっちゃダメだし、お父さんが正しい。

　こんな痛い思いをするのなら、最初からお父さんの期待にしっかり応えるべきだった。

　ちゃんとお父さんの気持ちを理解して行動するべきだった。

　そうすれば背中に燃えるような痛みを味わうことなんてなかったのに。

　傷なんて残らなかったのに……。

　学校では上手く人の顔色を窺うかがえるようになったのに、まだ私は失敗ばかりしてる。

　これが私の生きる術すべ。

　何色にも染まって、リセットして何色にも染まらない、何もない空白が私。

　これからちゃんと勉強して、お父さんの期待に応えて、しっかりとした公務員になる。

　だけどそこには『あの時』みたいな楽しいって気持ちが一切浮かばなくて。

　だから。

　だから、辛いし、苦しいよ。

　誰にも言えないし、言ったって何も変わらない。

　また『教育』されるだけ。母さんと同じように、私は息をひそめて、お父さんの顔色を窺って生きるしかない。

　だから、どうしようもできないから、ここではないどこかへ逃げたい。

　痛みがなくて──

　自由に、好きに、自分の気持ちが伝えられるような場所に──

　早くクラン・クランにインしたくて、仕方ないよ……。




◇




『教育』が終わって、激痛が走るシャワーを浴びて、勉強をして。

　夜中の１時を回った頃、ようやく私は追加で出された課題全てをこなせた。

「遅くなっちゃったけどみんなインしてるかな」

　クラン・クランにログインすると真っ白だった気持ちが徐々に色味を増す。さっきまで勉強をするだけの機械だった私が、今はこんなにワクワクしてるなんて信じられない。

　同時に、ここにはあまりいちゃいけないと思った。

　だって……こんなにもここは楽しいから、その分現実に戻った時、どんどん辛いって感じてしまう。そしたら自分を殺せなくなって、痛みに敏感になって……それはやっぱり苦しいだけだよね。

『トワさん！　一緒にレベル上げ行きませんか？』

　そんな私の沈みかけた思考に歯止めをかけてくれたのは、訊じんちゃんからのフレンドメッセージ。

『ミナと一緒に３人でどうですか？』

　彼女の誘いに、もうしばらくはここにいたいと切に願ってしまう。

　あと少しだけ、彼女たちと楽しいを共有したい。

　そんな思いが胸中から溢あふれ出し、いつの間にか訊ちゃんへの返答を口にしていた。

『もちろん、一緒に遊ぼ！』

　そうして訊ちゃん曰いわく、『新しく発見された鉱山』って所に私は連れていってもらう。

　我ながら無様だなって思う。

　こんな小さな子たちに、ほんの少しの依存と、希望を押し付けてしまって。きっと私の気持ちがバレたら重いだろうし、困惑させちゃう。

　何より私のせいで暗い気持ちや嫌な思いをさせたくない。

　だから私はいつも通りの笑顔で彼女たちと遊ぶ。

「ごめんね。二人とも私のLvが低いから、レベリングに誘ってくれたんだよね」

「天使さまがトワさんもってどうしても言うから、わたしはついて来ているだけです」

「何言ってるのミナ。レベリングの言い出しっぺはミナじゃないか。それにトワさん、一緒に遊ぶならこんなの普通ですから！」

　ふと、訊ちゃんの笑顔が『普ふ通つう人じん』と呼ばれていたクラスメイトの訊じん太た郎ろうくんと被る。

「俺やミナにとってもレベル上げになるし、錬金術を試す絶好の機会にもなります！」

　フンスッと鼻息を荒くする訊ちゃんは、確かに誰もが目を惹ひかれる美少女で。

　クラン・クランは現実での性別と同じ設定でしかキャラクターは作れないから、訊太郎くんであるはずがないけど。

　でも、目の前の不思議な美少女はそこはかとなく彼に似ている。

「ふふふ……新錬金術スキル【朽ちた王の箱庭】の真骨頂をお見せしますとも……！」

　例えば──

　錬金術に一生懸命なところとか。

　おこがましい考えだけど、訊太郎くんが私に精一杯に話しかけてくれた時の姿勢とちょっぴり重なって見える。

　そういえば夏休みに入って、訊太郎くんとはあれ以来会えてないなぁ……。

　訊太郎くんはきっと、あの件を気にしてる。

　私も動揺しちゃって、変な反応をしちゃったことを後悔してて……その気持ちを伝えたいけど、彼は多分、私とは話したくないかもしれない。

　もうしばらく時間を置いてから……。

　日ひ暮ぐれくんや朝あさ比ひ奈なくんを介して、訊太郎くんの連絡先を聞いてみようかな。





８話　結晶のその先へ







「ここが新しく発見された鉱山洞窟……【夜よる市いちと結晶のその先へ】か……」

「ふああああ……素敵な所ですね！　天使さま！」

「なんだかすごい場所だね。台湾とか江ノ島の夜みたい？」

　トワさんがログインしてから、さっそく俺とミナ、トワさんの３人で新フィールドを訪れたわけだが。

　あまりの景観の美しさに本来の目的を忘れそうになってしまう。

「ここって一応は洞窟なんだよね？」

「はい」

　ミナに確認したくなってしまうのも当然だ。何しろ、俺たちの目の前には、和風と中華風が絶妙に混ざり合った建築物が所せましとひしめき合い、両の壁を成していたからだ。

　木材と石と瓦かわら、紅べに漆うるしがふんだんに取り入れられた街並み、そこはまるで京都の裏路地に迷い込んでしまったかのような錯覚に陥る。

　洞窟だから決して広い空間が続いてるわけではないし、日の光は届かない。現に両脇の建物は２階や３階部分が天井と一体化している。

　木製の窓格子がズラリと並び、屋内から淡い金色の光が路地を照らす。さらには赤い提灯ちょうちんと丸笠の列が中空の紐ひもに吊つるされているのは雅みやびの一言に尽きる。

　そして壁の所々に武骨に加工された四角形の石が組み込まれているのも、年季の重みを感じて趣おもむきがあった。しかも、洞窟の天井や路地の端々、木製の柱の根本から爛らん々らんと輝く結晶が生えているのも目を奪われてしまう一因だろう。

「クリスタルと夜市の融合……ひどくミスマッチな光景であるはずなのに、どうしてこんなにも美しく調和が取れてるんだ!?」

　そう叫ばずにはいられない。

　眩まばゆい光に誘われて夜道を歩けば、二度と元の場所には帰れない。そんな妖しく魅惑的な洞窟が、【夜市と結晶のその先へ】だった。

「とってもカラフルな結晶です」

「赤、青、紫、緑なんて色もあるよ！　いいなあー採れたらいいのにな～！」

　そう、実はここ。鉱山洞窟なんて言われてるけど、鉱物の採取は一切できないらしい。

　なかなかに怪しいフィールドだ。

「夜市ってわりに無人っていうのも、何かありそうだな」

「ここの入り口より遥はるか山頂は平地が続いているそうで、そちらにも極彩色の結晶が多く突き立っているそうです。そちらも行ってみたくなりましたね！」

「あー……【結晶の彼方へ】は猛毒地帯って言われてるし、出現するモンスターがすごい強いらしいから俺たちだけじゃ厳しいかも。今度みんなで行ってみようか」

　ひとまずはここの攻略から始めようという意見で一致したところで、不意に提灯や丸笠がひとりでに揺れ動いたのが目に入り警戒度を上げる。

「……ちょっと吹き抜ける風が不気味だな」

　風のざわめきによって、紅の灯がゆらりゆらりとあたりに光を踊り落とす。

「そういえばここの洞窟は奥に行けば行くほど、強風が吹き荒れて前に進めなくなるそうですよ。あとは風に瘴しょう気きも含まれてるです。【毒蓄積値】が１００になったらデバフ【毒】がついてしまうので、持ってきた『解毒薬』を使ってください」

「ジョージによれば、その暴風によって壁に叩たたきつけられると大ダメージを負うらしい。キルもざらにあるとかで、最奥に辿たどり着けた傭兵プレイヤーは未いまだにいないから、今回はあまり奥へは行けないかもな……」

　落下ダメージは厳しい判定のクラン・クランだけど、オブジェクトに勢いよくぶつかっただけでキルというのは特殊仕様だ。本来であれば、建物や壁に衝突したところで微弱のダメージにしかならないはず。

「天使さま……あれ」

　不意にミナの指さす方向へ目を向ければ、直径１メートルはありそうな岩石が壁を伝ってコチコチと軽快な音を立てながら移動していた。

「まるで鉱物の蜘く蛛もだな……」

　どういう原理で壁を垂直移動してるのかは謎だが、そのモンスターは鈍い光沢を放つ岩に８本脚が生えた奇怪な生物だった。３匹ほどがこちらへ近づいて来ており、青、黄、赤とそれぞれが異なる色をしていた。

「攻撃開始しますか！」

　俺の号令にミナがすぐに魔法詠唱へと取り掛かる。次にトワさんがムチを振るって、その脚を数本捉えた。そして、そのまま地面に叩きつけるように落下させてみると、バキッと激しい音を鳴らしてあっけなく粉砕してしまう。

「Lv３の私でも一撃で倒せちゃうなんて……」

「えーっと、モンスター名は……『うごめく鉱石』ですか。もしかして、けっこう弱いモンスターですか？」

「そのわりに経験値は美味しいな。俺はレベルが６に上がった！」

「わータロちゃん、おめでとー！」

　美味しい獲物とわかれば狩りまくるしかない。

　こうして俺たちのレベリングは始まった。

　だが、結論から言うと奴らは決して油断できるモンスターではなかった。

　けっこう移動スピードが速く、地面に到達すると高い防御力を誇っているので倒すのに苦労する。ミナの高火力魔法ですら一撃で倒せないので魔法耐性もあるらしい。

　ただ、初見で相手の弱点に気付けたのは僥ぎょう倖こうだった。

　落下ダメージに非常に弱いモンスターらしく、壁を這はってるうちに攻撃を当てれば勝手に落ちて砕けてくれるのだ。

　そんなわけで、現在『狙い撃ち花火（小）』のストックゼロの俺は、遠距離攻撃手段をほぼ持ち合わせていないので役立たず！

　なんて錬金術士としてのプライドが許さない！

「フゥ、次は左のやつを撫なでてやって！」

「はいはーい♪　どんどんやっちゃうよーん！」

　俺は『風妖精の友ゆう訊じん』で、友達であるフゥを召喚し、その風力によってモンスターを壁から滑り落としていた。

　もちろん、ばっちりと『古びたカメラ』で魂の色を大量に入手してある。




『汚染竜の廃ブ棄ガ石ー』【写真】

【汚染竜ファヴニールの鼻クソ。巨大な水晶聖竜だった時の名残か、かの竜の魔力により生命体となってうろついている。そのほとんどが鼻息によって鼻孔の出口付近に追いやられている。終末戦争『最後の人間性』による汚染は今もなお水晶聖竜の身体を蝕むしばみ、鼻クソにすらその猛毒は流れている】

【穢れし鋼の虹玉色カリュプシス・レインが抽出できる】




「鼻クソ……ふむ……」

　写真を見る限り、かなり気になる点が浮上してくる。

　戦闘が落ち着いた俺たちは夜市の石畳を練り歩き、さらに奥へと探索範囲を進めてみる。

　もちろん路地裏、というか洞窟内を『古びたカメラ』でも撮っておく。




『極ごく彩さい花か殿でんの夜市ファーヴシア』【写真】

【人間から迫害を受けた『妖狐人族フォクシア』が逃れた地。汚染竜ファヴニールの鼻の穴から生える猛毒を『妖術』にて利用し、その力で洞窟都市へと発展させた。かつては人間以外のあらゆる種族が集まり、色鮮やかな交易要所の隠れ里だった。風雅な街並みゆえ『花か殿でん』と呼ばれていたが、今は結晶地の亡骸として静寂に支配されている】




「ふむむむ……どうやらここって、【汚染竜】とかいうドラゴンの鼻の穴らしい。あと綺き麗れいだと思ってた結晶には猛毒があるっぽい。鼻毛ってやつかな？」

「……鼻の穴……そこから生える猛毒、結晶ですか」

　俺の発言にミナヅキがちょこっと嫌そうな顔になる。

「ええ!?　じゃあ洞窟が動き出しちゃったり!?　ここが鼻の穴って、そのドラゴンさんはすごい大きいね！」

　茜あかねちゃんはあまり忌避感がないようで、興奮気味にこの話に食いついてくれた。

　ウン告コく白はくを受けた衝撃と比べれば、ここが鼻孔だなんて微々たる問題なのだろう。

「おそらくですが、この山頂であり平らな台地となってる【結晶の彼方へ】は、【汚染竜ファヴニール】の背中かもしれません。どうして山みたいになってしまったのかはわからないけど……」

　そこで俺ははたと気付く。

　何百年、何千年と巨体が動かずジッとしていれば、苔こけが生えたり……それこそ緑が茂り、樹木が成長するのでは……？　この鉱山は岩肌が多い景観だけど、元々は岩のような体たい軀くを持つドラゴンだからではないのだろうか？

　そして、その鼻の穴に隠れ住み着いたのが『妖狐人族フォクシア』か。

　今は無人洞窟のようだけど、果たしてそれが真の姿なのか……。

「あれ……じゃあ、この風ってもしかして……」

　茜ちゃんの呟つぶやきに俺もこのフィールドギミックの真相を理解する。

「汚染竜の鼻息ですね。奥に行けば行くほど嵐のように風が強くなるのは、呼吸元に近づくわけだから道理か。そして壁にぶつかっただけでキルされる不思議も解明されましたね」

　なにせ壁自体が竜の一部、体内、すなわちモンスターだからだ。

　激突＝攻撃を受けた判定になるわけだ。

　一連の謎が解けたところで、俺たちの歩みは鈍り始めた。

　なぜなら徐々に風の勢いは増してゆき、引き寄せられたと思いきや、吹き飛ばそうと押し返してくるのだ。この風の流れが意味するのは、間違いなく呼吸だろう。

「竜が動き出したら、すごいことになっちゃいそうですね……」

　ミナの予測は十分にありえる可能性だ。

「フゥ……大丈夫？」

「大丈夫なのん！　頑張るなのーん！」

　ここまでの強風に耐えられるのは、風妖精のフゥが風を相殺してくれているおかげだ。

　しかしそれでも、先に進むのは厳しい状況になりつつある。




：風妖精が『毒風』への対風気流に気付きました：

：スキル『風妖精の友訊』がLv２→Lv３にアップしました：




　むむ。フゥのレベルアップと共にほんの少しだけ風の当たりが弱まったように思える。

　俺は先ほどの狩りでLv６になり、スキルポイントが大量に余っているので、試しに少しだけ振ってみると予感は見事に的中。




：スキル『風妖精の友訊』がLv10になりました：

：残りスキルポイント43→36：




　瞬く間に、洞窟内を席巻する豪風に振り回されなくなったのだ。

「フゥ、強くなったのん！」

「えらいぞ、フゥ」

　頭をなでりこなでりこしてやると、気持ち良さそうに笑顔を散らす。

　そんな姿がひどく愛おしく思えて、俺はますますフゥを撫でてしまう。

「天使さま……こちらのお店、戸が開きます！」

　フゥに夢中になっていると、ミナが壁際にあった建物へと慎重に手をかけていた。

　茜ちゃんも彼女に続き、ムチを構えて屋内へ入るが特に危険はなさそうだ。

　ガラス張りの引き木戸の向こうは、外から見えていたのと同じでカラフルな商品が陳列されたお店だ。




：安全地帯セーフティエリアに入りました：




　そのログを発端に俺たちの緊張は一気に弛し緩かんする。

「この洞窟はずいぶんとレベリングに適した場所ですね」

「うんうん。たくさん『うごめく鉱石』が出てきて、休む場所もあって！　毒の風とか猛風が厄介かもだけど、タロちゃんとフゥちゃんのおかげでだいぶ楽だし！」

　茜ちゃんからの高い評価に、表情がだらしなく崩れそうになるのを必死に堪こらえる。

「俺だって二人がいるから、錬金術にも精が出せるってもんです」

　俺は照れくささを隠すように顔を背け、そそくさと合成釜を取り出す。

　ここが安全地帯ならばチャチャッと色を抽出しても問題ない。

　手早く『インク』と『汚染竜の廃ブ棄ガ石ー』【写真】、『妖精の粉』を混ぜては、次々と【穢れし鋼の虹玉色カリュプシス・レイン】をゲットしてゆく。




【穢れし鋼の虹玉色カリュプシス・レイン】

『塗料として、武器、防具、素材に塗布すると様々な効果を生み出す。汚染竜ファヴニールの毒素がふんだんに含まれた色で、そのカラフルな色彩は毒々しさを表現するにふさわしい。液体でありながら、即座に鋼のごとく凝固する性質がある』




　色の詰まったガラス瓶にどんどん生成してゆく。

「ふぅん。どの色も効果は同じか……」

　実はこの色は、【穢れし鋼の黒玉色カリュプシス・ブラック】だったり、【穢れし鋼の青玉色カリュプシス・ブルーノ】だったりと『うごめく鉱石』の個体色に応じて様々な種類が撮れたのだが、どれも同一の効果のようだ。

「効果の違いを期待したけど……武器や防具に塗布したらデバフ【毒】を付与する代わりに攻撃力や防御力を高めるものかな？　鋼はがねのごとき硬さの代償は【毒】ね」

　もしくは攻撃すれば毒蓄積バフ【毒属性】の付与かもしれないし、攻撃されたら相手の毒を蓄積させる【毒防御】って線もある。

　どのみちその効果をここで試すのは危険だろう。

　一連の錬金術実験が終われば、再度レベリングと洞窟探索が始まる。

「天使さま、あちらに橋が見えます」

　ミナの示す方を見れば、確かに山の神社にありそうな紅べに漆うるしの橋がかかっている。しかもさっきまでずっと壁のように続いていた建物が左右には見られない。

　ゆっくりと進めば、橋の下には紫水晶色の川が流れている。橋から川の行方を眺めると、川に沿って両側にはビッシリと明かりの灯った中華風の建物が続く。

　木と瓦が組み合わさり、川そのものが道にでもなったみたいに続く光景は確かに綺麗であった。特に窓格子より降り注ぐ淡いオレンジが、紫の川に反射するのは雅の極み……だが、今まで一本道でしかなかったのに、空間的には橋と川の部分だけ十字路みたいになっている。

「もしかして、ここでたくさんの傭兵プレイヤーたちが川に落ちたり、川の両端の建物に激突したりしてキルされたのかな」

「川、なのですか？　汚染竜の毒液血管とかだったりしませんか？」

「ありえるな……」

「ここはだいぶ風が強いですね。わたしたちが無事なのはフゥちゃんのおかげです。つまり天使さまのおかげです！」

「はーい！　タロちゃんもフゥちゃんもありがと！」

「あはは……」

　なぜかミナが茜ちゃんに言い聞かせるように説明するから気恥ずかしくなってしまう。

「天使さま、あれは鳥居のようですね」

「……さっきと全然違って、明るいね？」

　ミナと茜ちゃんの反応に頷うなずく。

　橋を渡り終えると同時に、大きな鳥居を一つ潜り抜ける。すると先ほどまで続いていた、石畳で舗装された道は忽こつ然ぜんと消え、代わりに緑の草花が生えた広場に切り替わった。

　目に優しい黄緑色のほんわかした空間、その周囲をぐるりと埋め尽くすのは石で作られた無数の鳥居だった。大小様々の鳥居がぎっちりと密集し過ぎて、もはや壁と言いたいところだ。天井まで覆い尽くす鳥居はぼんやりと青白く発光し、どこか神聖みを帯びた雰囲気を作り出していた。そしてよくよく観察してみると、全部で５つほど潜り抜けられそうな箇所があり……その先は鳥居が無限に続いているのが見えた。

「ここは……風が静かですね」

「確かに……」

「うーん、不思議だね」

　疑問が湧いたらすぐに写真を撮るのが錬金術士の嗜たしなみ！

　パシャリと『古びたカメラ』でこの場を撮らえる。




『風化した式神場』【写真】

【汚染竜の鼻孔中部。かつてはここに銀ぎん狐この二に尾び長おさたちが集い、夜市の行く末を会議していた。『妖狐人族フォクシア』特有の式神妖術で、汚染竜の鼻息の流れを自在に操り、外敵から夜市を守る『神かみ風かぜ憑つき』召喚の儀も行われた。壁となる鳥居には無数の隙間があり、その実全てが計算し尽くされた位置に調整されている。現にこの空間では全方位より呼び込まれた風が、調和され相殺し合って空間の凪なぎを形成している。もし鳥居の一つでも形が変化すれば、この静けさは暴風となり、みなを等しく塵ちりと化すだろう】




　な、なるほど……。

　ずいぶんとすさまじいスキルを『妖狐人族フォクシア』たちは持っていたようだ。

　山のごとき巨大な汚染竜の鼻息すらも自らの力に転用できる式神妖術、ここはその儀を行う場であったと。

　ならばこそ、俺の新スキルにふさわしい場であると判断する。

「二人とも。ちょっとここで錬金術を試してもいいかな？」

「お任せください天使さま、邪魔に入る存在は全てわたしが叩き潰します」

　そう言ってにっこりと笑い、周囲を警戒してくれるミナに感謝しようとして──

　あれ？　どうしてさりげなくトワさんにメイスを向けるのかな、ミナよ。

「タロちゃんの錬金術は面白そうだから私も見たい。敵が出てきたら任せてね！」

　茜ちゃんがそう言うと、ミナはメイスをおろした。

　……ん、うん。

　微妙に気になるやり取りだったけど、今は新スキルを試したい欲求が強い。

　それにもたもたしていると新たな敵が現れそうだし、ここは迅速に事を済まそう。

　まずは先ほどレベルアップの恩恵で手に入れたレベルポイントをステータスに振る。知力が錬金術成功の鍵を握っているので、ここで手を抜けるはずもない。




傭兵プレイヤータロLv６

【スキル】

錬金術Lv31　風妖精の友訊Lv10　竜りゅう鳴めい魔法Lv10　朽ちた王の箱庭Lv５

【残りスキルポイント】

・『通常』36ポイント

【ステータス】

ＨＰ70→75　ＭＰ50→70　力１　魔力14　物理防御２　魔法防御８

素早さ１７５→２００　知力２００→２５０




「ふふ……さらに磨きのかかる素早さ。あとは、フゥ召喚のためにＭＰを上げておくのも欠かせない」

　よし。あとは件くだんの新スキルについて今一度、確認をしておこう。




スキル【朽ちた王の箱庭】

『武器を突き立て、己おのが支配領域を定めるスキル。力と富、その両方を得られる双極スキルの極致。消費するのは錬金キットではなく、あらゆる武器である。経験、記憶、財産、己おのが持ちうる全てを捧ささげ、君臨者として創りし箱庭を成長させよ』




Lv１【高貴なる境界線】

『アクティブワードは【王陣オルド】。二振りの武器を配置して境界を結び、自らのいる方を領域と定める。その領域に存在する全てに、統べる者としての加護を与える。もしくは障壁をもたらす。効果の強さは武器に込める【称号】と【財産】によって変化する。また触媒となる武器の性能にも左右される』




　こちらの【高貴なる境界線】は超微弱な全体バフ、デバフだったり、何かを仕切る壁の召喚なので今回はスルー。試したいのは、事前にスキルポイントを４も振って習得しておいたこっちだ。




Lv５【三角地帯の領主トライフォース・ロード】

『アクティブワードは【王陣オルド】。三振りの武器を支柱とし、自らが支配する領域を定める。領地の変革や効果内容は、武器に込める【称号】【記憶】【財産】によって異なり、武器の性能にも依存する。また、自らが領域と定めた『土地柄』も大いに影響を及ぼす。領地の発展は、大いなる収穫を生み、領域が成長すれば支ぶ柱きへ追加の【称号】【記憶】【財産】を込めるのが可能となる』




　王たる資質の称号や記憶、財産を捧げ、王が背負いし責務を全うせよ、と。つまり、自分なりの小さな庭、王国を作って繁栄させろってことか。

「どうやら……戦闘にも使えそうだけど、今回は【生産】項目を選択っと」

　ふむ。このスキルは、武器の性能依存って要素がすごく痛い。出費はかさむだろうし、俺自身の強さだけを反映するものではないというのは非常に扱いづらいだろう。

　だが！　自身の領域を創れるのは魅力的過ぎる！

　だって、これって限定的だけどフィールドの一部を変革させちゃうってことでしょ!?　しかも発展、つまりは成長させたり、収穫って!?　素材の収穫ですよね!?

　しかもしかも、領域と定めた『土地柄』でどう変化するか千差万別って、もうワクワクでしかない！

　かつては『妖狐人族フォクシア』の族長たちが、式神妖術で『神風憑き』召喚の儀を行っていたこの場所で取れる素材って何だ～!?

　冷めやらぬ興奮をフンスッと鼻から吹き出す。

　おちつけえ～い、俺！

　まずは領域を定めるべく３本の『銅剣』をストレージから取り出す。

　この何の変哲もない剣は、すごい低レベルかつ【ステータス：力８】あれば装備できる格安武器で、『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』で購入しておいたのだ。

「あれ？　タロちゃんって片手剣スキル習得したの？」

　もちろん俺は剣など扱えないので、茜ちゃんの疑問には首を横に振る。

「──【王陣オルド】」

　だが、俺は１本の『銅剣』を握り、『風化した式神場』の中央付近へと移動する。そして柔らかい黄緑色の絨じゅう毯たん、草花がひっそりと生え広がるそこへ一振りの剣を突き刺した。

　すると『銅剣』は熱を帯びたかのように発光し始める。




：『銅剣』が『白熱の白はく刃じん』に変化しました：

：己おのが色に染め、【称号】【記憶】【財産】のどれかを『白刃スロット』に込めてください：




　ふむ。

【称号】とは、一定の条件やクエストをクリアするともらえるもので、普通にクラン・クランをやっていればいくつも持っている。俺も例に漏れず、Lv５になってもらえた【いっぱし傭兵プレイヤー】とか、戦闘回数が１００回を超えた時の【百戦錬魔の傭兵プレイヤー】、初めて『コムギ村』に到着した際の【牧歌を愛す傭兵プレイヤー】などなど無数にある。

　だから普段は取得ログをミュートにしている。

　これらの【称号】は何の意味もなさない。ただ、表示公開設定で称号をつけておけば、他の傭兵プレイヤーが見た際に『こいつはどこまでの経験があるのか』と、俺の進行度の判断材料にされる。それは円滑にパーティーを組むのに役立つ。

　それだけの物だが、稀まれに俺が持っているような、取得スキルポイント３倍の効果を持つ【老練たる少女】であったり、常に周囲30メートル圏内に【天候：月夜属性】をもたらす自然称号【月光に踊る守護姫】なんてのもある。

　つまり、ゲームの進行度が深ければ深いほど、『白刃スロット』に込められる選択肢は広がり、強力な効果を生み出せる仕様になっていると言える。

　ここで俺が選ぶは当然、チート級の効果を持つ【老練たる少女】だ。




：『白刃スロット』の一角に【称号：老練たる少女】が継承されました：

：領域フィールド特性に【成長率が３倍】が付与されました：




　突き立てた剣は、緑の大地に眩い閃せん光こうの亀裂を走らせる。幾筋も伸びた波紋はやがて、シャボン玉のような光球を地面より湧き上がらせた。

　ほう、なかなかに美しい光景だ。

　そして俺は錬金王たるべく威厳のある所作で唸うなる。

「──【三角地帯の領主トライフォース・ロード】──」

　これにてあと２ヵ所、剣を突き刺すことができる。

　なるべく広い領域を獲得したかったので、１本目の『白熱の白刃』より距離を置こうとして……




：『白熱の白刃』の祖、『銅剣』の領域限界を超えています。１本目から離れ過ぎた位置では無効です：




　なっ!?

　たった三歩が領域の限界だと!?　目算にして１メートル弱じゃないか……こんなことならもっと高価な剣を購入しておけばよかった……。

　くうううう地獄の沙汰も金次第なら、ロマンを得るのも金次第ってか！

「仕方あるまい！」

　俺は領域限界ギリギリのところで２本目の『銅剣』を刺す。

　そして次に『白刃スロット』に埋め込む種類は【記憶】を選択。連続で【称号】にしても良いのだけど、せっかくだから全種類まんべんなく使っての実験にする。




：【記憶化メモリアライズ】する経験を思い浮かべてください：




　そんなログが流れ、俺は即座に納得する。これは王たる資質に必要な教養や経験を糧に、領域の支柱となる剣を作り出す過程でもあるわけか。

　このクラン・クラン内での貴重な経験、それらを脳裏でパッと思い浮かべ……その中でも特に印象的だった光景を引っ張り出す。

【宝石を生む森クリステアリー】を初めて訪れた時の記憶だ。透き通る水晶でできた樹木、草花、そのどれもが美しく目に焼き付いている。




：合計12回【宝石を生む森クリステアリー】を訪れ、この地での採取回数は２８０回……：

：【記憶化メモリアライズ】に成功しました：

：『白刃スロット』の一角に【記憶ダイアリー：宝石樹と妖精水晶】が継承されました：

：箱庭ガーデン属性に【水晶】が付与されました：




　ふむふむ、細かい回数までを指標に入れて、【記憶】は生成されるのか……となると『始まりの草原』でスライムと戦った総合計時間とか、他傭兵プレイヤーをキルした回数、なんてのも今後は【記憶化メモリアライズ】に深く関わってきそうだな。

　さて最後の１本を突き立てれば何が起こるのやら。

　俺は高鳴る鼓動を抑えながら３本目の『銅剣』をこれまた限界範囲を狙って滑らかな緑の上に刺す。そして『白刃スロット』に入れるのはもちろん【財産】だ。




：どんな【財産】を捧げるか、手持ちの【お金】、【素材】、【アイテム】の中から選んでください：




　ほう、財産と言うにふさわしい代償だな。

　だが、錬金術士にとって用意するのが一番得意でもある分野だ。特に素材とアイテム作りで右に出る者はいないだろう！

　それに最終素材は俺の中で決まり切っている。この空間、この洞窟は『汚染竜ファヴニール』なわけで、そんなのと相性が良さそうな素材は一つしか考えられない。

　その名も先ほど倒しまくった『うごめく鉱石』から撮れた色、【穢れし鋼の虹玉色カリュプシス・レイン】だ。

　数ある色の中でも、どうせ使うなら一番派手なのが良いと判断し、こちらの色を選ぶ。

　ガラス瓶から毒々しい虹の色彩を放つ液体を３本目の剣にかければ、『白熱の白刃』が血を吸うように脈打ち、気付けばその剣から地面へ光り輝く魔法陣が出現していた。

　同時にそれぞれの剣から、真っ白に光る鎖が俺の首へと伸びた。

　それらは瞬時に絡まり合い──まるで首輪じゃないか。

　なるほど、王とは責務という名の鎖に繫つながれた犬とでも言いたいのか。上等だ、最高の領域を統すべるべく、全力でこのスキルを追究してゆこうじゃないか。

　俺は動じずに三角形の魔法陣上に堂々と立ち、最後の剣の柄に両手を揃そろえ置きながら奇跡の時を待つ。

「ふむ。ここが、我が創造せし箱庭か──」

　それは天変地異。大地への侵食に他ならない。

　小規模ながらフィールドに決定的な変革をもたらす、世界を創りかえる神の所業に等しい光景が瞬く間にして広がったのだ。

　俺の足元には優しい光彩を放つ黄緑色の草々が生えていたはず──だが、今は天を目指してメキメキと水晶柱が何本も生え、色とりどりの輝きを放つ三角地帯を見事に形成していた。

　ひざ丈ぐらいでその成長を止める水晶もあれば、優に俺の身長を超えるほどの高さを誇る水晶もある。まるで美麗な剣が次々と大地から生成されるような光景にミナも茜ちゃんも驚きの表情でこちらを眺めている。




：【領域：毒妖精を呼ぶ水晶の竜樹】が生成されました：

：一定期間を経て、領域は成長します。その変化を見守りましょう：

：経過時間に応じて【称号】、【記憶】、【財産】を追加で『白刃スロット』に込められます：

：他の傭兵プレイヤーにとってはただのオブジェクトフィールドでしかありません。恵みの収穫は王のみの特権です：




　草原の一角に現れた突然変異としか思えない、違和感あり過ぎる水晶柱の数々を眺める。

　悠然とそびえ立った水晶群は、後に良い素材採集の場となるだろう。そんな確信めいた思いを抱くと、首輪が外れ、鎖も粒子となって消え失せた。

　……すごい、すごいぞー！

　この限定的に領域を生成できるスキルは無限の可能性を秘めている。

　だって要は場所そのものを育てるわけで、魔法生物や錬金生物、未知なる素材が生まれるケースも出てくるわけだ！　しかも収穫を独占できるのも強い！

　これはさらに強力な領域を生成するべくスキルポイントを振りまくるのだ！




：【朽ちた王の箱庭】Lv10……【四方領域の公爵セクトグラム・デューク】を習得しました：

：Lv15……【五芒聖域の教皇フィスエル・バディレイ】を習得しました：

：Lv20……【六芒星域の覇者ヘキサテラ・ドミナス】を習得しました：

：Lv25……【輪廻円環の君主サークル・オブ・アンヘル】を習得しました：

：【白熱の白刃】を所定の位置に自動で突き刺せるようになりました：

：残りスキルポイント36→16：




「ふむふむ。代償とする剣の数を４本、５本、６本……そして無限に増やせた、か。しかも剣がひとりでに空中を舞い、突き刺さるとな。良いではないか！」

　込められる記憶スロットが多ければ多いほど、その領域効果も深まる。

　やはりロマンが溢あふれ過ぎるなあ！

「まずは時間を置いて再び、我が領域の視察に来よう！」

　将来的には何の変哲もない路地裏とかに黄金領域を創って黄金樹を生やしてみたり、ただの原っぱに血の池とか氷の砦とりでを創ったりできちゃうんじゃないか!?

「フハハハハッ！　我が手が握るは神々の剣つるぎ──」

「あの……天使さま……そろそろ帰りませんか？」

「うふふっ、タロちゃんってすごい。けどなんだかおかしくて……ふふっ」

「くきゃあああああああああああああああッ!?」

　情けない悲鳴が俺の口からほとばしる。

　二人に話しかけられ、錬金術に夢中になり過ぎていたのに気付くが時既に遅し。

　あんな恥ずかしい姿を茜ちゃんに見られたと思うと恥ずか死ねる極まりない。そして、申し訳ない気持ちと羞恥心で胸がいっぱいになってしまう。

「あ……あの、二人ともお待たせしました。ごめんなさい」

　この後、俺たちは帰りの道中で再び『うごめく鉱石』を狩りまくった。

　そして『先駆都市ミケランジェロ』へ帰還する頃には、現実の方ではすっかり夜も明けていたので自然と解散する運びとなった。

　トワさんはレベル５に上がっていた。




◇




　寝て、起きて、課題をこなして……お父さんが帰ってきて、夕飯を食べ終わる。

　夜、いつもの時間がやってきて──

　バチリと音が弾はじけ、背中をムチでえぐられる。

「茜！　お前はなぜ！　50問中、５問も間違えるのだ！」

　私はまた自分を殺すのに徹する。

　いつもこうして、壊れそうになる一歩手前で耐えて、耐えて、耐えてきた。

「この出来損ないめ！　まだまだ勉強が足りんだろうが！」

　何も感じない。何も考えない。痛くない。

「茜の無能さを治すには、もっともっと教育が必要だな！」

　お父さんから何度目かの『教育』を受けた時、ふといつもと違う衝撃に違和感を覚えた。

　あれ……？

　いつも心を空っぽにしても、じんじんと背中が熱くなるのに……今日はあんまり痛くない？

　今まで私は多分おかしい人間だと思っていたけど、ついに身体の感覚まで狂ってしまったのかと疑問が浮かぶ。

「クッ、なぜ……!?」

　それから何度も何度も、いつも以上に執しつ拗ような『教育』をお父さんは施した。それでも私の背中が熱に焼かれることはなく、代わりにクラスの女子が『おはよー』って言いながら、肩を軽く叩くぐらいのタッチが延々と続く。

　無限おはよー。んん、それよりかはちょっと強めかな？

　そうして、ゼェゼェと肩を揺らして息を切らすお父さんを見て不思議に思う。

　お父さんってこんなにひ弱だったっけ……？





９話　夕日に揺れる錬金術士







『夜市と結晶のその先へ』を探索した次の日。

　トワさんがログインしているのを確認し、俺は彼女に現実改変について打ち明けるべくフレンドチャットを送る。

『こんにちはトワさん。そういえばトワさんって『妖精の舞踏会』は参加しましたか？』

　まずは軽いジャブ。

　トワさんは現実に妖精が出現してる事実について何らかの違和感を抱いているのだろうか？

　前に会った時はすんなりと受け入れてる様子だったけど、果たして……。

『えっと、コムギ村での一件があってから参加してないかな。傭兵プレイヤー同士の社交会って聞いたけど、私にはタロちゃんやミナヅキちゃんがいるから十分だし』

『でも妖精に会って、一緒に踊ってみたくないですか？』

『確かにフゥちゃんは可愛かった！』

　ふむ。こんなに元気のいい、含みのない返事をするならば……現実での妖精出現に疑問は抱いてない説が濃厚か。おかしいな、茜あかねちゃんはリアルモジュールであるはずなのに……。

『トワさんも妖精と踊れたりする場所がありますよ』

『え!?　それはすごく興味があるかも……！』

　とにかく落ち着いて二人で話す口実が欲しかった俺は、『先駆都市ミケランジェロ』で開催されている『妖精と舞う夜明け』を引き合いに出す。

　こうして俺は茜ちゃんと合流し、ミソラさんからもらった【銀精アルジェントたちの馬車】を用いてミケランジェロの舞踏会場へ赴く算段を取った。

「タ、タ、タロちゃん！　この馬車、すっごく素敵！」

　銀精アルジェントたちが周囲を優雅に飛び回る、豪ごう奢しゃな馬車を目にした茜ちゃんはうっとりと溜ため息いきをついている。

「あはは、ありがとー。ささっ、乗って乗って」

　ふーむ、なるほど。これが女子に愛車を自慢する男の心境ってやつか。

　うん、なかなかいいぞ。くるしゅうない。

「馬車がないと入れない会場なんて楽しみ！　タロちゃんありがと！」

「いえいえ」

　そうしてしばらく石畳の上を揺られ、俺たちは会場へと到着。

「じゃあ、俺はこの中で待ってるから。終わったら帰りも送ります」

　うん。なんてナイスガイな俺なんだ。

　これで茜ちゃんの好感度はうなぎのぼり……どころか、気付けば彼女は不安そうな顔をしていた。

「タロちゃんは一緒に行かないの？」

「あ……えっと」

　なんだろう。この頼られている感覚。ものすごく嬉うれしい……！

　しかし、俺があの会場に行けば、間違いなく注目を集めてしまうし、まともに茜ちゃんが舞踏会を楽しめない可能性だってある。既にこの馬車のせいでチラホラと視線が集まり始めているので、俺は断腸の思いで首を横に振る。

「ごめん。俺は色々と事情があって行けません」

「そっか……」

　コムギ村であんなことがあったから不安に思う気持ちは理解できる。

　だけどここは、本気で舞踏会のダンスを競い合う傭兵プレイヤーばかりが集まる場。女子目当てでプレイしている傭兵プレイヤーはほぼ皆無だろう。

「えーっとここには前みたいな、女子傭兵プレイヤーを強引に勧誘する感じの人はいないと思う。その、みんなガチ勢って言えばいいのかな」

「そ、そうなんだ。じゃあ私も頑張ってきちゃおうかな？」

　ほっと胸をなでおろす茜ちゃんを見て笑顔で送り届ける。

　それから数十分が過ぎ、馬車の扉を軽く叩たたく音に応じて窓を開ければ、茜ちゃんがホクホク顔で戻ってきた。

　どうやら妖精とのダンスは存分に楽しめたようだ。

「おかえり、トワさん」

「待っててくれてありがとう、タロちゃん」

「いえいえ。実は、今日こうやって一緒にいるのは大切な話がありまして……」

「えっ……」

　ちょっとだけ戸惑いの表情を浮かべる反応は、いつかの茜ちゃんと重なる。

「……だから話をする時間をもらう分、送迎ぐらいはさせてほしいなって」

　車窓から差し込む夕日が、茜ちゃんを眩まぶしく照らす。

　その顔は俺の真剣な空気を察したのか、静かに了承の笑みを返してくれる。

　ウン告コく白はくをかました時と似た緊張感を覚え、俺は深く息を吸ってから説明を始めた。

　ゲーム内での出来事が現実に反映されている点、それらの変化を認識できる人と、できない人がいるのをゆっくりと話す。

　すると茜ちゃんは神妙な顔をしながらも、どこか納得したように頷うなずいていた。

「やっぱりステータスの変化で、違和感を覚えました？」

「うん。私……防御力をすごい上げてて……」

「頑丈になったと？」

「うん。すごく」

　タンク職の夕ゆう輝きと同じパターンらしい。

「妖精の出現については何も思いませんでした？」

「うん。でも最近、キリスト教が消えたって騒いでる地域があるって聞いた時はちょっとビックリしちゃったかな」

「なるほど……」

　妖精の存在は違和感なく受け入れ、宗教の消失には疑問を抱く。つまり茜ちゃんはクラン・クランをプレイし始めた時点で現実改変を認識できるようになり、それ以前の変化……妖精出現に関しては何もおかしいと思っていない。

　このケースを鑑みるに、やはりゲームをしていないと現実改変には気付けないのか。

　そう考えるとゾッと背筋に悪寒が走る。俺はベータテストをプレイしていないわけで……その期間で何らかの変化があっても気付けていない……？　そう、例えば性転化病なんて非現実的極まる病気があると、すんなり納得してしまったとか……？

「もしかしたらゲームをしてない人は、無条件でこの事実に気付けないのかも……」

「そんな……じゃあ、他の人たちは知らず知らずのうちに記憶とか、価値観が変わっていっちゃってるの？」

「……おそらく」

　俺の肯定に茜ちゃんは一瞬だけ目を大きく見開いて、しばらく口をつぐむ。

「タロちゃんは……怖くないの？」

　ズシリと胸に響く重い質問だったが、不思議とすぐに返答はできた。

「怖いです」

　だけど、怖がり続けていても何もできないって、気付かせてくれたのもこのゲームだ。

　怖いなら、怖くならないように、自分の望む事態へと変えればいい。

「ただ、このゲームを通じて色々とわかったこともあって……」

　ここはゲームで、偽物の世界かもしれない。でも、プレイしている人たちは間違いなく本物リアルで、だから俺に人と向き合う機会と勇気をたくさんくれた。

　それでも現実逃避をして、家族から逃げて、少女化した自分を打ち明けられなくて……ようやく俺は、『何を信じるのか』が大切だってわかった。

「怖がってるだけじゃ、逃げてるだけじゃ、何も変えられない」

　姉を信じて、互いにわかり合えて、孤独が消えて……とてもとても嬉しかった。

「心が変われば、現実も変えられる」

　ほんの少しの勇気を振り絞って、男性傭兵プレイヤーたちに絡まれる君の名を呼べたから……二度と手に入らないってあきらめていた、茜ちゃんとの時間は今もこうして続いている。

　勇気を出して挑戦しなければ、何も変えられないって事実に気付けた。それでも動き出すのが怖くて、確実に変えられるって保証が欲しいのなら──

「だってここクラン・クランは、ゲームで自分を変えれば、現実も変わっちゃうから」

　にっこりと彼女に微笑みかける。

「たとえ、現実がアップデートしなくても……俺たち人間は、心一つで手に届く望みだってある。すごく些さ細さいなことでも、大きなことでも、きっと信じる心で、それは起こせるんだ」

　茜ちゃんの目を見つめながら、俺は静かに自分の本心を語る。

「大切なのは何を信じるか、だと思う」

　……自分の正体を彼女に言えないのがひどく惨めで苦しい。普通に男の訊じん太た郎ろうとして、彼女とゲームをして、笑い合えたらどんなに嬉しいか。

　でも、それはできない。

　自然と握りしめた拳が震えるほどに悔しくて、必死に俯うつむかないように笑う。

　決して俺が、あの、クラスメイトの仏ふつ訊太郎だと言えはしない。

　ウン告コく白はくヤローに彼女がドン引かないという保証はない。

　もう俺男じゃあ無理だって、自分に自信がなくて、自分を信じられないから。

　そして、君の気持ちを信じられなくて……。

　だけど！

　別人として茜ちゃんと遊んでいても、楽しくて仕方がなくて。傍にいられるのが嬉しくて、君の力になれるなら、何だってしたいと思ってしまう！

　正体を明かせない、卑ひ怯きょうで弱い俺だけど、この気持ちだけは真っすぐにぶつけられる。

　この想いだけは信じられる。

　だから──




「怖くなったら俺に言って。必ずどうにかするし、傍にいる……！」




　ミナや姉、親友やジョージが俺にくれたのは、何かあったら傍にいるよって安心感。

　そんな優しさを受けて、俺だってみんなが困っている時に支えられるぐらいには強くなりたいと思った。

　そして、特に茜ちゃんには……強く、強く、安心させたいと、力になりたいって気持ちを伝えたい。

「君は一人じゃないから、大丈夫だよ」

　俺の想いを口にすると、なぜか茜ちゃんは泣きそうな顔で『ありがとう』と笑う。

　それからそっと下を向きながら、少しだけ咽むせびながら、何度も何度もお礼の言葉を繰り返した。




　逢おう魔まが刻とき、それは現うつし世よと幽かくり世よが唯一交わる時間。

　暮れなずむ夕日は先駆都市ミケランジェロに紅を広げ、長い影を作る。真っ赤に燃ゆる火が消える寸前、そんな儚はかない光が反射して馬車の中は茜色に染まる。

　まるで、彼女をどこか遠くに連れ去ってしまうかのように。





10話　金竜姫の魔眼と錬金術士







　馬車の中はあれから無言で、口を開ひらける空気ではない。

　どうしたの？　と声をかけたくて仕方なかったけれど、俺が触れて良い何かではないと察した。なぜなら俺に言ってほしいと伝えた上で、茜あかねちゃんは俺に相談しなかったのだ。

　それはつまり彼女自身が、俺には言いたくない気持ちがあるのだろう。

　俺にも、誰にも言えない苦しみや、秘密を抱える辛さがわかる分、無理に尋ねてしまえばソレは押し付けになってしまう。

　だから口をつぐむしかなかった。

　ただ、ひたすら、傍にいるだけしか叶かなわなかった。

「今日は……ありがとう」

「いえいえ」

「それじゃあ、またね。タロちゃん」

　何かが決壊してしまいそうな声音で彼女は別れを告げ、ログアウトしてゆく。

　正直に言えば、今すぐにでもログアウトして彼女に連絡を取りたい。いや、もう俺はゲームにインしたままでもスマホをいじるぐらいクラン・クランに慣れているので、ラインのメッセージだけ入れようか迷い──それをしてはダメだと思い直す。

　悔しい気持ちをどうにか押し殺し、落ち込んでる暇はないと自分に言い聞かせる。

　俺は、俺にできることを一つ一つこなしてゆくんだ。

　たとえ、今は彼女の力になれなくとも、その時が来たら万全の準備で大切な人たちを守れるように、少しでもクラン・クランこちらで自分の力を磨く必要がある。

　ゆえに俺はスキルポイントを10振って『風妖精の友ゆう訊じん』、フゥをLv20まで上げる。




：『風妖精』が『風シ乙ル女フ』に進化しました：

：残りスキルポイント16→６：




　ログを横目に、さっそく友を呼ぶ。

「『風妖精の友訊』たる我が願いを聞き遂げよ……美しき風シ乙ル女フのフゥ！　おいで！」

　果たして、俺の掌てのひらから渦巻く風と共に姿を現したのは──。

　若葉色ペリドットに輝く長髪をたなびかせる女性的なフゥだった。前は男子でも女子でもない中性的な風貌だったのに、肉体的にも髪型的にも女性寄りになっている。

「タロん──私は、風シ乙ル女フになったん♪」

「うん。とっても美しいよ」

「タロんタロんっ♪　ウフフのフゥ！」

　風に揺れる自分の髪の毛をくすぐったそうになでつけ、キャッキャと喜ぶ姿は前とあまり変わってないけど、心なしか仕草が大人っぽくなった感じもする。そんなフゥの頰ほほを指で軽くなでてやり、俺は進むべき進路へと視線を戻す。
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「頼んだぞ、フゥ！」

「あいあいさー♪」

　フゥと共に全力で駆け抜ける。

　装備を戦闘に特化した『軍服：黒くろ百ゆ合り』から『空踊る円ロ舞ン曲ド』のドレスに切り替え、フゥの風力を頼りに宙を舞う。

　そのまま『夜市と結晶のその先へ』に赴き、近づいてくる『うごめく鉱石』の全てを置き去りにする。

　そうして新たな力を手に入れるために辿たどり着いたのは、俺の領域として定めた場所。

　淡い黄緑色の草々が茂る空間に、七色のクリスタルたちが突き立つ光景は幻想的だ。

「ちょこっと水晶柱が伸びてるな……ん、あれは……」

　近づいてじっくりと観察すれば、水晶の根本に大きな変化を発見できた。

「あれは、宝石……？　いや、花か？」

　ほんのわずかだが、小さな植物が芽生えていた。いや、それは確かに花でもあり、鉱物でもあった。水晶のように葉や茎は透き通り、つぶらに花開いた花弁の一枚一枚はまさに宝石そのもので、色まで赤や黄、紫、黒とカラフルだった。

「宝石を生む森クリステアリーにあるような植物たちだな」

　そして一際大きな花へと注目する。

　これはもしや採取できるのでは……？　そんな思いで手を伸ばすと──

「花が動いた!?」

　なんと避けるようにサッと横に移動したのだ。

「ギュイ……？」

「花が音を発した!?」

「ア、レ……アァ……コノ箱庭ノ、ゴ主人？」

　花だと思っていたら、なんと不思議な生き物だった!?

「そ、そうだよ。……き、君は？」

「ワタシ、毒アル。触レチャ、ダメ。ワタシ、花妖精デス」

　ほえー！　花妖精か！

　そういえば【領域：毒妖精を呼ぶ水晶の竜樹】なんて名前だから、妖精たちが集まる場になってるのかも？　というか毒妖精って花妖精だったのか。

　それにしても可愛いのですが。

　だって頭に桃色の花弁を何枚も垂らしてて、ああ、髪の毛みたいだ！

「イイ場所、作ッテクレテ、感謝デス」

　もしかすると、仲良くなれば『花妖精の友訊』なんてスキルが開花しちゃったり!?

「感謝なんていいのいいの！　キミが来てくれて俺も嬉うれしいし！」

「ギギッ、毒ナノニ、嬉シイ？　毒、嫌ワレ者……」

　花妖精は感情の起伏によって花弁が花開いたり、しなだれたりとわかりやすい。

「いやいやいや、毒だってロマンすごいあるし！　しかも毒を制すれば薬にもなる！」

「ギギギ……褒メル、嬉シイ」

　こうして花妖精さんとの雑談をしばらく楽しめば、どうやらこの領域について俺より深い知識を持っているとわかった。というか微妙に管理人的な役割をしているらしく、水晶柱や宝石花の面倒をよく見ている様子だった。

「コッチノ実、取ッテイイ。デキタテ」

「こ、これは……!?」

　俺は花妖精の案内の元、領域で素晴らしい収穫物をいくつか採取していく。

　それからしばらくして、『宝石を生む森クリステアリー』へとワープして結晶シリーズ素材の採取も忘れない。ついでに賢者ミソラさんとの近況報告も兼ねて探りを入れるが、特に現実に何らかの影響を及ぼすような発言は見られなかった。

　気になる点と言えば『ミケランジェロの坊やに気を付けてね、気を付けるんだよ』と俺を心配するような優しい一言だけだ。

　それから俺は足繁く通っているジョージのお店へと帰宅する。

「あらぁん天使ちゅわんいらっしゃいん！」

「今日は色々と作戦会議に来てね。ほら、『妖精の舞踏会』に備えてさ」

　ジョージとはＰＴを組む予定なので、連携のために互いの武器は把握しておきたい。

「あふん♪　戦の前の身支度ねえん！　美しい女にはそれなりに準備が必要よねん♪」

「ああ。それで今回は錬金術でこういう物が手に入ってな──」

「どれどれん？」

　俺はニヤリと友に笑いかけ、あらゆる素材群をストレージから出し示す。

「まあ♪　これまた素敵なものばかりねええええん！」

「あぁ。俺の見解だと【神託の法石オラクル・ジェム】の類いは、竜性のある素材とタイプ伝承のアイテム、それと輝きの要素があれば作れそうなんだが……」

　前に創れた【聖せい風ふうに愛された竜りゅう鳴めい石】のデータを元に推論を述べる。彼かの法石は、『竜血を照らす緋色ドラディル・スカーレット』と『伝承：在りし火の輝きオールド・フォティア』、『風妖精の輝き』を合成して完成した逸品だ。

「えっ、えっ、ちょっとまっティン!?　【神託の法石オラクル・ジェム】ってあの【神託の法石オラクル・ジェム】ぅん!?　天使ちゅわん、創ったことあるのぉおおおおん!?」

　ふう、久しぶりにジョージののどちんこを見た気がするな。

　そんなものを目にして落ち着くなんて俺は疲れてるのかもしれない。

「そこでこいつの毒性をどうにかしたいと思ってね」

　完全にジョージの動揺はスルーし、チラリとドス暗い紫水晶を提示する。

　先ほど取れたばかりの『毒竜の石せっ血けっ球きゅう』だ。この石は毒性が強過ぎて、手持ちの素材と相性が合わず、どうやら素材を汚染し殺してしまうようだ。

「……ふむぅん。毒性の緩和だったら、あちきの持ってる『甘ホくー激リしーい・乙ヴ女ァのル聖ハ晶石ラ』と合成しちゃうのはどうかしらん？」

「頼む。それ、何かと交換してくれない？」

「もちのロン♪　でも、天使ちゅわんとのスキル開発で稼がせてもらってるからタダよ」

「恩にきるぜジョージ！」

　それから何度かの試行錯誤を終え、ようやくできた『毒姫竜の水晶石レディ・ヴェレーノ』と【伝承：流星が囁く黄金の波トゥインクル・トゥワイン】、『お日様と金麦色コルタナ』を混ぜ合わせたところ、『金冠を頂く竜鳴石』なるものが完成した。




【金冠を頂く竜鳴石】【タイプ：神託の法石オラクル・ジェム】

『豊ほう穣じょうの神の祝福と、毒姫竜の暴食性が秘められた竜鳴石。絶対法聖アニキュラーの竜鳴がいくつか宿っている』

【装備条件：知力２３０・ＨＰ６００】【ステータス：ＨＰ＋１６００（毒：５秒ごとに１ダメージ）】

【砕くとエクストラスキル『竜鳴魔法』に『魔眼』タイプの言語種類が追加され、スキルポイントを15取得】




　ふーむ。汚染竜の鼻クソを埋めたら、【神託の法石実】がなる水晶樹ができたようだ。今後は【領域：毒妖精を呼ぶ水晶の竜樹】へ訪れ、素材採集が日課になりそうだ。

「天使ちゅわん……今更なんだけど、【神託の法石オラクル・ジェム】って、傭兵プレイヤーなら誰もが求める伝説のアクセ装備よねぇん？」

　ゴクリと喉を鳴らすジョージに『さあ？』と答えておく。

　よくはわからないが、確かに装備するとステータスが１０００単位で上がるのは間違いない。レベルポイントに換算したら10Lv分、ステータスが上昇するに等しい。

「でも、毒のデバフついちゃうから、ＨＰは上がってもあんまり使える物じゃないよ」

「あふぅん……【猛毒】は難しいけど、【毒】なら無効にできる指輪があるわよぉん？」

　ふむ。でも俺には装備条件がかなり厳しいので、前回と同様に砕いてしまえい。

　パリンと法玉を割り、俺は新たな力についてのログを流し読む。

「竜の毒に汚染されたがゆえに、発現する金色の魔眼、ね……面白い」

　どうやら俺の両目は竜毒とやらに侵食されてしまったようだ。

　とりあえずスキルポイントを10まで消費し、世界に自分の法則を強制させる法ヴ聖ァ言イ語ス、【太陽】と【瞬またたき】の２単語を習得する。

　さて、次はこの２単語がしっかり効果を発揮する文章を、手探りで見つけるべく試行錯誤をしてゆかなければならない。

「ジョージ。太陽って単語と瞬きって単語を連想させる、いい文章あったりしない？」

「んん……瞬まばたきできないほど夢中になっちゃう、太陽みたいなプリチーに輝くお尻、なんてどぉん？　そういえば天使ちゅわんの男友達って、いいお尻してたわねぇん」

「いや、色々と却下です……」

　こうして俺たちの戦の準備は着々と進んでいく。

　もうすぐ妖精の舞踏会後編、『黄昏たそがれに染まる玉座』が始まる──




◇




〈クラン・クラン〉

【公式サイト　傭よう兵へいたちの宴会　掲示板】（ジャンル：生活系）

スレッド名【天使ちゃん】ＰｖＰ【影の軍勢】




36：此こ度たびの戦、出陣できる者はいかほどでござるか？

37：押お忍す！　おいどんは行けるでごわす！

38：この老骨、孫の天使ちゃんのためとあらばどこにでも行けるのじゃ

39：ガチで妖精ダンスきっつ過ぎたけど、マジでやれるっしょ

40：ぽ、ぬかりはないぺろ。しっかり高得点を出したっぽ

41：もちろん俺もだ！　天使ちゃんと同じ、最高ランクの会場に参加できるぜ！

42：……面目ない。ボクは壊滅的にリズム感が……ボクの美しき花嫁の晴れ舞台に馳はせ参じることがッッ叶わない！

43：メルヘン卿きょうはザコっぽね。まー、前回はメルヘン卿だけが天使ちゃんの傍にいれたわけだし、今回は大目に見るっぽ

44：不ふ甲が斐いない、が……我が姫を守るための情報は仕入れた。ゆえにみなにも共有したい

45：殊勝な若人わこうどじゃのお

46：メルヘン卿、かたじけないでごさる。して、天使殿の守護にまつわる情報とは？

47：どうやら我が姫の周辺を嗅ぎ回る傭ク兵ラ団ンがある。【神殿】と言ってけっこうな規模を誇り、どうやら我が姫を制裁対象に認定したとか……

48：穏やかでないでごわすな

49：マジのガチでそいつらぶっ潰す

50：ふむ。そやつらもイベント【黄昏に染まる玉座】に参加するのかのお？

51：ボクが聞いた話では、最高ランクの会場に20人以上が参加権を獲得したそうだ

52：それはまたすごいっぽね。でも天使ちゃんには【首狩る酔狂共】もついてるっぽ。この間なんか、天使ちゃんに近づこうとしたら問答無用で【狩人の神シン】にキルされたぽ

53：おまっ、それは抜け駆けだろ！

54：落ち着くでござるよ。今は来きたる戦に備え、天使殿に加勢すべく刃を研ぎ澄まそうぞ
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「いよいよ、ねえん♪」

　ジョージの一言で緊張は高まる。

【妖精の舞踏会】後編、【黄昏たそがれに染まる玉座】の開始に伴って、前編でのダンス得点が満点に近い傭兵プレイヤーは、再び【灰王の妖精広場】という城の屋外に招待されていた。

　冷静に迅速に、完璧に、錬金術士たる振る舞いを忘れずにこのイベントに臨む。

　そんな気概を胸に秘め、俺はミナとジョージの３人で一緒に会場入りを果たす。

　今回の装備は前回と違い、バッチバチの戦闘用で【軍服：黒くろ百ゆ合り】シリーズに身を包んでいる。隣のミナは純白の法衣姿で、ジョージはピンクのレオタード……。

　とにかく全員が、何があっても大丈夫なように備えている。

　それは俺たちだけじゃなく、周囲にいる傭兵プレイヤーたちも同じだ。高得点を叩たたき出した猛者たちなだけあって、イベント【黄昏に染まる玉座】に本気で参加している者ばかりなのだろう。

　いわば選び抜かれた精鋭傭兵プレイヤーがここには集っているというわけだ。

　もちろん見知った顔もチラホラと見かけた。

　姉を始め、傭ク兵ラ団ン【首狩る酔狂共】や、ユウとコウの二人も──

「やっぱりタロちゃんも呼ばれてたんだね！」

　ん……？

　すぐ後ろからとてつもなく愛おしい声が聞こえてすぐに振り返れば──

「へっ!?　トワさん!?」

　茜あかねちゃんんんんんッが、同じ会場にいた!?

　くきゃああああああああああああ!?

　思わず仰天してしまい、両手を上げて飛び跳ねてしまった。

　えっ、だって、え!?

　茜ちゃんまだまだ初心者なのに、妖精とのダンス上手くいったの!?

　ちょちょっちょ、ユウとコウが驚きの笑顔でこっち見てるから！

　茜ちゃんはリアルモジュールだし、当然親友たちはトワさんが宮みやノの内うち茜ちゃんだって一瞬で看破してるだろ!?　えっ!?　このままじゃ俺の正体バレちゃうんじゃ!?

　しかも茜ちゃんは俺と現実でも会ってるから、親友たちに俺がリアル美少女だって露見しちゃうんじゃ!?

　ふぉおおおおおおおおお!?

　先ほどの冷静さは無様にも砕け散った。

　ドクドクと早鐘のごとく爆音を鳴らす心臓をどうにか抑え、俺は再び親友たちの方を盗み見る。するとどうしたことか、彼らはこっちに近寄る素振りさえしなかった。

　え、なに、その空気は読んでおくから、茜ちゃんとの舞踏会を存分に楽しめよ的な輝きスマイルは！

　ふひー持つべき者は気遣いのできる友だな！

　ちなみに茜ちゃんの方はユウやコウには気付いておらず、ミナとジョージと挨拶を交わしていた。

「おや？　貴殿は……我らが団員の勧誘妨害をした傭兵プレイヤーか？」

　またもや不意に背後から話しかけられる。今日は厄日なのだろうか？

　微妙に棘とげのある声の主へと顔を向けると、どこかで見覚えのある鎧よろいやローブを着こなした集団が俺を厳しい表情で見下ろしていた。その数、ざっと20人ほどだろうか。

　こんな大人数を同じ傭ク兵ラ団ン内でこの会場に参加させるのは至難の業わざだ。どこの強豪傭ク兵ラ団ンが話しかけてきたのだろう？　と首をひねってしまう。

「あぁ、驚いてしまったかな？　なにせウチの傭ク兵ラ団ンは規模が大きくてね」

　思い出した。白と赤を基調にしたお揃そろいの団服、茜ちゃんを無理やり勧誘していた傭ク兵ラ団ン【神殿】だ。

「おっと失礼。名乗りが遅れてしまった。私は【教会騎士キルヒェ・リッター】、等級ナンバー【第五神位フィフスト】マギアクロンである。騎士の称号だが、魔法が専門でね。だから妖精にも興味がある。貴殿が噂うわさの『妖精姫フェアリリス』か？」

　おおう、傭ク兵ラ団ン内で上位トップ５の傭兵プレイヤーさんか。

　お兄さんは非常にナルシストっぽい仕草で前髪をかきあげ、ご挨拶をしてくれた。

「ほう。本当に『首狩る酔狂共』の庇ひ護ご下かにいるのか」

　チラリと俺の背後へと目を向けそんな発言をするものだから、俺も釣られてそちらを見れば……姉がものすごい形相で双剣の柄に手をかけ、今にも飛び掛かりそうな雰囲気で俺の背後に立っていた。

「だが、今日は貴殿に何も譲るつもりはない。お嬢さん方は大人しくしてるがいいさ」

　何か勘違いしているようだけど、わざわざ訂正するのもめんどくさそうな相手だったので、黙って【神殿】の人たちが去っていくのを見送る。

「姉あね、ありがと」

「あのような小物は捨て置け」

　姉は捨て置く気が全然なかったように思えるけど……。

「しっかしアレですな～。ミケランジェロの王は、次は城内に入れてくれるっつー話だったのによぉ」

「まーたこんな簡素な広場でイベントやるんすかね～」

　姉と同じ傭ク兵ラ団ンのトムさんとジェリーさんが愚痴めいた発言をこぼす。

　確かに二人の言う通りちょっと残念だな、と同意しようとするも、周囲から突然生じたざわめきに遮られてしまう。

「おい、煙……いや、あれは雲か!?」

　誰かが指さした方角へ目を向けると、大きなひし形の雲が遥はるか上空を漂っていた。

　驚くべきことに、その雲からはいくつもの竜巻状の雲がドリルのように巻き起こり、俺たちのいる会場へと降りてきたのだ。煙で形成された螺ら旋せんの柱ともいうべきソレらは、瞬時にして実体を伴い、見事に真っ白な螺旋階段へ変貌を遂げた。

「すごい……」

　こうして俺たちは空へと続く螺旋階段を上り、ひし形の雲の上へと辿たどり着く。

　そこは灰色の大理石が敷き詰められた、神殿ちっくかつ荘厳な舞台となっていた。所々に白亜の丸テーブルも配置され、美味しそうな食べ物が盛り沢山に乗っている。

　そしてもちろん、足場となる雲の外周には青鎧の神兵デウスたちが整列している。

　さらに俺たちを迎えるように正面にも神兵デウスの団体がおり、一糸の乱れもない見事な動きで、道を作り出すように二手に割れた。それだけで高い練度を誇っているのは一目瞭然だ。さらに言えば、その先に姿を現した人物には、揺るぎようのない統率力が備わっていると窺うかがい知れる。

　左右にずらりと並んだ神兵デウスたちの先には大理石を削ったであろう玉座らしき立派な椅子があった。そこへ悠々と座る人物は、豪ごう奢しゃなマントを羽織り、これまた優雅な礼装に身を包んだオジ様だった。

　歳の頃は四十代前半で、衰えを感じさせない精せい悍かんな顔つきをしている。

　灰色の瞳、髪、髭ひげを持ち、角ばった体格からこの男性が武人だと想像できる。だが、手には剣ではなく杖つえが握られていて、儀礼用らしき大剣を腰に帯びている。

　杖で大理石をカツカツと鳴らし、どっしり構えるオジ様の頭上には王冠が乗っていた。

　会場にいた傭兵プレイヤー一同が、ドッと沸く。

「あれ、王様じゃね？」

「ミケランジェロの王だな……」

　よく見れば、オジ様の右隣にはテアリー公の姿も見受けられる。逆側には長ちょう杖じょうを手にしたローブ姿のおじいちゃんもいた。

　どよめく観衆の中、スッと右手をあげる灰髪の王様。

「余よは、先駆都市ミケランジェロを統べる神人である」

　神人デウスという言葉に、会場にいた全ての傭兵プレイヤーたちがピクリと揺れた気がする。

　確か、クラン・クランの世界、ツキノテアでは神人が支配しているって設定だったな。その神人とやらが、目の前にいるオジ様ってことか？

「余の名は、灰はい王おうカグヤ・モーフィアス」

　そんなに大声を出したわけでもないのに、王の名乗りは頭に直接響くようによく通った。この場の誰もが、王の発言中は静寂を守る。

　情報が重要視されるクラン・クラン、それも一級傭兵プレイヤーが集まっている場だ。みんなが一言一句を聞きもらすまいと真剣に王の声に耳を傾けている。

「よくぞ参られた。力を渇望する若き、いや幼き人類諸君」

　厳めしく、低い声で嗤わらった王は、会場にいる全ての傭兵プレイヤーをゆっくりと見下ろす。

　だが、なぜか王は上を見上げ、何が気になったのか雲一つない空を凝視し出した。

「……この場を整えてくれた賢人殿に感謝を捧ささぐ」

　そのまま晴天を見上げる灰王。

「どれ、同胞にも此こ度たびは楽しんでもらわねば。神兵デウスよ、我らが力を友に証明し、踊り相手になってさし上げろ」

　挨拶や口上を中断し、王は自身の周囲を固める神兵デウスへ唐突にそんな命令を下した。

　すると長杖を持った神兵デウスたち４人と、王の傍らにいたローブの老人がサッと宙空へその身を躍らせた。

　ビュンッと風を切って空飛ぶ神兵デウスたちに、俺たちは度肝を抜かれる。さらに彼らは各々が手にした杖から、爆炎や氷塊、竜巻、稲妻を何もない空へと放出し始める。

　異なる属性の魔法が連続で放たれ、そのすさまじい威力を目の当たりにした傭兵プレイヤーは、その光景をただ見つめることしかできなかった。

　俺たちが扱う魔法とは別次元の規模感、そんな特大魔法はなぜか見えない障壁にでもぶつかったみたいに歪ゆがみながら消失していく。

　空模様は不自然に揺れ、まるで青空が水面となり石を落とされたように波打っている。

　あの揺らめきはどこかで────

　俺は記憶を呼び覚ます。

　そうか、あの空間の歪みの正体はミソラの森の空だ！

『宝石を生む森クリステアリー』への入り口もあのような結界じみた魔法が施されていたはず。であるなら、ミソラさんが攻撃を受けている可能性が高い。

　そこまで予想できたと同時に、俺はミソラさんの安否が気になった。ＮＰＣとはいえ、お世話になったミソラさんに危害を加える王に対し、憤りも覚える。

　だが、灰王は上空の嵐のような魔法攻撃など意に介さず、俺たちへの語らいを再開した。

「宴とはすなわち、至極の馳ち走そうを食し、美酒を片手に武勇伝に酔いしれることを指すのか。それとも美しき剣舞を堪能し、美姫の膝元でしばしの安寧を夢見、踊り明かすのか」

　上空で魔法を連発する神兵デウスに見み惚とれている傭兵プレイヤーたちへと、王が問い掛けた。

「傭兵プレイヤー諸君に問おう！」

　視線が集まったところで灰王、カグヤ・モーフィアスは挑戦的に口角を吊つり上げる。
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「そんな腑ふ抜ぬけた傭兵プレイヤーは、果たして戦えるのだろうか。雇う価値はあるのだろうか、と」

　そして玉座より立ち上がり、腰にさげていた儀礼用の装飾大剣を厳かに鞘さやから抜き放つ。

　その堂々たる所作は、一つ一つに隙がなく、まさに王そのもの。

「此度を契機に、我が都市は妖精殿たちと親睦を深めるため、基金をより多く集める方針を考慮しておる」

　具体的には──と、王はいっそう声を低くしてから語る。

「『先駆都市ミケランジェロ』の税率を５％から10％に引き上げようとな」

　ん!?　それはつまり傭兵市場プレイヤーマーケットとして活用してるミケランジェロの『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』の税率を上げるってことか？

　は……？

　10％に増税とか、俺のポーションの売れ行きが下がるだろ!?

　買い手は５００エソの物を買う時は５５０エソを払い、売り手は５００エソの売り上げから50エソも取られるとか……どんな地獄だよ!?

「しかし、傭兵プレイヤー諸君にも選択肢を与えよう。我が都市にいる傭兵プレイヤーたちが精強であれば、妖精殿たちを守るための共同兵器を大量に作る必要性は皆無だからのう」

　んん……妖精たちの安全を確保するための共同兵器開発、その資金源として税率を上げると……うーん？　そういえば現実の方でも日本と妖精郷フェアリムが、超次元的な自衛兵器を共同開発するとかじゃなかったか？　妖精たちが生み出す核兵器の元プルトニウム、『黒い花の幻晶核プルトニア・クリスタ』を使用してどうたらって……。

　これってまさか、またもや現実が変化する兆候なのでは!?

「我らが『先駆都市ミケランジェロ』に与くみする傭兵プレイヤー諸君よ、力を示せ」




：イベントクエスト発生：

：【クエスト名】黄昏に染まる玉座（王の間）：

：【クエスト達成条件】灰王の討伐、もしくは夕刻まで傭兵プレイヤー側の生存：

：【クエスト失敗条件】傭兵プレイヤー側の全滅：

：【クエスト報酬】灰王の討伐者には『先駆都市ミケランジェロ』の支配権が贈られる：

：【ワールド報酬】夕刻まで傭兵プレイヤーが生き残った場合、税率は上がらない：




　王はおもむろに剣の切っ先を神兵デウスたちへと向けた。

「ここにいる青い鎧に身を包んだ兵士たちは、まだまだ兵士の器ではない。神兵デウスになるための修練兵とでも言うべきか」

　つまり奴らは、見習い神兵デウスということなのか。

「彼らは【下等神兵フェミ・デウス】。実力は神兵デウスの４分の１以下に過ぎんが、諸君らにはそれでも脅威に見えるかもしれんな」

　ふむ。街の治安を守りＰｖＰを見張る圧倒的なＮＰＣではなく、俺たちでも戦える相手だと。

「普段、余は王城の最奥、謁見の間から出はしない……そして、此度の宴が終わり、貴君ら傭兵プレイヤーたちが城の中枢区域に土足で踏み入るのであれば……」

　王が言葉を一旦区切ると同時に、見習い神兵デウスたちがザッと武器や盾を一斉に構えた。

「諸君を敵とみなし、真の神兵デウスらが排除しにかかるだろう」

　成長途上である神兵デウスたちの動きに満足したかのように、鷹おう揚ように頷うなずく灰王。

「いわば、傭兵プレイヤーの諸君からしたら、高難易度のダンジョンそのものになるかのぉ」

　しれっとそんなことをのたまう王を見つめながら、傭兵プレイヤーたちは次々に武器を装備ストレージから呼び出していく。

　もちろん俺も小太刀【諫いさめの宵よい】を左手で構え、右手にはペイント装備、『射いろ筆』を握った。

　この場にいる誰もが気付く。

　これは、妖精たちとの親密度を示せた特権階級者にのみ与えられた限定クエストだと。

「何が言いたいかと申せば、聡そう明めいな諸君は既に理解したと見受けられる」

　王と見習い神兵デウスに対たい峙じするは、完全武装に身を包んだ一級傭兵プレイヤーたち。

「すなわち、ミケランジェロの王はここに」

　ミケランジェロの王を殺して、誰がその玉座につくのかって話で……。

　今だけはダンジョン攻略をする必要もなく、さらに王を警護するのは下等神兵フェミ・デウスばかり。

　そう、今が千載一遇のチャンス。

「……人間の力、性さが、欲望……」

　灰王モーフィアスはフッとせせら笑い、瞳を閉じた。

「人間50年とはよく言ったものだ……下天の中であがき続けた人の可能性は、悠久の時の中でどれほど育まれたのか。その答えを余の前で示してみせよ」

　そして王は、上空へと微笑みかける。

「妖精殿、我らが奪われる時代は終わった。たとえ、いかなる蛮族が襲い来ようとも我らは断じて屈せず、我らが友と手を取り合い、守り抜く。そして、余にはそれを誓約できるほどの力があると、空の舞踏場でも証明してみせようぞ」

　王は剣を灰色の石畳にジャリンと突き刺し、再び玉座へと腰を落ち着ける。

　下等神兵フェミ・デウスを突破しここまで辿り着いてみせよ、雑兵共が。それまで、この地に刺した剣を握るに値しない。下等な存在どもに備える必要などないのだ。

　そんな王の意志は、ひしひしと俺たちに伝わってきた。

　つまりはガチでかかって来いと。

　そして、もちろんこちらプレイヤー側も闘志が膨れ上がっていく。

　支配権奪取の好機が目の前にあるのに、誰がこの胸の高鳴りを抑えられるだろうか。

　傭兵プレイヤーなら……この傲岸不遜な王に挑まずにはいられない。

「さぁ、もはや語る言葉は無し。そなたらにとって、真まことの宴うたげを始めようではないか」

　王の合図に、会場の周辺に配置されていた下等神兵フェミ・デウスたちが動き出す。

　この時のために、青き鎧を纏まとった神兵デウスたちは俺たちをぐるりと囲んでいたのか。

「うわあああっ」

「やべえ！　こいつら強いぞ！」

「俺はやってやるからな！　うおおお！」

　傭兵プレイヤーたちの悲鳴と怒号、鬨ときの声が舞踏会場を揺さぶった。

　傭兵プレイヤーたちの命キルをかけた、壮絶な踊おどりが始まった。




◇




　こういう王道的な展開は好きだが、俺は敢えて前線には出なかった。

　なぜなら俺のLvは６と低いし、ワンパンの危険性もあるからだ。なので、しばらくは会場の隅っこにミナや茜ちゃん、ジョージを引き連れて逃げに徹する。

「まずは様子見ねぇン。あっちの方が安全かしら……ってちょっと何すんのよ！」

　俺たちを呼び止めようとしたジョージは、背後から襲い来る傭兵プレイヤーに裏拳をかましていた。

「ぐはっ！」

　ジョージの鉄拳に傭兵プレイヤーは秒で倒れたが、似たような傭兵プレイヤーがどんどん押し寄せてくる。

「傭ク兵ラ団ン『サディ☆スティック』の副団長様がいるぞ！」

「鉄血ジョージ！　俺らがこの場で勝ったら輝剣アーツを安く売ってくれや」

　群れる傭兵プレイヤーたちの正体は、こすっからい人たちだった。

　どさくさに紛れて、嫌がらせにも近い取引を持ちかけてくる輩はざっと６人はいる。

　ジョージに加勢したいが二人の仲間を見て迷う。しょっぱなから茜ちゃんやミナを戦闘に巻き込むのは気が引けた。かといって俺が別行動をしてバラバラになるのもまずい。

　特に茜ちゃんはＰｖＰ未経験だから、きっと嫌な思いをするかも──

「あのタロちゃん……私のことは大丈夫だから、ね？」

　トワさんは敏感に俺の思考を悟ったのか、どこか寂しそうに笑う。

「タロちゃんは私なんかより強いんだから。私に構ってないで、好きにしてね？」

「いや、トワさん……そんなことは……」

　できないよ。

「タロちゃんのフレンドさんにも迷惑かけちゃうし、いいから」

　そう言って無理に造り笑いを張り付ける茜ちゃんは、教室でいつも周囲に気を配っている茜ちゃんと同じで、だからこそ、俺はその悲しそうな顔を吹き飛ばしたくなる。

　いつも彼女には本心から笑っていてほしくて。

　彼女が笑えば、俺も嬉うれしい。

　ヒトの、心からの笑顔を作るのは、同じくヒトの笑顔なんだって……それを教えてくれたのは彼女で、だから大好きな人へ、自分なりの精一杯の微笑みを送る。

「楽しいよ！　こうやってピンチを切り抜けるのも、一緒にトワさんと逃げるのも！」

「えっ？」

　そう言って俺は最近開発した特製仕様のケムリ玉を地面に投げつける。

　バフンッと音を立て、瞬時にして周囲は灰色の煙に包まれてゆく。

「だから、迷惑なんかじゃない。これがクラン・クランの醍だい醐ご味みだし」

「そ、そうかな……？」

「トワさんは俺がいて迷惑？　一緒に逃げ惑うのもスリリングで、ちょっとドキドキしたりしない？」

　ハッとする茜ちゃん。

「それはっ……そうかも？」

　次にクスッと笑って口元を押さえる彼女は、どうやらまた一つクラン・クランの楽しみに気付いてくれたようだ。

「あははっ。タロちゃん、ありがとね！」

「いえいえ！　さあ、ミナと３人で逃げるぞー！」

「はいです、天使さま！」

　さて、俺が使った特製ケムリ玉。その名も『亡者の香り玉』という。

　これは『夕雲吹く玉』と、スケルトンから抽出した『透明な灰暗色スケルトン・ダークグレイ』を合成して創造されたアイテムなのだ。




『亡者の香り玉』

【死人の灰が練り込まれた玉。透明度の高い灰色の煙は、意志を失って彷徨さまよい歩く骸骨の匂いをまき散らす。煙の範囲内にいればLv４以下のアンデッド系モンスターに、こちらから攻撃をヒットさせるまでは気付かれなくなる】




　正直に言えば普通の『夕雲吹く玉』の方が遥かに煙の色が濃いため、これは姿をくらますのには適してない。しかし、今は自分たちの隠れる場所を模索しなければいけない状況下で、完全に俺たちの視界を塞ぐのは悪手。ゆえにこの『亡者の香り玉』なのだ。

　まあ他にも理由はあって、アンノウンさんからもらったアクセサリ【曇天流し】のマントは灰色と同化し、透明化の効果を発揮する。つまりマントを目一杯に広げ、ミナと茜ちゃんとくるまれば、なんと灰色だらけのこの戦場で俺たちの姿は忽然と消えるのだ！

　ちょこっとはみ出て、足とか腕とかかすかに見えちゃってるけど、そこは誤差の範囲内で、うん……柔らかい。

　頭が、クラクラする……この状態を長くは続けられないな、うん。

　そしてなぜジョージの助太刀に入らず、逃げの一択を取ったかと言えば……俺は無言でサムズアップを送ってくれた友に絶対の信頼を寄せているからだ。

「これだけの人数を相手に、さすがの『鉄血ジョージ』もびびるしかねえか？」

　集団の先頭にいる傭兵プレイヤーが自信ありげに問う。

「うフンッ☆」

　敵の言葉をジョージはあっさりと鼻息で吹き飛ばした。

「あなたたちみたいな奴のことぉン──」

　にっこりと、分厚く紅い唇が弧を描く。

　そして濃ゆいピンク系のアイシャドウに彩られた両目が歪む。

「タマなしって言うのよぉン♪」

　それはそれは、不気味な笑顔のジョージだった。

　多勢に無勢を決め込む相手に心の底から侮蔑しきった笑みをたたえ、ジョージはピンクレオタードハイレグ姿で真っ赤なムチを取り出した。
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　邪悪な蛇にも似たそのムチの先端が鎌首を持ちあげた瞬間、即座に先頭の傭兵プレイヤーの首に巻き付けられた。彼はギョッと目をむき驚き慌て、自分の首をかきむしるようにムチへと両手を伸ばすが、きつく巻き付いて解けない。

「なっ！」

「そんな根性なしには、お・し・お・き」

　ジョージはムチを絡めたまま振り回し、怪力まかせの大立ち回りを演じた。ムチの先端に捉えられた獲物プレイヤーがいい重りになり、それに衝突した敵は何かが折れるような音を響かせ吹き飛んでいく。首を絞められた傭兵プレイヤーがボロ雑巾になれば、また新たな敵をムチに巻き付け、けん玉ブンブン丸と化す。

「ぎゃあああああ！　嵐がっ、ピンク野郎の嵐に巻き込まれるなあああ」

「やっぱつぇえよこいつ！」

　なんだか心配していたこちらがいたたまれなくなるほど、阿あ鼻び叫きょう喚かんの図を作り上げている。

　ジョージが敵を蹴散らしている隙に、俺たちはできるだけ会場の隅にあるテーブルへと近づき、テーブルクロスをめくってその下に隠れた。

「……………」

「…………」

「…………」

　なんとなしに、その場にしゃがみこみ無言で互いに顔を見合わせる全員。

　脳裏に焼き付くは、ジョージ無双。

「……私、あの人にムチスキルを教わった方がいいのかな？」

　茜ちゃんの疑問に即レスしておく。

「いや、それはやめておきましょ？　人間に戻れなくなるかも──」

　俺の言葉の先を引き継ごうとする者は誰もいなかった。

「と、とりあえず戦況をチラチラと確認しよっか……」

　そろりとテーブルクロスを持ちあげ、会場内がどんな状況かを覗のぞけば、舞踏会場はさながら合戦のような賑にぎわいを見せていた。

　特に中央のジョージ無双が一際目立つ。ムチに巻き付けていた傭兵プレイヤーはいつの間にかまた別の傭兵プレイヤーへと変わっており、アフロを跳躍させながら戦うジョージはまさしくマリモの化身であった。

　一方、貧弱な俺と違い、腕に覚えのある傭兵プレイヤーたちは果敢にも下等神兵フェミ・デウスたちへと突撃していった。

「うぉぉぉりゃあああ！」

「つっこめえええ！」

　最前線でガチャリと大盾を地面につき、隙間ない壁を生み出したのは王の護衛を務める下等神兵フェミ・デウスたち。いわゆる密集陣形というモノだろうか。

　突撃を敢行する傭兵プレイヤーたちを受け止め、その強固な盾で逆に押し返し、『非力なムシケラ共が』とあざ笑うように弾はじいていた。

　その衝撃に耐えられず宙に身体を浮かせた傭兵プレイヤーを、淡々と槍やりで突き刺していくという、攻防一体型の戦法を見事な連携で実現させている。

　王の周囲を固める下等神兵フェミ・デウスたちは総勢20名前後だけだが、なかなかに守りは堅固なようだ。

「神兵デウスの４分の１って言っても、ビクともしねえじゃねえか！」

「だけどこいつら、攻撃力は全然高くねえな！」

「このまま押し込めばいけるか？」

　高みの見物を決め込む王はずいぶんと余裕そうで、ワインか何かを飲んでいる。

　やがて一人の傭兵プレイヤーがあることに気付いた。

「こいつら、カウンターはしてくるが、俺らが手を出さない限り攻撃してこないぞ！」

　それに続いて他の傭兵プレイヤーたちも頷く。

「そうだな。会場の外周にいる下等神兵フェミ・デウスはガンガン攻撃を仕掛けてくるようだが、王近辺の奴らは放置もできるってか」

　ふと、最前線で闘う傭兵プレイヤーたちは、ジョージ無双に躍起になっている戦場に目を向けた。その表情が神妙なモノから、腹黒い笑みへ変貌を遂げる。その顔を見て、俺はミケランジェロの支配権を持てる人間が限られているという事実に遅まきながら気付いた。

「ミケランジェロの支配権は俺たちがいただいた！」

　最前線で下等神兵フェミ・デウスたちと激しく斬り結ぶ傭兵プレイヤーたちは、王が未いまだに参戦する気配がないとみて、息巻いてはがなり散らす。

　誰かが叫んだその台詞が──

　もちろん、良からぬ事態を引き起こすトリガーとなった。

　下等神兵フェミ・デウスと戦う傭兵プレイヤーたちに、傭兵たちが襲いかかったのだ。

「ミケランジェロを攻略するのは俺たちだ！　やらせねえぞ！」

　誰もが当たり前のことに気付いてしまったのだ。たとえ下等神兵フェミ・デウスを、王を倒しても、ミケランジェロの支配権を手中に収めるのはごく一部の傭ク兵ラ団ンだということに。

　その気運が瞬く間に会場へ広がっていく。

　それは会場の外周部も同じらしく、包囲している下等神兵フェミ・デウスたちと必死に戦っていた傭兵プレイヤーたちが、背後から他の傭兵プレイヤーたちに襲われるのを遠目から目撃してしまう。

「そうだ、俺たちと徒党を組まねえか！」

「下等神兵フェミ・デウスどもは後だ！　後で討伐だ！」

「なっ、お前らふざけるな！」

「先手必勝！」

　あちこちで傭兵プレイヤーたちがグループを作り、傭兵プレイヤー同士で斬り合いを始める。

　いよいよ本格的にやばい空気になってきた。

　俺はそっとテーブルクロスを下ろして、ミナや茜ちゃんに向き直る。

「ねーね、タロちゃん……ゲーム内の出来事が現実化するって言ってたけどさ」

「え、はい」

　茜ちゃんが神妙な顔で俺に告げる。

「仮にこれが日本で適用されたらどうなるの？」

「えっ？」

「今、日本の消費税は５％だよね。偶然かもだけど、先駆都市ミケランジェロの【賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド】の税率も同じく５％だよ？」

「もし俺たちが誰一人クリア条件の、夕刻まで生存を達成できなかったら……日本の消費税率も10％になるってことですか!?」

「……日本は消費税を導入してから景気がどんどん悪くなったって聞いたけど」

「消費税だけが原因ではないと思いますが、税金が上がるのは辛いかも……」

「天使さま、単純に食費から計算してみましょうか」

「お、おう？」

　俺は即座に計算し終えて、血の気が引く思いだった。

　消費税が５％から10％に、２倍に上がる意味……それは多くの人間が苦しむ可能性が出てくると悟り、灰王にやめてくれと強く嘆願したくなった。

　例えばだけど、一人当たりの一日にかかる食費が１５００円だったとする。すると消費税は１５０円。つまり１５０円分、何かが買えたわけだけど税金のせいで買えない。

　日本の人口は１億３０００万人×１５０円＝約１９５億円分、物が売れなくなるってことだ。

　一日の食べ物だけでこれだけの金額になる。他の物の消費も圧倒的に下がるだろう。そうなると売る側、つまり働いている一般の方々や、大人の所得はどんどん下がる一方だろうが！

　大貧民格差社会の誕生だ。

「金を搾取できる人間だけが美味しい思いをする社会を作れそうだな。下手すりゃ先進国から転落か」

　んんん、まあそんな仮定の話なんか今は置いておく。

　目もっ下か、一番の問題なのは俺のポーションなどの売り上げエソが５％も下がるのが痛い。

　痛過ぎる！　しかも税金増がきっかけで、売れる数だって減るのは目に見えてるし……それだけはなんとしても回避せねば！

「俺は確信した。争っている場合ではない、と」

「えっ、でも……外はあんなに殺気立ってるし、私たちも戦わなきゃ……」

　茜ちゃんがだいぶ弱気な発言をしておられる。ならば安心させるべく、男らしく強気で行くべし！

「いいえ！　戦う相手が違います！」

　俺は鼻息を荒くし、堂々と宣言する。

「ここで殺キルし合う傭兵プレイヤーたちを説得します！」

「タロちゃん、無理だよ……あんな雰囲気じゃ誰も話なんて聞いてくれないんじゃ……」

「天使さま……わたしも今回ばかりはトワさんに同意見です。危険過ぎます」

「あはん♪　天使ちゅわんの言い分は正解ねぇん♪」

「「「ヒェッ!?」」」

　いつの間にか、ジョージが身をかがめて両膝を抱えながらテーブルクロスの下にもぐっていたことに俺たちはビックリ仰天だった。

　しかし友の帰還となれば歓迎せざるを得ない。

　おかえりジョージ。さっきはちょっと怖かったよ。

「それでぇん、作戦はあるのかしらぁん？」

　友の質問に俺は深く深く頷いた。

「作戦は『みんな仲良く！』です！」





12話　第五神位の教会騎士







　私の名はマギアクロン。

　誇り高き傭ク兵ラ団ン【神殿】の選ばれし【教会騎士キルヒェ・リッター】、等級ナンバー【第五神位フィフスト】にまで上り詰めた傭兵プレイヤーだ。

　巷ちまたでは詠唱と魔法発動を同時にこなす【速読の魔導士ヘルメス・クロン】なんて呼ばれているが、まあそれはどうでもいい話である。

　今日、私は優秀な部下21人と共に戦場の中を駆け巡っている。

　なんとしても我ら栄はえある【神殿】が『先駆都市ミケランジェロ』の支配権を奪取するために。そして邪悪な傭兵プレイヤーから初心者傭兵プレイヤーを守り、光の道へと導くのだ。

　それが【神殿】のトッププレイヤーとして目指すべき地点である。

　順調に他傭兵プレイヤーをキルし、有力候補をいくつか潰していた時にソレは唐突に現れた──

　ここは標高があるため時折、巨大かつ真っ白な雲がそのまま通る。だから最初は雲かと思ったが、その灰色の煙は明らかに人為的であるため警戒度を引き上げる。

「治癒士ヒーラーは解毒魔法の詠唱用意をするのだ！　毒霧の類いを警戒！」

「「「「了解です！」」」」

　部下へと呼びかけ、うごめき広がる灰色を睨にらむ。

　灰王カグヤ・モーフィアスの攻撃か？　そんな懸念は、灰の奥深くから黒いシルエットとして浮かび上がった何かを目にして戦慄へと変わる。それはヒュンヒュンッと鋭い音を鳴らし、極太の蛇が何匹も中空を舞うようにして、灰に吞のまれた傭兵プレイヤーを次々と絡からめ喰くっては動きを封じているではないか。

　まるで神話に出てくる九ヒ頭ュ大ド蛇ラのような振る舞いにゾワリと悪寒が走る。

　そいつの正体は……ピンクのレオタードを激しくひらめかせた──

　色黒細マッチョ、パンチパーマで化粧が濃ゆい……変態だった。

「……て、鉄血ジョージ」

　じわりと嫌な汗が額から流れ落ちる。

　数あま多たの漢オトコを泣かせ──鳴かせてきたという恐怖の超人外傭兵ノン・プレイヤー、ジョージ。かつては俺もその毒牙に……いや、今はあの時の悪夢を思い出してはならない。今の私はあの頃とは違うのだから。み、身も心も、つ、強くなったのである。

「あふぅうううううんっ☆」

　嬌きょう声せいという名の悪魔の轟とどろきを響かせ、天上天下唯我独尊の鉄血ジョージに……自然と一歩引いてしまう。

　いや、待て。あのオネェの後ろにはもう一人、女性傭兵プレイヤーがムチを振るっている？　なるほどアレで縦横無尽にムチがひらめいているように見えたのか……。

　そんな彼女を狙ってか、一人の傭兵プレイヤーが灰の嵐へ突貫を挑んだ。が、しかし、鉄血ジョージはいつの間にか素手での応戦スタイルへとシフトし、剣を振りかぶった傭兵プレイヤーへと向き直る。

　敵の攻撃をどういなしたのか不明だが、徒手空拳で滑らかに相手の身体を宙に浮かせ、ぐるんっと一回転させた上で、地面へ顔が激突した瞬間を狙って腹パンを放っている。

　オネェの一撃をもろに受けた彼は、その身体が紙ペラみたいに吹き飛んでいってしまう。

「あめえんだよ、軟弱野郎が……」

　気のせいか、オネェの口から野太く低いイケボが出ていたような……。

「なかなかあちきを女にさせてくれる、いい漢オトコがいないのが残念ねぇン」

　幻聴であった。今は鼻息荒く上空へと顔を向け、しなった裏声で雄叫びを上げている。

「漢オトコ漁あさり、たぎるわぁん！」

　そしてピンクレオタード姿の鬼神が右手で天を指し、左手で地を指し、獰どう猛もうに笑う。

　そう、オネェが何かを予言するようにして空を指した瞬間、眩まばゆい閃せん光こうが天より降り注ぐ。

　あまりの光量に耐えられず、思わず目を閉じてしまう。

　栄えある等級ナンバー【第五神位フィフスト】を持つこの私が、一瞬でも無防備な瞬間を迎えるなど一生の不覚である。

　そうして数すう瞬しゅん後ご、誰もがその鮮烈な光の正体を仰ぎ見れば──

　オネェの指さす天空には一人の変態が──ではない。

「くっ──あれは『白銀の天使』か……」

　私は最近まで彼女に他意はなかった。だが、崇高なる我らが【神殿】の勧誘行為を不当に妨害したとの連絡を受け、今では制裁対象に認定している。しかも彼女は妖精を引き連れており、どのようにして親睦を深めたかを秘匿している。

　情報の独占は許されざる罪、初心者にも全てを平等に開示するといった【神殿】の基本方針と真っ向から反する彼女の在り方は感心できない。

　ましてや、あれはなんだ？

　吹き抜ける風を纏まとい、青い大空から悠々と下降してくる現象は前代未聞だ。

　視界が灰の霧に包まれ、鉄血ジョージの奇襲が加わり、閃光が走ったことで傭兵プレイヤーたちの動きは一瞬だけ鈍る。その、時を止めたに等しい隙を狙い彼女は言ったのだ。

「戦ってください！」

　蒼そう穹きゅうのドレスをヒラヒラとはためかせ、彼女は我々に何かを訴えかける。

　空飛ぶ少女の出現に、誰もが目を奪われただろう。

　注目を集めるために良く練られたデモンストレーションだ。私はそれを、注意を逸らすためのブラフと読み、部下たちを警戒態勢に移行させておく。

「な、なんだ!?　あの子は……空から舞い降りた、天使？」

「あ、天使どんでごわす。なんかゴージャスな妖精を連れてるでごわす！」

　吞のん気きにも歓声をあげる傭兵プレイヤーを見下ろした『白銀の天使』は再び同じ文言を繰り返した。

「戦ってください！」

　無様にどよめく傭兵プレイヤーたちを尻目に、貴殿の狙いは何だ？　と首をひねる。

「なんなんだ、あの天使は……ＮＰＣなのか？」

「戦えって……言われなくとも、戦ってるよなぁ」

「そうだ、続きをやろうぜ。おれはてめえが許せねえ」

　いつ上空から攻撃を仕掛けられるかわからない状況で、傭兵VS傭兵ＰｖＰを始めようとする愚か者共はスルーし、彼女は早口で再び天啓を下す。

「神兵デウスと！　戦ってください！」

　彼女は……何を言ってるんだ？　私の内心を代弁するかのように、周囲の傭兵プレイヤーたちも首を傾げ始める。

「神兵デウスに負けたら装備を一つ奪われます！」

　それなら、装備を切り替えればいい。取られても問題のない装備に。

「取られても問題のない装備をつけて、勝てる相手なのですか？　みなさんの周りにいる傭兵プレイヤーは、それほど余裕を見せて戦える相手なのでしょうか！　そもそも、そんな手抜き装備では王どころか下等神兵フェミ・デウスにすら勝てません！」

　ほう、確かに一理ある。私と同じく、彼女の言葉に意味を見出した傭兵プレイヤーらが一旦は武器をおろし、互いに顔を見合わせ始める。

「みなさんで協力して、下等神兵フェミ・デウスと戦ってください！　下等神兵フェミ・デウスの数はおよそ60！　対する傭兵プレイヤーの数は２００以下です！　このままでは王に到達する前に全滅です！」

　明確な数字を出して、危機感を煽あおる天使に私は素早く思案をする。

　下等神兵フェミ・デウスは傭兵プレイヤーの約４倍の強さを誇るため、単純計算でも傭兵プレイヤー側は４倍近くの戦力、２４０人以上いなければ勝てない。つまり生存する傭兵プレイヤー全員でかかっても厳しいと理解してしまう。

「その数、本当にあってるのか？　信用できねえなあ」

「あーでも、冷静になるっぽ。天使ちゃんは空から数えたのかもしれないぽ……？」

「噓うそであんなに必死になれるか？　ってか、傭兵プレイヤー側の数が激減し過ぎだぞ……」

「じゃあ、傭兵プレイヤー同士仲良く神兵デウスと戦えってか？」

「おいおい、王を倒した傭ク兵ラ団ンがミケランジェロの支配権を握れるんだろ？」

「今更、協力するっていったって報酬の配分はどうなるんだよ？」

　尤もっともな意見を口々にこぼす傭兵プレイヤーたちに、私も無言で賛同しておく。

　共闘をする意味がないのだ。

　仮に都市の支配者となった傭ク兵ラ団ンが現れたとして、その恩恵に他の傭ク兵ラ団ンは関われるのか？　また、協力の条件として支配権の旨味を共有すると約束を交わしても……こんな戦場での口約束が守られる保証もない。

　支配システムにしたって、実際にどこかを統治している傭ク兵ラ団ンが既にいるわけでもないから、どんなものなのか具体的にはわからない。

　全くの未知なのだ。

　疑念と困惑、非難の視線が無数に彼女へと突き刺さるが、少女の笑みは咲き誇る。

「何もわかりません！　でもその方が面白いでしょう？」

　それは悪魔の囁ささやきだった。

　見目麗しい、天使と見まがうほどの彼女がこぼした言葉は、どうして私たちがクラン・クランに魅入られたかを完全に理解している者の台詞だ。

　そう、確かに未知というのは面白いのだ……。

「報酬配分や、結果はわかりません！」

　あまりにも無責任で自由な返答、その真意に気付けぬ愚か者たちはポカンと口を開ける。

「未知です！」

　おい、話にならねえじゃねえか。と、そこかしこでヒソヒソと呟つぶやき始める傭兵プレイヤーたちにめげず、彼女は傍にいた妖精に何やら話しかける素振りを見せた。

　見せつけたのだ。

　妖精は彼女の意を汲くみ、クルクルと回転しては風を芽吹かせ天使をゆっくり飛ひ翔しょうさせる。

「風妖精が風シ乙ル女フに進化して、こんなに仲良くなれて、空を飛べることも未知なるものでした！」

　この発言と、ヒラヒラと舞う彼女を見て、今更ながらハッとする人々。

「わかりきったものがそんなに楽しいのですか!?　約束された利益を保証され、戦いを挑む。それが冒険なのですか!?」

　冒険の先が、誰かがまだ踏破していない未知の領域、まだ見ぬフィールドだから……まだ知らぬアイテムや武器が眠り、未知のモンスターが待ち受けているから……。

　ワクワクするのだ。

　そしてそれらを他と分かち合い、情報の貴重さや価値を高めるには、ある程度の未知が必要不可欠であると……こんな単純な事実に私までもが今更ながらに気付かされた。

「私たちが求めてきた未知の冒険は……確かな結果や情報を元に、回収するだけの作業だったのですか!?」

　情報が流出し、わかりきった世界。作業ゲーになりがちなゲームたち。

　でもクラン・クランは未知との遭遇こそを主題とし、それを自由と謳うたい、全ての攻略サイトを閉鎖させるという力業を運営がわざわざ行使している。

　攻略サイト、攻略本付きの世界じゃ物足りないから、みなもここに惹ひかれたのであろう。

　なんでもアリで、リアルに息づき、変化しうる世界だからこそ。

「もし、ここにいる傭兵団誰かがミケランジェロの支配権を獲とったのなら……」

　両手を広げ、朗らかに彼女は微笑む。

「奪えばいいのです！」

　ハハッと、こちらまで思わず笑みがこぼれてしまう。

　支配権を奪えるシステムがあるかなんて不明だ。適当な発言だと誰もが気付いている。

　だが、全滅して終わるよりもこの場の全員で未知を解明し、冒険の先端を切り開く先駆者になれと、そっちの方が面白いだろうと、彼女は語り掛けたのだ。

　ここで頷うなずかなければ、ここにいる価値のない傭兵プレイヤーだ。

「このままでは……最後に残った者が、下等神兵フェミ・デウスたちに装備を剝奪されるだけの余興になります！」

「……確かに、そうだな……ここは後先考えずに、協力するか？」

「マジ後先考えず、ガチで今を楽しむ。マジでいいんじゃね？」

「支配権なんて後でぶんどり返せばいい。傭兵プレイヤーらしいじゃねえか」

「戦いが終わり、また次の戦いがくる。胸が躍るな」

「こんな老骨ですら、高揚感が収まらんのじゃ。若い衆も気合を入れるのじゃぞ」

「あんなちっちぇえ子が身体張ってるんだ。ここは同盟といこうか」

　彼女の意見に賛同する声が、さざ波のように最前線へと広がってゆく。

　ふむ。私は貴殿を快くは思っていないが、今だけは心を同じくしてやろうではないか。

「敵は傭兵プレイヤーにあらず！　神兵デウスと戦ってください！」

　そして、場の空気が変わったのを確信した彼女はしっかりと宣言した。

　ここまでくれば『白銀の天使』に傾倒するように、場は喝采に満ちる。

「装備を奪われるためだけに、ここに来たわけじゃないぽぽぽッ！」

「馬車とか、高かったもんな！　このまま搾取されるのだけは御免だ！」

「うおおおおおおお！　天使ちゃんのお願い、聞き遂げるぜ！」

　鬨ときの声？らしき波が怒ど濤とうの勢いで戦場を揺るがす。

「戦場は広いので、このことを全ての傭兵プレイヤーに伝えに行きます！　それまでみなさんの健闘を祈ります！　俺が王戦に間に合ったら一緒に戦わせてください」

「おう！　任せておけ！」

「頑張るでごわす！　待ってるでごわすぞ、天使どん！」

　頼もしい傭兵プレイヤーたちの言葉を背中に受け、彼女は次なる場所せんじょうへと飛翔する。荒くれ者の傭兵プレイヤーたちに協力を求めて。




◇




　どうも、私だ。

　傭ク兵ラ団ン【神殿】の選ばれし【教会騎士キルヒェ・リッター】、等級ナンバー【第五神位フィフスト】マギアクロンである。

「みな、ここを死守せよ！」

　部下へと命令すれば即座に勇ましい返事が響く。

「「「了解です！」」」

　だが、その声には疲労の色が濃い。数も21人から今や７人にまで減っている。

　みな限界も近く、戦線の崩壊は免れない、というのが私の予測である。

「みなの衆、天使殿の言う通りにするでござるよ！」

「同盟だ！　今はとにかく生き残るために力を合わせるしかないぞ！」

【白銀の天使】による天啓の儀が終われば、傭兵プレイヤーたちはこぞって協力し合った。だが、全ての傭兵プレイヤーにその旨が行き渡る頃には、既に多くの者たちが下等神兵フェミ・デウスの牙に砕かれていた。

　もはや圧倒的に不利。誰が見ても、底力も敵方が遥はるか上、数ですら劣り始めた私たちは蹂じゅう躙りんされるばかりであるはずなのに──

「天使さまが見てる前で、不ふ甲が斐いない姿を見せられるか！」

「俺たちに続けえええ！　魔法や遠距離攻撃は、近接の俺らに当てないよう注意してくれ！」

　私を含め、誰一人として心は挫けてはいなかった。

　その理由はただ一つ。

「援護します！」

　戦場に似つかわしくない、凜りんと澄んだ音色が席巻する。

　そう、彼女がいるからだ。

　自らが最前線へと立ち、漆黒の軍服に身を包みながら金色に輝く本を手に、必死にみなを鼓舞している。その清らかな声が響けば、全員が目を奪われるほどに美しい。

「『力に飢えし者の心を満たせ、神血の恵みを汝なんじに与えん』──『神々性と光合成リヒト・アドヴェント』！」

　彼女の詠唱が終われば、天より飛来する幾筋もの光が周囲へと降り注ぐ。その流星群を受けた彼女の背後からは、黄金に輝く無数の稲穂が瞬く間に広がり、煌きらめきと共にその幻想はすぐに霧散する。

　神話の一端を垣間見るような光景を目にし、彼女が春の女神と言われても納得してしまいそうだ。




：【伝承：流星が囁く黄金の波トゥインクル・トゥワイン】が発動しました：

：『黄魔法：神々性と光合成リヒト・アドヴェント』により、【神血プルートゥ】属性が付与されます：

：３分間、全ステータス＋１００：




　３度目になる彼女が起こした奇跡……支援が終わると、本は霧散し砕け散った。

　この光景はまさに、ありえない。ありえないはずなのだ……。

　これほどまでに貴重かつ強力なアイテムを、今日見知ったばかりの傭兵プレイヤーたちに使用しているのは、傭兵プレイヤーとしてありえない優しさなのである。

　大いなる力がみなぎり、高ぶる気持ちと共に激しい罪悪感に見舞われているのは私だけではないはず。

　あのような幼き美少女に頼るだけの男に、成り果ててなるものか！

「下等神兵フェミ・デウスに有効な属性は【黄】【月】【太陽】の３つです！　黄属性のアビリティや魔法を持つ方々を優先して守って！　属性なしは俺の傍へ！　黄魔法での付与を行います！」

　妙なカメラを片手で振り回し、時に写真を真剣な眼差しで眺めて声を張り上げる『白銀の天使』は一生懸命であり……貴重な弱点情報を惜しげもなく他の傭兵プレイヤーに喧けん伝でんする姿はまさに聖女然としていた。

「一応、猛毒も効きます！　武器に毒バフをかけてほしい方は俺の方へ！」

　順々に彼女が筆のような物で、各々の武器に何かを塗布する。すると、彼らの相ぶ棒きは様々な色に発光し、違う物へと昇華していった。

「汚染竜の猛毒たあ、すげえぜ！　突撃だあああ！」

「すさまじい威力の付与魔法だぞ!?」

　まさに神に与えられし神器を見ているようだった。

　そして勇み特攻を仕掛ける傭兵プレイヤーたちもいれば、もちろん崩れ始める傭兵プレイヤーたちもいた。

「やべえ！　突破された！」

「フォローいく！　天使さまに下等神兵フェミ・デウスを近づけるなよ！」

『白銀の天使』は、もはや我々の旗頭だ。

　だが、守られるべき彼女は麗しき蒼そう天てんのドレスへ颯さっ爽そうと着替え、最前線へと飛翔してしまうのだ。

「フゥ、頼む！」

「あいあいさー♪　音色を弾ひき、風かざ色いろを弾き、敵を弾はじく、【暴嵐壁ハリケード】」

　素早い機動力で空を駆け、迅速に敵の勢いを風圧によって削ぐ。妖精を従え、みなを守る姿はまさに戦天使そのものだ。

　さらには無防備な身をさらし、上空からの敵情視察も厭いとわない。何やら妖精の風力で敵の遠距離攻撃を相殺しているようだが……それにしても見ていてヒヤヒヤさせられる。

「あちらの方の下等神兵フェミ・デウスが勢いを増してます！　援護を！」

　彼女の一挙手一投足に、みなが導かれている。あの【鉄血ジョージ】ですら、彼女の示す方角へとヌンチャク乱舞をかまし、【狩人の神シン】も敵を旋風のごとく切り刻む。

「マジでマジのやばいっしょ！　マジヘルプ！」

「若いくせに、すぐ音をあげるでない。情けないのぅ」

　悲鳴の上がる箇所へと目を向ければ、確かに危機的状況に陥っている。

「魔法スキル持ってるやつ、クソッタレな神兵デウス集団に一発でかいのぶっかましてくれ！」

「あいや待たれよ、生き残った魔法使いが少な過ぎるでござる！」

　私はすぐに声を張り上げた。

「ＭＰ回復まで持ちこたえてくれ！」

　もう、少しだ。私は魔法特化でスキルポイントを振っているため、他の傭兵プレイヤーに比してＭＰ回復力は圧倒的に早い。それでもこの戦況に追い付けない事実に悔しさを覚える。

　そんな私の目の前に一陣の風が吹き、見れば天より降臨した美少女がすぐ傍にいた。

「これ、のんでください！」

「こ、これは……？」

　譲渡されたアイテムは『森のおクスリ』という、可か憐れんな天使にお似合いの物だった。花のようなソレはしかし、効果は信じられない内容で思わず落としそうになってしまう。

「即時ＭＰ回復アイテムだと!?　そんな馬鹿な……しかも３回も!?」

　クラン・クランでは未いまだに即ＭＰを回復できる方法はないはず。それなのに、これほどの貴重なアイテムを惜しげもなく手渡す彼女はまごうことなき女神なのでは!?

　お礼を言おうとするも、彼女は既に違う傭兵プレイヤーへと翠玉エメラルドに煌めく何かを振りかけていた。

「おお、天使さま！　回復助かりました！」

　ＨＰがレッドゾーンに入っていた傭兵プレイヤーは、瞬時にして全回復を果たす。

　その奇跡を目にして、誰が驚かずにいられようか。

「天使ちゃん、さんきゅ！　っしゃあ、行ってくるわ！」

「頑張ってください！」

　額からこぼれ落ちる汗をぬぐい、死地へと赴く傭兵プレイヤーを笑顔で送り出す。

　そんな神々しい光景を見せられれば、誰も『もうダメだ』と言い出すはずがない。

「まだ、俺たちは戦えます！　ＨＰやＭＰが少なくなった人は俺の所へ！　回復します！　みんな、頑張ってください！」

　白銀に輝く長髪をなびかせれば、野太い野郎共の声が応える。

「「「うおおおおおおお！」」」

　確かに戦局は、目に見えて傭兵プレイヤー側が殲せん滅めつされかかっている。

　だが、誰よりも身を削り、財産を消費し、持てる全てを投げ出しているそんな彼女が！

　声を嗄からさんばかりに我々を応援してくるのだ！　この胸の高鳴りは、心の奥底より湧き上がる情熱はなんだ!?

　私は突き動かされる情動のままに雄叫びを上げる。

「うぉおおおおお！　天使ちゃん万歳！　『走れ、我が意思！　奔はしれ、我が命！　焦がせ、激情を以て虚空へ亀裂を生み出さん！』──【招雷サンダー】！」

　絶対に彼女をキルされてはならない、そんな使命感の元、私は黄魔法を連発する。

　死闘の最中、天より舞い降りた我らが戦女神モリガンよ。

　貴女様を制裁対象に入れるなんてとんでもない過ちだ。むしろ我が傭ク兵ラ団ンの庇ひ護ご対象、崇拝対象にせねばならない。

　そんな決意を胸に、私たちは女神の背中を追って戦場を駆けた。





13話　賢者の戯ざれ言ごとと王の領域







　傭兵プレイヤーたちの協力の元、どうにか下等神兵フェミ・デウスたちと渡り合えているけど、それでもジワリジワリと追い詰められていってるのを実感せざるを得ない。

「手持ちのアイテムが……もう残り少ないな……」

　そんな焦りに身を焦がしていると、不意に晃こう夜やが俺の肩を叩たたいてきた。

「おつかれさん、錬金術士殿」

「やっほ、空気を読むって状況じゃなくなってきたから、来ちゃったよ」

　隣には夕ゆう輝きも来ていた。

　ちなみに茜あかねちゃんはジョージと共にムチ祭りをやっているので傍にはいない。それでも目と鼻の先ではあるが……。とにかく彼女はジョージと一緒にいれば安全だろう。

「おう、二人こそよく踏ん張ってるな」

「はん、レベル６のお前が必死になってんだぜ、当たり前だろうが」

「それより宮みやノの内うちさんと上手くやってるみたいだね？」

「あはははははははー、レベルのことを言われると痛いな」

　茜ちゃんの話題を乾いた笑いでごまかせば、晃夜は厳しい顔でメガネをクイッと持ちあげ、夕輝も眉間に小さな皺しわが寄っていた。

「どうやらそれどころじゃないみたいだね？」

　おそらく、俺の様子から手持ちの回復アイテムが枯渇しそうになっているのを感づいたのだろう。

「さて、切迫した状況で、さらに不安を煽あおるようなことを言いたくはないんだがな……」

　晃夜は不意に視線を切り、上空へとその目を向けた。

「タロ……あんなに大きくてドス黒い雲なんて、あったか？」

　晃夜に言われ、隣にいた夕輝やミナたちが顔を上げる。俺も周囲に広がる空へ顔を巡らせてみると、ドス黒い雲が浮かんでいた。それはみるみると膨れ上がり、数瞬のうちに俺たちの視界を閉ざさんばかりに空を覆い尽くした。

「え、何アレ……なんか、やばそうなんだけど」

　その漆黒の塊が一瞬、白い光を帯びたと思った瞬間。

　鼓膜が破裂しそうな大音が脳を揺さぶった。ついで、眩まばゆい光があたりを支配し、見えるモノは全て白一色になる。同時にドンッドンッと連続音が鳴り響き、それに呼応して地面も激しく揺れた。

　思わず、恐怖と驚きょう愕がくで目をつぶってしまう。

　キーンッと耳鳴りが響き、しばらくするとあたりは異様な静寂に包まれた。

　空が黒くなったと思ったら光が走り、爆音と地面の揺れ。まさに天変地異でも起こったと錯覚する迫力があったのは間違いない。

　俺はおそるおそる、ゆっくりと閉じた目を開けていく。

　すると最初に目に入ったのは、傭兵プレイヤーたちが呻うめきながら倒れている光景。

　だが、その身体には傷一つなく、俺と同じで驚き身を伏せただけなのだろう。

　そして、こんな無防備な傭兵おれたちを襲ってこないなんて、下等神兵フェミ・デウスは何をしているのかと疑問を抱く。しかし、その答えはすぐに見つかった。正確には見つけられなかった、と言った方が正しい。なぜなら、さっきまで確かにいたはずの下等神兵フェミ・デウスたちが、消えていたのだから。彼らが立っていたであろう地面は深くえぐられており、黒い炭のようなモノだけが残っている。それは傭兵プレイヤーたちを見事に避け、まるで下等神兵フェミ・デウスたちだけを狙ったみたいな痕跡だ。

　そこまで視認して、どこからか焦げ臭い匂いが漂っていると気付く。

「うぅ……なんだったんだ、今のは……」

　ガチャリと音を立て、尻もちをついていた体勢から、夕輝が剣を地面に突き立てる。自らの剣にすがるように中腰になり、俺と同じように周囲を窺うかがう。

「落雷……雷が落ちた？　す、すごい数だよね……」

　しわがれた声で、夕輝が推測をこぼす。

「そうか、雷だったのか……」

　俺は無意識のうちに、戦場の上を支配する暗雲へと視線を向ける。

　きっと、こんな大それた魔法を使えて、下等神兵フェミ・デウスを一掃できる人物なんて、俺が知ってる限り一人しかいない。

　大空の蒼あおさをその綺き麗れいな髪色に宿し、とんがり帽子をかぶった魔法少女。

「あるれ、あれれ？　間違えて『雷蒼の逆鱗トールン』、落としちゃったみたいだわ、みたいだね」

　彼女は……派手に美空から登場するのではなく、いつの間にかそこにいたのだ。

　既すでに地へと足をつけ、目の前を悠長に歩いている。

　その足取りは軽く、ちょっと散歩しに来ましたといった体ていだ。そして、すぐ傍に転がっていた小さな石ころを楽しそうに蹴飛ばし、俺へと微笑んでくれる。

「タロちゃん、大丈夫かしら？　大丈夫だよね？」

　傭兵２００人おれたちが必死になって交戦していた下等神兵フェミ・デウスを、一瞬にして消し炭に変えた魔女。

　賢者ミソラが、杖つえを片手に現れた。




◇




　あたり一帯の下等神兵フェミ・デウスを一瞬で消し飛ばした賢者。

　ミソラさんは、彼女自身がもたらした破壊の惨状には一切の興味を抱いてない。

　いつもと変わらぬ様子で、こちらに微笑みかけている。そして、いつもと変わらぬ陽気な声音で俺に語りかけてきたのだった。

「タロちゃん、大丈夫かしら？　大丈夫だよね？」

　その唐突な出現もそうだが、彼女が起こした絶対的なまでの破壊の威力に、俺たちは啞あ然ぜんとしていた。

「タロ……キミ、なんだかとんでもない人と知り合いみたいだね？」

　俺よりも早く恐慌状態から脱した夕輝がヒソヒソと声をかけてくる。

「……なんだったんだ、今の」

　そんな夕輝の声に反応したのか、ノソリと晃夜が立ち上がる。

　その隣では、ミナが土つち埃ぼこりエフェクトを払うように膝をパタパタとはたき、すぐに俺の腕にしがみついてきた。そして、その顔を上げる。

　もちろんミナはすぐにミソラさんを発見し、ポソッと声に出してしまう。

「あ、賢者ミソラさんがいますね」

「なんだって!?」

「なに!?」

　夕輝と晃夜が驚きの声を上げると同時に、ジッと俺を見つめてくる。

「賢者ミソラって……」

「ミソラの森にいるって噂うわさされていた、賢者ミソラか？」

　そんな噂でしか存在を認知されていないＮＰＣと、いつの間に知り合いになった？　そう問い掛けてくる友人たちの視線に、俺は口ごもってしまう。

「あ……それは」

　しかも、話題の中心であるミソラさんが、こっちに近づいて来ているのである。

　みんなへの説明とか、どうしてこうなったとか、何が起こっているのかとか、なんて言えばいいのかわからない。

　それに、あたりで身を伏せていた傭兵プレイヤーたちも、徐々にその身を起こしつつある。まだ状況を把握しきれてない人も大勢いるようで、周囲をキョロキョロとしているのがほとんどだ。

　しかし、この状況は非常にマズイ。俺が賢者ミソラさんと繫つながりがあるなんて知れたら質問攻めの嵐になってしまう。

「さってさてータロちゃん。このわたしが友達であるタロちゃんに会いにきたのよ？　きたんだよ？　大丈夫かな？」

「……ＮＰＣと友達？」

　夕輝の疑問にも構わず、ミソラさんは固まる俺の頭へ何のためらいもなく手を乗せてきた。

　そして、優しい手つきでぽんぽんしてくれる。

「タロちゃん？」

　緊張の連続、気の緩みが一切許されなかった激戦。友人たちが飛ばしてくる疑惑の視線、急に現れた賢者さんの容赦のないスキンシップ。

「あう……あぅぁ」

　色々なモノが負荷となって、既に脳の処理能力を遥はるかに超えている。

　そして、ミソラさんの俺をなでる手つきが妙に気持ち良くて、一瞬、綺麗なお花畑が脳裏に浮かんできたほどだ。

　最近は頭をなでられたり、ぽんぽんされたりする機会が多くなったもんだなあ。

　リラックスしそうになる頭を振り、思考を放棄しそうになっていた俺はなんとか現実？に意識を戻す。

「ちょ、ミソラさん。す、す、すごい雷でしたね!?　び、ビックリしましたよ」

「あるれ、あれれ。タロちゃんもびっくりしちゃったのね。でも、タロちゃんも妖精も、元気そうでよかったわ。よかったよ」

　朗らかに笑う俺とミソラさん。

　それをなんとも言えぬ表情で見つめる、うちの親友たち。

「間違えて落としちゃったから、仕方ないわ、仕方ないね。でも、友人の次に挨拶をしなくちゃいけない面倒な相手もいるわね、いるんだよ」

　ミソラさんは、モノ言いたげな晃夜や夕輝たちを見事にスルーして、とある方へと顔を向ける。

　とりあえず、俺たちもそれに倣ならって視線を巡らす。

　そこには護衛の下等神兵フェミ・デウスたちを一瞬で排除された、灰王カグヤ・モーフィアスがいた。

　彼はおもむろに椅子から立ち上がると、儀礼用の剣を摑つかむ。そして、ゆっくりとした所作で一段高い壇上から、こちらへと歩み寄ってくる。

　一気に力を削がれたかに見えた灰王だが、そのような空気は微み塵じんも出さず、余裕たっぷりの威厳を全身から放っていた。

　そんな灰王の歩みを止めようとする者が突如として、湧き出す。

「チャンスだぞ！」

「ミケランジェロの支配権は俺たちのものだ！」

　下等神兵フェミ・デウスがいないのを好機と見たのか、落雷のショックから立ち直るのが早かった傭兵プレイヤー数人が王目掛けて切り込んだのだ。

　だが、灰王の握る儀礼用の大剣が一閃せん、二閃、三閃と空中を静かに薙なぐ。

「一撃!?」

「ッッッそんな!?」

　灰王の足は依然止まらず、ゆったりとしたペースで何事もなかったかのように歩み続けている。

　あとに残るは無謀にも王へと挑んだ傭兵プレイヤーたちの悲鳴のみ。

　飛びかかった傭兵プレイヤー３人は、一瞬にしてボロ雑巾のごとく切り裂かれた。

「言うも愚かなり、人の子よ……」

　灰王は苦々しげにそう呟つぶやくと、壇上から降りきった。

　その足を止め、傭お兵れたちを見回す。

「神の血すら流れていない諸君、人間が……余よに触れんとするその蛮勇、失笑に値する。褒めてつかわすぞ」

　もはや味方は全滅に近いはずなのに、その堂々たる佇たたずまい。すごい上から目線の物言いに誰もがピクリと反応するが、先ほど見せつけられた王の強さに押し黙る。

　だが、ここにいるのはまがりなりにも、高得点で会場入りを果たした一級傭兵プレイヤーたちなのだ。威圧だけであきらめる輩ではない。

　俺たちが灰王カグヤ・モーフィアスに向ける視線は怯おびえでも、戸惑いでもない。ただ、純粋に楽しみの一言に尽きるのだ。

　いよいよ、ボスのお出まし……そう、高揚感に満ちていたのだ。

　灰王を見つめる数々の視線は、下手に仕掛ければ一撃でキルされかねない攻撃力を誇るボスだと語る。続いて持ち合わせる思考は、どのように攻め込めば倒すことができるのだろうか？　どうすれば攻略できるのか？

　それが俺たち、傭兵プレイヤーなのだ。

「あるれ、あれれ。神の血ってそんなにすごいモノだったかしら、だったの？」

　そんな張りつめた空気をあっさりと裂くように、ミソラさんが灰王の前へフラリと出た。

「これはこれは、大空の守護者にしてエルフと魔人の賢徒、ミソラ殿ではないか」

　そんな彼女に、灰王は無表情で対応する。

「やぁはぁ、灰王くん。いや、全てを灰と化し、知力と神力の栄華を極めた『銀常国家ルクセンハーデン』を廃れさせた、廃王くんと言った方がいいのかしら？　いいよね？」

「古き日の話ではあるな……」

　ミソラさんの言葉に、灰王の目がわずかに細められた。

「キミには確かに神の血が流れているわ、流れているよ。でも、半分は人間の血だ」

　クラン・クランの舞台、『ツキノテア』。この世界の覇権は、竜族から神人デウスと呼ばれる者たちへと移った。確かゲームの設定はこんな感じだったと思う。

　灰王カグヤ・モーフィアスは、舞踏会後半の開始時に自分を神人と公言した。ミソラさんと灰王の会話の流れから察するに、神人というのは『神の血』とやらを半分受け継いだＮＰＣなのかもしれない。

「つまり、キミたちにも侵略者の血が、人間の血が流れているのよね？　いるんだろう？」

　一見、質問口調であるがこれは確認だ。賢者の問いに灰王は無言を貫き通している。

　だが、灰王の太い眉の下に光る双そう眸ぼうは鋭さを増し、意志の強さが窺い知れる。

「思い上がっているね、いるのかな。半神デミゴッドの身でありながら、本当に神にでもなったつもりなのかしら？　やっぱりそうなんだ？」

「半神デミゴッド……それを言うならば、貴君も定められた神々の系譜に属し、その末端に連なる者であろう」

　わずかに反発心を見せた灰王に、賢者は鼻で笑った。

「あるれ、あれれ。そっか、そっか……キミの能力は、わたしの名が系譜にある以上、わたしの考えまでは読み取れないのね、そうだったよ」

　よくわからないことを灰王に言うミソラさん。

「貴君はともかく、人間風情の考えなど容易く読み取れよう」

　灰王は賢者に続いて小さく嗤わらう。

　ただし、目だけは笑っていない。

「それってわたしたち相手じゃ、予期できないって言っているようなものかしら、そうだよね」

　なぜかミソラさんが、こちらに片目をつぶって小さく笑いかけてくれた。

　ジョージと違って、見事なまでに可愛らしいウィンクに惚ほれ惚ぼれしそうになる半面、二人の会話の意味が全く読み取れず困惑気味でもあった。

「何が言いたいのだ……貴君はよもや……」

「あるれ、あれれ。まさか、わたしがキミと戦うとでも思ったかしら、思ったの？」

　険けん吞のんな雰囲気を纏まとい始める灰王に対して、ミソラさんはひどく楽しそうに喋しゃべる。

「ならば、なぜ我が下等神兵フェミ・デウスたちを……」

「あれは、ちょっとした手違いだわ、手違いだよ」

　あっけらかんと、それで片付けてしまうミソラさん半端ねぇ。

「キミたちの力は十分に見せてもらった。確固たる強さだよ。その強さがあれば、人族に妖精を売り渡した過去の所業は、二度と繰り返されないわ。なさそうだね」

「ならば──」

　灰王がミソラさんに何かを言いかけたが、賢者は王の台詞を遮り、自分の言葉を優先させる。

「でも、それは武力面でならそう判断できたけど、精神面はどうだろう？　どうなの？」

　微笑をたたえる賢者に、灰王はここで初めて表情を大きく変化させた。

　神人にしてミケランジェロの王が、何かを思案するように俯うつむいたのだ。

「我ら神人が天より命じられたのは……この目でしかと人類の推移を見守ることだけ。共存と交配、可能性を吟味するに足るかどうか、その研究対象であるはず……」

「キミはそうでも、それはわたしが与えられた権限の範囲ではないわ、ないよ」

　権限？

　何の話をしているのだろうか。

　もしかしたら、クラン・クランでは各ＮＰＣに設けられた権限があり、その範囲が灰王よりもミソラさんの方が勝っているって言いたいのか？

「……寛容さ、か……」

　灰王が導き出した答えに、ミソラさんは満足がいったように鷹おう揚ように頷うなずく。

「なるほど……よもやそのような分岐ルートに辿たどり着いた者がおるとはな」

　得心した灰王は、一瞬だけ俺の方へと鋭利な視線を向けた気がした。

「さて、ここでキミが大人しくわたしが示す条件を飲んでくれるのなら、わたしも大人しく引き下がるわ、引き下がるとしよう」

　カツンッとヒビ割れた灰石の床を杖先で叩いた賢者は、王へと交渉を持ちかけたのだ。

「聞いてくれるかしら？　聞いてくれるよね？」

　灰王はまたも沈黙した。

　そして、王自ら持つ儀礼用の剣を一いち瞥べつし、その後ゆっくりとミソラさんの杖へと視線を移し留めた。それは自身が振るう剣技と、賢者の放つ魔法、双方がぶつかり合った時どのような結果をもたらすのか、その行く末を予想する素振りにも見えた。

「よかろう……申されよ。貴君の願いを聞き届けるかは、その内容によるが……」

「一撃」

　王の認可が下りたと見るや、賢者はすぐさま人差し指を１本立て、それだけを言う。

「この子たちが、一撃をキミに与えられれば。今回はこの人間たちに称賛と安寧を与えて」

　３度、ミソラさんの杖が会場の床を小さく叩く。

　その音は別段大きいわけでもなかった。だが、王と賢者の会話の成り行きを静かに見守る俺たちの間に、妙に深く響き渡った。

「……よいだろう。余が一人で行ゆく。このままでも人間ごときに後おくれを取りはしないが、一矢ぐらいはこの身に届きうるかもしれぬな」

　意味深な呟きと共に、灰王は右手で持っていた儀礼用の大剣をおもむろに左手へと持ち替えた。

　そして、王へと注目していた誰もが気付いた。

　王の頭の上に表示されている文字が『灰はい塵じん王おう、カグヤ・モーフィアス』へと変化したことに。

　そうして灰王の、いや、灰塵王の右腕から灰砂のようなモノが渦巻き始める。

　彼は右腕を垂らし、対照的に左手を高く据えた。その手に握る見事な装飾が施された美しい儀礼用の大剣、その切っ先を俺たちへと向けたのだ。

　それが合図だったかのように、不意にログが流れた。




：限定クエスト発生：

：【クエスト名】賢者と灰塵王の妥協点：

：【クエスト達成条件】灰塵王カグヤ・モーフィアスに攻撃を一撃でもヒットさせる。もしくは夕刻まで生存者がいる：

：【クエスト報酬】生死問わず、クエストを受注した全傭兵プレイヤーに10万エソ：

：【ボーナス報酬】王に攻撃を当てた者にのみ、称号『先せん塵じんを切る反逆者』が与えられる：

：【クエスト発生条件】賢者ミソラの好感度が60以上の傭兵プレイヤーが灰王と相対し、敗色が濃いと判断された場合、一度だけ発生する：




「す、すげえぞ。この場にいる全員に10万エソとか、運営も太っ腹じゃねえか！」

「そうか？　馬車購入で俺たちの懐が冷え込めば、市場にだって影響するだろ。現に武器や防具をしばらくは買う気は起きなかったしな。それの対応措置でもあるんじゃないのか」

「おいどん、お金が入るのなら純粋に嬉うれしいでごわす」

「金もそうだが、やっぱ目玉は称号『先塵を切る反逆者』だな」

「王に盾突く先陣を切る……反逆者ってか？」

「きっと特別な効果のある称号に違いないぜ」

　限定クエストに歓喜の声が上がる半面、クエストの発生条件に頭を巡らす傭兵プレイヤーたちのどよめきも広がっている。

「おいおい、この中に賢者ミソラと仲良しの傭兵プレイヤーがいるってか？」

「ＮＰＣと親睦を深めるとか、そんなイベント聞いたことないぜ」

「そもそも賢者ミソラってどこで会えるんだよ」

　そんな群衆の声をかち割るように、とある青年の声が凜りんと鳴る。

「秘匿クエストだろう！　言及すればそれなりのペナルティ、もしくはその貴重な機会が全傭兵プレイヤーに対し永遠に失われる類いでは？」

　あの人は確か────傭ク兵ラ団ン【神殿】の……ナントカさんだ。

　けっこう俺に対して強い当たりだった気がするけど、ここで俺をかばうような発言をしてくれるのは意外だ。

　彼の言に傭兵プレイヤーたちは各々の見解を述べ始める。

「なるほどね……やっぱり自力で発見しないと有効判定にならないんだね」

「早い話が、他人の口から情報を仕入れても何らかの方法で検知するってか」

「クラン・クラン……厳しいです」

　晃夜や夕輝、ミナの３人も、納得顔をしながら俺の方へと向く。

「それじゃあ人間たち、わたしの友人と妖精は頼んだわ、頼んだよ」

　最後に爆弾発言を落として、俺の頭をなでる賢者ミソラさん。我関せずといった態度で、ピューンッと風のように大空へとその身を飛ばし去ってしまう。

　その小さくなる姿を眺めながら思う。

　俺に集中した視線への対応はどうしよう、と。

　しかし、そんな懸念に囚われているのが許される状況でもないと俺はすぐに悟った。

「くるぞ！　は、灰塵王の攻撃が！」

　誰かの叫びが、俺へと注いでいた視線を王へと移らせた。もちろん、俺も王へと急いで目を走らせる。

　彼は左手に持った儀礼用の剣を大きく振りかぶっていた。

　シンプルに、大剣を投げつけてきたのだ。だが、その投とう擲てき力りょくが尋常でないほどのパワーを誇っているのは明白だった。

　まず、灰塵王の前面に展開していた一人の傭兵プレイヤーがその凶刃の餌食となった。

　胸からもろに剣は突き刺さり、背中へ易やす々やす貫通した。そして、剣の勢いはとどまらず、幾人もの傭兵プレイヤーを串刺しにしていく。

　５～６人が大剣に貫かれたまま剣が疾走する絵面は、串団子ならぬ人間串刺しだ。

　しかも最悪なのは、その恐るべき剣の矢はこちらへ一直線に飛んできている。つまり、俺たち目掛けて王の第一手が肉壁を蹴散らして迫ってきているのだ。

「まずいよ！」

「やばいな！」

　そんな緊急事態に気付いた夕輝が叫び、盾を前面に構える。晃夜は有無を言わさぬ動作で、俺を担ぎあげようとする。

「ちょっ、コウ！」

「間に合わないか!?」

　そんな慌てふためく俺たちの前に、【神殿】のナントカさんが不意に躍り出た。

「魔門破棄スペルチャージ、解放リリース！」

　彼はファサッとマントを翻すと声高らかに、何かのアビリティ名を発する。

「聖火を灯せし射い手てよ、巴ともえとなりて討ち燃ゆれ！」

　続いて流りゅう暢ちょうに紡がれる詠唱。

　そこから問題文を解くのに必要とされる時間をノータイムで魔法発動へと漕こぎつけ、杖を両手で前へと構える。

「『豪炎弓・三つ巴イグニ・キュラス』！」

　彼の杖から飛び出したのは、煉れん獄ごくを纏った１メートル大の３本の弓矢だった。

　紅い爆炎を纏った矢たちは、錐きり揉もみ回転をするように王の大剣へと真っ向から打ち放たれたのだ。

　王の剣と魔法の弓が、衝突するのにそれほどの時間は要しなかった。数瞬後、双方が見事にブチ当たり、小さな爆炎を発生させた。

　矢の威力が王の大剣の進行方向を大きく逸らす。だが、勢いはとどまるところを知らず、数人の傭兵プレイヤーへと突き刺さり、石畳の上で激しい音を響かせながらようやく動きを止める。

　彼の発した魔法のおかげで、俺たちは守られたと言っても過言ではない。

「なんか、詠唱から魔法発生までの速度がものすごく早くなかった？」

「あのスピードに合わせて、魔法の照準ポイントを完璧に調整できただと……？」

「あいつ、何者だよ」

　灰塵王の初手を見事に叩き落とした傭兵プレイヤー、ナントカさんは振り返った。そして、堂々とした佇まいで、俺をかばおうとしていた晃夜を押しのける。

「麗しの我が女神よ。どうかこの戦いを無事に終えられたなら、フレンドになっていただけないだろうか？」

　決戦を前に、すごくフレンドになれなそうなフラグをたてる台詞を、芝居がかった口調で語りかけてくる。そして彼は、貴公子を真ま似ねたかのような動きで跪ひざまずいた。

「どうか、御お手てを……」

　おもむろに右手をこちらに伸ばしてくるナントカさん。

　ん、戦闘前に有用なアイテムでもくれるのかな。それとも素材か？

　サッと差し出されたその手を、まじまじと見つめるが何もない。

「……我が戦女神よ。私の手を取り、フレンドの約束を──」

　微妙に赤面しつつも早口で、よくわからないことを言ってくるナントカさん。




　そんな彼の手を────急にミナがぺシッと叩き落とした。
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「キモいです」




　金髪少女がナントカさんに向ける視線はひどく冷たい。

　やべーわ。

　ミナさんにこんな顔された日には、俺、死んじゃうかも。

　神官幼女のちっちゃな手によって弾かれたナントカさんはといえば、時が止まったかのようにポカーンと自身の手を凝視していた。

　そして、明後日の方向を見て、フラフラと立ち上がる。

「まぁまぁ、神殿魔導士さん。そう落ち込まない」

「早い話が、チャンスはまだある」

　そんな彼に夕輝と晃夜がなぐさめを入れている。

　だが、ナントカさんは「そんなことを言えるのは、既にキミたちが女神とフレンドだからこその余裕だろうがぁああぁぁあああ」とむせび嘆いていた。

　なにアレ、怖い。

　だがあまりにも悲愴感漂う彼に、同情心が芽生えてしまう。

「え、えっと……その、別にフレンドぐらい……」

　俺が遅ればせながらフォローの言葉を入れようとした直後。

「天使殿、某それがしもフレンドをよろしいか!?」

「とにかくマジでガチで俺とフレンドしくよろ！」

「あ！　抜け駆けは許さねえぞ！　天使ちゃん、俺ともフレンドに！」

「ふぉっふぉっ。若者たちよ、まずは老人を敬い優先するのが上策ではなかろうか？」

　幾人もの傭兵プレイヤーたちがドッと押しかけてきた。

　ほわー、みんなやっぱりミソラさんの件が気になるのかな。ミソラさん効果、恐るべし。

　さすがのミナもこの勢いには驚いたのか、俺の腕にキュッとしがみついてくる。

「わっ、ちょ、えと……」

　しかし、背後にいる姉がコホンと咳せき払ばらいをすると、サッと人垣が引いた。振り返れば、目をこれでもかというぐらい細くして、周りを静かに威嚇していた。

「ふあおおぉおおおおん！」

　ナントカさんの悲しみ帯びた遠とお吠ぼえが響く。

　それに続き、王との戦端をとっくに開いていた前方の傭兵プレイヤーからも悲鳴が上がる。

「灰塵王くそつえええ!?」

「誰か、助けてっ」

　戦うべき相手を一瞬でも忘れていた、周囲の傭兵プレイヤーたちがその悲鳴にハッとなる。

「ぁー……ほぇー……」

　俺がついた小さな溜ため息いき。それは戦場なのに妙に浮ついた傭兵プレイヤーへの嘆息から、王への畏敬へと変貌した。

『灰塵王カグヤ・モーフィアス』。灰かい塵じんとは、跡形もなく砕け散ることであり、まさにこの瞬間をもって傭兵プレイヤーたちがそれを体現していた。

　儀礼剣を投擲してから、王が持つ武器はなくなったかと思われたが、それは大きな間違いだった。

　彼の右手に渦巻く、火の粒と灰が混じったような塵ちりは集束し、一本の大剣を模かたどったのだ。そして、何かのエネルギー体で生成されたみたいなその剣は、長さが一切不明だった。

　最初、遠目で確認した時は２メートルには届かない長さだと判断したのだが、今、王が振るった灰と炎の剣は７メートルの長さを優に超えていた。

　つまり、王は伸縮自在の両手剣で傭兵プレイヤーたちを圧倒していた。

「一撃だ！　一撃でもくらえば即キルだ！」

　王はその長大な剣をブンブンッと振り回し、幾人もの傭兵プレイヤーたちを撫で払うようにキルしていく。

　そう、普通はそんな大きな剣を振り回せるはずがないのだ。

　なぜなら傭兵プレイヤーたちを切り裂くにしろ、必ず一人一人への衝撃と重さが剣の動きを鈍らせるはず。なのに、そうはならない。

　灰塵王がその手に摑むは、無形の剣。

　揺らめく刃は灰と火花をあたりにまき散らしながら、傭兵プレイヤーたちの身体を通り抜け、広い範囲にわたって一気にＨＰを削り取ってゆく。

「おい！　武器の耐久値が一瞬でゼロになったぞ！」

「盾が、俺の盾が破壊されたあああ!?」

　武器や盾から、王の攻撃を抜けさせた傭兵プレイヤーは、わずかなＨＰを残せる代償として装備を壊されたらしい。

「避けるしか、ないのかっ」

　最も王に近い場所にいた前衛を担う十数人の傭兵プレイヤーたちは数秒のうちにして、キルされ尽くした。

　傭兵プレイヤーたちがさっきまでいた所には、わずかな灰を残すだけ。

　灰塵……まさに、大剣をもって敵を塵のように粉砕していく様は、灰塵王の名にふさわしい姿だ。

「マジかよ……」

「マジだね、ははは……」

　隣にいる晃夜と夕輝が乾いた笑みを浮かべている。

「あれ？　日ひ暮ぐれくんと朝あさ比ひ奈なくん!?」

　そこに現れるは、ジョージと一緒に傍へ参じてくれた、親友たちの名字を呼ぶ見目麗しき茜ちゃんだった。

「マジかよ……」

　どうか俺の口からこぼれ落ちた気持ちを許してほしい。こんな混乱の最中、さらなる混乱が待ち受けようとは……。

　前方にいた傭兵プレイヤーたちが消失したことにより王の周囲はぽっかりとした空間が空いたけど、俺の思考もぽっかり空白だ。

　しかし、次に王の猛威が降りかかるのは自分たちだ……と、息を飲んだ中衛に位置する傭兵プレイヤーたち、つまり俺たちの前方にいる彼らの叫び声が俺の意識を戦場へと引き戻す。

「遠距離攻撃ぽ！　そう、魔法だっぽ！」

「遠距離攻撃で一撃でも当てれば、クエストクリアだ！」

　その声はもちろん、王に届いていたはずだ。

　だが、揺らめく大剣を右手に握りながらも悠々とした所作で、静かに近づいてくる王は別段焦った様子がない。

　それが逆に、傭兵プレイヤーたちの不安をよりいっそう搔かき立たてる。

「『王の領域』……」

　そして灰塵王がそう呟いた瞬間、彼を中心に周囲10メートル程の半円形の蒼いエリアが一瞬だけ、エフェクトとして発生した。

　その範囲はもう少しで俺たちのいる位置に届くといったところだ。

　もちろん、王が突如として発動させた得体のしれないアビリティに対して恐怖の声がそこかしこから上がっている。

「な、なんだ!?」

「なんともないでござるか？」

　浮き足だつ傭兵プレイヤーたちをねめつけるようにして、王が視線を巡らす。

　そしてぽつりと独りごちた。

「お前と、お前、それとお前もか……」

　愉ゆ悦えつの含まれた王の声は、なぜか俺たちにも届いた。

「名前を覚える道理はない。灰になれば皆みな同じ姿よ……」

　王はおもむろに右手をあげ、渦巻く灰から新たに片手剣を数本形成していった。そしてその剛腕を振り下ろせば、３本の剣が傭兵プレイヤーたちへと飛ひ翔しょうしていく。

「うおっ!?」

「無む垢くなる風の踊り子よ、舞いてぇっとっつぁん！」

「悠久の狭はざみゃあぉぉっっ！」

　３名の悲鳴が戦場を走る。

　剣が突き刺さった傭兵プレイヤーたちは、誰もが遠距離攻撃を可能とする魔法使いであり、何人かは詠唱最中に剣で貫かれたので情けない声を漏らしていた。

「灰塵王どんは、正確に魔法使いを見極めたでごわすか……？」

「ガチで装備や服装から、マジで判断したってか？」

　周囲の推測に、ジョージや茜ちゃんがそれぞれの感想を出していく。

「相手を深く知ろうだなんて、いいオトコねぇん♪」

「すごい……あんなの、勝てっこないよ……」

　そしてミナは静かに灰塵王を見据え、詠唱の準備に入ろうとしている。

「ふう……」

　この状況ではゆっくり茜ちゃんや親友たちが話す時間はない。

　落ち着け、俺……今はボス攻略を冷静にこなすべきだ。

　王に屠ほふられる犠牲者は増すばかりだし、俺たちの番もすぐやってくる。ならば一か八かで、全員で総攻撃をかました方が、誰かの攻撃が偶然ヒットする可能性も高まるはず。

　必死に頭を巡らしていると、少し離れた場所から姉たちが近づいてくる。

「太た郎ろう、私たちは行く」

　姉は覚悟の決まった清々しい笑みをたたえてはいるが、その瞳には暗い炎の影がある。

　まるでそれは、蠟ろう燭そくの火が消え入る間際、最後に激しく燃え立つ時に見せるような雰囲気を感じさせた。

　そんな姉へ怪け訝げんそうに問い掛けるのは、姉と同じ傭ク兵ラ団ンのトムさんとジェリーさんだ。

「姉さんよ、弱点は見えたのかい？」

「ありゃあ、睡眠・混乱・幻惑・麻ま痺ひ、状態異常の耐性がかなり高いボスだぜぃ……今の俺たちレベルじゃ、状態異常アビリティも通用しなそうですぜ」

「全く以もって、見えないな。アレに弱点はないようだ」

　姉が無形の大剣を振りかざす王を厳しい顔で見つめ、泰たい然ぜんと答える。

「じゃあ、姉さんの称号の恩恵は受けられないっと」

「倒せそうにねえかねぃ」

　一撃を与えるどころか倒そうとしている『首狩る酔狂共』の面々に内心では驚く。さすが、ＰｖＰ最凶と言われている傭ク兵ラ団ンだけはある。

　そして、会話の流れ的に一つの疑問が浮かんだ。

「姉あねの称号？」

　思わず、そう口をついてしまう。

「あ、あぁ。妹ちゃんになら言っても構わねいか」

「姉さんの称号は『弱者の戦略ランチェスター』って言ってなぁ」

　強者の姉にはふさわしくない名前の称号だな。

「モンスターや傭兵プレイヤーの弱点箇所が、見えるらしい」

「で、そこに攻撃すると１００％クリティカルヒットするってえチートもんよ」

「しかも、同じＰＴに所属してりゃあ、俺たちにもその恩恵が回ってくるってわけよ」

　ニシシといたずらっ子のような笑みを浮かべながら、ヒソヒソと姉や自分たちの戦法を明かしてくれるトムさんとジェリーさん。

「傭兵プレイヤーの弱点は首って奴がぁ、多いぞお？」

　くいッと首を搔っ切る仕草をする二人は、なるほど確かに『首狩る酔狂共』だ。

「トム、ジェリー。無駄口はそこまでだ……太郎たちは私たちが突貫したあとに、一気に王を叩き伏せてくれ」

「待って、姉あね。姉あねたちの方が俺たちと比べて連携も個々の力も強いんだ。俺たちが先に行って少しでも王に対する壁になった方が、クエスト達成率は上がるんじゃないの？」

　俺の尤もっともな意見に、終始張りつめた空気を滲にじます姉が不意にふわりと微笑む。

　その緩んだ表情は、姉の心の温かさを伝えてくれる。

「可愛い弟を自分より先に死なせるなんて、姉の役回りじゃないわ」

　反論は許さない、と姉の気迫が言葉に乗って飛ばされた。

「ってなわけだぁな」

「そちらさんは、俺たちの屍しかばねを越えて敵の大将に大打撃を与えてくれや」

　姉の一言にトムさんとジェリーさんの後押しも加わって、俺たちは後続と決まってしまう。

　ならば、頭を切り替えて素早く次の指針を決めなければ。

　俺、晃夜、夕輝、ジョージ、ミナ、茜ちゃんの６人で顔を突き合わせ、すぐさま戦術を練る。

　短い時間でそれぞれのできることを言い合い、王へ一撃を浴びせるためだけの作戦を立案する。

「こっちわぁん、準備ＯＫよぉん♪」

　ジョージの言葉に反応し、姉はゆっくりと腕を交差させた。

　その手が剣の柄を摑み、鞘さやから双剣を抜き放っていく。

「じゃあ、いくぞ。お前たち！」

　シャリンッと両手を広げるように、２本の剣を抜き放った姉は不敵な笑みを浮かべる。

「あとは任せたぞ、弟！」

　漆黒のポニーテールを揺らめかせ、姉の背中は一瞬で遠のいた。

「任せて、姉あね……！」

　姉の小さくなる背中に追いすがるように、俺も、俺たちも駆け出した。




◇




「読める、読めるぞ！　人間共の思考など、こんなものなのか！」

　必死に挑む傭兵プレイヤーたちに、王は嘲笑を浴びせる。

「悲しきかな……手に取るようにわかる愚考の数々。なんと思慮の浅きことよ……恥と知れ」

　先読みでもするかのように、王は傭兵プレイヤーが繰り出す攻撃をことごとく先手で潰し、とどめを易々と刺していく。

　姉たちも『王の領域』内に侵入してすぐ、派手に蹴散らされていた。王はそれこそ『首狩る酔狂共』のメンバーの移動先を、完全に把握しているように剛剣を振るうのだ。

　一撃死にはならずとも、大きく体勢を崩した姉たちの猛攻は止まってしまう。

　だが、その隙に走り出した夕輝と晃夜、俺たち３人は王へそれなりに距離を詰めることができた。

　他のグループに所属する傭兵プレイヤーたちも様々な攻撃を仕掛けているため、その対処に追われているうちに灰塵王へ至る一手を目指す。

　ここにいる誰もが、同じ絶対強者に対して懸命に挑む戦友だった。

　傭兵プレイヤーたちが決死の激しい攻防を繰り広げるなか、群がる虫を一掃するみたいな仕草で剣を縦横無尽に振るい続ける灰塵王。

　その鋭い視線が、一瞬だけこちらに向いた気がする。

「ユウ！」

　俺の声に反応して、夕輝が即座にアビリティを発動する。

「『巨人の盾エル・エスクード』！」

　瞬時にして夕輝の構える盾が３倍以上に膨れ上がる。

　盾が大きくなった面積に比例して、重さも急激に増し、その重量は夕輝を以ってしても地面に置いて支えるのが限界だと言える。

　だが、俺は夕輝のアビリティ発動に呼応して、『射いろ筆』に込めた色を並走する夕輝の盾に素早く『直じか塗り』する。

　塗りつけた色は、モフウサの写真から抽出した『ふんわり綿草色フラッフィ・リーフグリーン』。

　その効能は装備に塗りつければ、重量を２分の１に減らすというものだ。

「す、すごい……持って走るのが精一杯だけど……」

　夕輝はニコリと額に汗を浮かばせながら、息も絶え絶えに感想を漏らす。

　少し速度が鈍くなった騎士に対して、俺はコクリと頷く。

「守ってくれよな、ナイト様っと」

　口調は軽いが、表情は真剣そのものの晃夜が夕輝の肩を叩く。

　晃夜と俺を隠すように、盾を前面にして夕輝は突撃を続ける。

　王が振るう貫通攻撃は横よこ薙なぎ一閃の単調なものが多かった。ならば、身長の小さな俺は身を低くし、夕輝の大きな盾に身を隠しながら近づけば、一撃ぐらいはかわせるのではないかと予想して立てた接近作戦だ。

　晃夜と夕輝は一撃までなら、盾越しでの攻撃をくらっても耐えられるだろう。

　つまり、歩くポーションヒーラーならぬ、走るポーション回復役である俺が二人の傍で支援できる限り、王の足元に辿り着けると踏んでの行動だ。

　ここで、残り数個のポーションを使い尽くす覚悟で、親友と肩を並べ疾駆する。

「俺たちで王にひと泡、ふかせてっっ」

　俺が微笑と共に、親友たちに意気込みを伝えようとした刹那。背中に強い衝撃が走ったかと思えば、夕輝の盾の庇ひ護ごから外れ、右前方斜め下へと吹き飛ばされた。

「なっ!?」

　目まぐるしく視界が変化し、驚愕の声を上げてしまう。

　何が起きたのか、その疑問に答えたのは──

「タロん、危なかった。おっどろいた～？」

　何の警告もなく吹き飛ばしたのは、どうやらフゥの仕業だったようだ。

　とっさに地面へと小太刀を突き立て、なんとか風力の勢いを殺し、何が起きたかを把握する。

　ふと、先ほどまで一緒に走っていた旧友たちが目に映る。

　夕輝と晃夜はよろめき、動かし続けていた足には不協和音が生じていた。

　そして、二人のＨＰバーを確認すると……

：ユウ（夕輝）Lv10　ＨＰ２８０／４８０：

：コウ（晃夜）Lv11　ＨＰ５／３００：

　彼らの両脚付近に灰の残ざん滓しが漂っている理由は明白だった。

　灰塵王の剣撃を受けたのだ。そして俺たちの正確な位置は、巨大な盾の陰に隠れていようとも読まれているのだ。

　それでも親友二人は崩れかけた体勢を懸命に支え、踏み込んだ足で進み始める。

「フゥ、ありがとう！」

「ウフフのフゥ♪」

　最後のＭＰが尽き、もうフゥの風には頼れない。それに加えて、直進ルートから外れた俺を再び親友たちが盾の庇護下に拾っているヒマはなさそうだ。

　だが、突き進む夕輝は厳しい表情で俺へと頷いてくる。

　晃夜も一瞬だけ俺と目を合わせ、メガネをクイッと持ちあげ前だけを見据えた。

　無言のやり取りで伝わってくる仲間たちの想いが、頂王へと踏み出す勇気をくれる。

　即座に『翠玉エメラルドの涙』を使い、二人の体力を全快近くに引き上げ、続いて『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』で買い溜め＆温存していた『鋼の剣』を２本取り出す。

「──『王陣オルド』」

　スキル【朽ちた王の箱庭】のアクティブワードを口にし、２振りの剣に【称号】と【財産】を手早く込める。一つは成長率３倍となる【老練たる少女】、一つはモンスター【うごめく鉱石】から採取した色【穢れし鋼の黒玉色カリュプシス・ブラック】を宿す。

「【高貴なる境界線】！」

　２本の剣が白刃となって定められた地点へひらめき、ガツンと突き刺さる。

　すると【老練たる少女】の効果でみるみる間に黒色の毒々しい壁が、夕輝と晃夜に並走してそそり立ってゆく。

　武器すら猛毒で侵食し、溶かす壁は闇夜のカーテンみたいに広がった。

　だが、それはあっけなく炎の一太刀によって燃焼するも、親友たちの命を繫ぐに十分だった。

　どうすれば時間稼ぎができるか、手持ちのカードは底をつき始めている。中途半端な行動は無駄に消耗するだけで、有用な対抗手段が思い浮かばない。

　だから俺は賭けに出て、勝負を挑む。

「【王陣オルド】────【輪廻円環の君主サークル・オブ・アンヘル】」

　ありったけの『鋼の剣』に今、現在進行形で蓄積している『灰塵王との闘い』の【記憶】と、『老練たる少女』の【称号】、『毒竜の石せっ血けっ球きゅう』を【財産】に込める。その数20本の剣が白熱を宿し、灰塵王を中心に円を描くようにして地面に突き刺さった。




：【灰塵王カグヤ・モーフィアス】との戦闘経過時間……３分：

：【微弱な記憶化】に成功しました：




　よし！

　もはやどんな効果を生むかは謎だが、立ち止まれはしない！

「灰塵王の領域を、俺の領域が制覇する！」

　代償は……大いなる金！　この数の剣を準備するのにエソがすっからかんになった。しかもたった一度でも使えば消えるし……。

　だが、力には代償を！　それこそが──！

「神々が定めた禁忌のことごとくを踏み砕き、凌りょう駕がせしめるが錬金術──」




：【領域：紫し紺こん罪ざい・炎剣乱舞の守護陣刑】が生成されました：

：10秒間、ダメージ数８００以下の物理攻撃を可能な範囲で防ぎます：




　瞬間、形なき紫紺と灰が瞬き、長大な青き炎剣が無数に領域内へ展開された。

「──ゆえに、半神デミゴッドごときが、我が錬金道を阻めやしない」

「ほう、なかなかの余興。紫は王族の色、褒めて遣わす、が──疾とく、失せよ」

　灰塵王の振るう剣に呼応して、俺の生成した炎剣たちが激しくぶつかり合う。煌きらめく紫紺の剣筋が縦横無尽に駆け巡り、ひたすらに煉獄の刃が砕け散ってゆく。

「ほう……我が神属性の刃を退ける、か……」

「お前が対たい峙じするのはお前自身の【記憶】だ。灰塵王よ」

「ははっ、笑わせる。そんなわずかばかりの神属性、吹けば塵となり消え失せよう」

　宣言通り、彼の剛剣が先ほどより研ぎ澄まされた剣けん閃せんとなれば、俺の炎剣たちはあっけなく消し飛ばされてしまう。だけどそれでも、かなりの時間稼ぎをできているはずだ。

　俺はここぞとばかりに自身の周囲へ『亡者の香り玉』を放つ。

　瞬く間に周囲に半透明な灰色の煙が立ち込めたのを確認し、透明マントならぬ『曇どん天てん流し』を広げて全身を包む。

　これで俺の姿はほぼ視認できないはずだ。

　算段通りの手はず。

　あとは走り続ける二人に追い付くべく、俺は移動を開始するまでだ。

「ほう、面白い。だが、読めるぞ」

　低く、地の底から響く灰塵王の声が場を支配する。

　まるで、こちらの戦法を、位置を、ステータスやアビリティ、全てを把握しているかのような口ぶりに、思わず身震いをしてしまう。

「──『命の象徴たる熱き焰ほむらたち、我が尖せん兵ぺいとなりて奔はしれ』」

　王の不気味な声は遥か後方、『王の領域』外から発せられた詠唱によってかき消される。ミナの魔法が完成したのだ。

「『炎球のつぶてフラム・グラブル』！」

　ミナからサッカーボール程の大きさの火球が４つ、灰塵王に向かって解き放たれた。

　少しでも着弾率を上げるため、数が多い魔法を発動したのだろう。一撃でも当たれと願いを込めて撃ち出された魔法は、紅あかい彗すい星せいのように王へと流れる。

　だが、伸縮自在の剣が、他の傭兵プレイヤーたちを切り刻むついでだと言わんばかりに、その紅い流星が描く軌跡を切り落としていった。

　王剣と魔法が衝突した箇所では爆発が起こるばかりで、その攻撃はついぞ王には一歩及ばない。

　ミナはすぐに、俺が渡しておいた『森のおクスリ』でＭＰを回復し、次の魔法に備え始めている。

　そんなミナの隣では、直立不動の姿勢で両手を脇にピタッと付け、親指と人差し指でわっかを作りながら、戦場をつぶさに観察しているジョージがいた。

　一見、悟りを開いている御釈しゃ迦か様のような立ち姿だが、アレがジョージの本気スタイルらしい。

　そしてその横には、茜ちゃんがそわそわとした様子でムチを構えている。

　俺は後衛陣の様子を確認し、さらに前方へと『亡者の香り玉』を投げつける。

　透明化のまま先へ進むには、進行方向周辺に灰色の煙を拡散していく必要がある。

　王へと向かう中。姉が、トムさんとジェリーさんが、灰塵王の剣の餌食となり、キルエフェクトを爆散させては虚空へ消失するのが目に入った。

「あッ……」

　焦燥と怒りが俺の脳内を揺さぶるが、押し寄せる感情の渦をグッと堪こらえて静かに進む。

　まだ、夕輝と晃夜が、灰塵王と斬り結ぶ傭兵プレイヤーたちの間を走り抜けているのだ。

　まだ、ミナが詠唱を発し続けているのだ。

　まだ、ジョージが突っ立っているのだ。

　まだ、茜ちゃんが機を見計らってくれているのだ。

　あきらめないぞ！

「『大空を堕ちる豪炎フォールン・フレア』！」

　再度、ミナの魔法が発動する。

　点での攻撃を迎撃されるのならば、面制圧での魔法攻撃ならどうだ。

　そんな狙いのこもった、ミナの強力な炎が王目掛けて迫る。赤く揺らめく炎は急激に膨れ上がり、空から落ちた炎柱が王の頭上へと降り注ぐ。

　そして、この決定的瞬間に最後の『狙い撃ち花火（小）』を俺は使用する。

　俺が横合いから、ミナが上から、遠距離による一斉攻撃だ。

　閃せん光こうと共に紅ぐ蓮れんの花が咲き、ミナの灼しゃく熱ねつが花弁となって吹き荒れる。

　その光景は今までに見たことのない、炎の規模。

　見事な迫力に俺は少しだけ息を飲む。

　さらにここで、ズシンッと大地の揺れを感じる。

　これは、ジョージが動き出した証だ。

　そう確信し、俺たちが作り出した魔法攻撃へと再び視線を戻すと──。

「読めていると、申しておろうが」

　灰と火でできた砂さ塵じん、先ほどまで王がその手に握り、剣として機能していたソレらは……いつの間にか直径８メートルに及ぶ巨大な盾となって、全ての攻撃を無効化していた。

「そんな防ぎ方があるのか……」

　さらに、その盾から剣が次々と生えていき、猛進している傭兵プレイヤーたちに突き刺さっていく。

　さながら、針の雨とでも言えばいいのだろうか。

　夕輝がそんな中、必死に盾を持ちあげて晃夜をかばうが、数本の剣に弾かれて吹き飛ばされてゆく。すさまじい跳躍力で前に出た晃夜も、その拳が届くあと一歩といった所で、王によって弾かれた他の傭兵プレイヤーが放つ魔法攻撃に被弾し、大きく後退してしまう。

　俺は奥歯を嚙かみ締しめ、さらに王へと接近するために『亡者の香り玉』を進路に転がしていく。

　全てが一瞬だった。

　だが、まだだ。まだ、手はあるんだ。

　足元がどんどん揺れるのを感じ、俺の心は決して削り取られたりはしない。

「圧倒的なまでのぉぉぉおんっ♪　その雄々しさ。イ・イ・オ・ト・コ・ねぇんッッ☆」

　ジョージの歓喜に打ち震えた嬌きょう声せいが響き、ズシンと大地が鼓動する。

　いや、その揺れは断続的に、すぐさま間隔は短くなっていく。

　ドシン、ドシンッと地震さながらの現象をスルーし、俺は透明化を維持しながら王の元へと歩み寄る。

「さぁてん！　ア・チ・キをぉんッ、オ・ン・ナ・にしてくれるかしらぁん？」

　俺たちの最ジ大ョ火ー力ジが王へと迫る。

　走行する勢いをそのまま乗せ、渾こん身しんの力を込めてヌンチャクによる攻撃を仕掛けたのだ。

　そう、ジョージは俺たちや他の傭兵プレイヤーたちの猛攻に王が対処している隙に、一気に肉薄することに成功していたのだ。最も、王へと攻撃が集中する瞬間を狙って。

　たった、５歩のダッシュで──王手をかけた。

　それは４メートルを優に超える巨人ジョージが為せる業わざ。

　鍛え抜かれ引き締まった色黒ボディが軋きしみを上げ──

　パンチパーマアフロがブルンッと震え──

　ショッキングピンクのアイシャドウがチャームポイントな巨人化したジョージ。

　王へと巨大な攻撃を、会心の一撃を放ったのだ。

　悪夢に出てきそうな光景を実現する。そう、これこそが俺たちの狙いだった。

『巨骨（火耐性）』と『巨人族章』を合成して作り出したアイテム、【巨ギ人ガとン歩トみ・しエ結キ液ス】を、俺はジョージに託していたのだ。

　素材の希少性から、たった一つしかなかった俺の切り札。それは俺たちのＰＴで間違いなく一番の強者へ、信頼できる仲間に託すのが当然だろう。

　アイテムの効果上、身体の大きさが２～３倍になり、ＨＰ、力、防御も３倍になるという優れモノ。ただ、効果時間はわずか30秒で、その代償は素早さが３分の２に下がる。

　つまりジョージが接近するまでに俺たちが気を引く必要があった。しかも、効果が切れれば30秒間全く身動きがとれなくなるコレは……まさに最終兵器たる一撃にふさわしい。

　だが、灰塵王はジョージの重い一撃すらも灰塵の剣で受けきった。

　それどころか、お返しとばかりに剣をひらめかせてジョージに浴びせようとする。

「フォォォアチャァアアアアッ！」

　それを巨体ジョージが奇声を発し、アフロを激しく揺らしながらバク転で回避する。その際にヌンチャクが王の剣に引っ掛かり、どこかへと吹き飛んでいく。

　巨人ジョージは再び攻勢に出ようと、変則的な動き……両手を地面について王の２閃目をしゃがんでかわし、逆立ちをするように足を回転させて蹴りをブォンッと放はなった。
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「キィィィイフェイッッ！」

　ムエタイの選手かよ。

　いやカポエラ、テコンドーなのか？

　よくわからないが、怒ど濤とうの反撃ラッシュは大旋風である。

　あと一生懸命なところ悪いのだが、声がちょっとだけキモい。

「ホワッツ!?　コレをよけるとわぁああんッ！　あなた、本物の漢オトコねぇぇええん!?」

　ジョージの奇抜なカウンターすら、王はヒラリと横飛びしながら見事に避けきった。そして３閃目、身体を縦にグルンッとひねって８メートルにも及ぶ長大な剣を振り上げた。

「アフンッッ、さすがねぇん王様ん♪」

　ジョージは尻から頭へと一刀両断され、身をクネらせながらキルエフェクトを爆散させた。

「人間にしては、なかなかの動きだった。褒めて遣わそう」

　ジョージを屠り、スタッと着地した王は剣先を遠くにいるミナや茜ちゃんへと向けた。その決着をつけようとする姿勢は滑稽でしかない。

　なぜなら俺のちょい手前で、背を向けた王はまさに無防備をさらしているからだ。

『亡者の香り玉』が発生させた灰透明なケムリの中、王は俺の存在に気付かず堂々と立っていたのだ。

「『炎球のつぶてフラム・グラブル』！」

　ミナは懸命に最後の魔法名を言い放ち、王へと攻勢を仕掛ける。４つの火球がミナから放たれると同時に、俺もゆっくりと王の背中へと忍び寄る。

　王は勝利を確信したのか、余裕ぶってそこから動きもしなかった。ミナの魔法を鼻であざ笑うかのように、灰塵で形成した例の盾で防ぐ。

　だが、やつは知らない。

　これまでの全てが囮おとりであると。様々な攻撃をブラフとして、最後の最後で見えぬ一撃をヒットさせるのが俺たちの真の狙い。

　あともう一歩で俺の振りかざす小太刀が王の背中に当たる。

　そして灰塵王は俺の接近に気付いた様子は全くなく────

　何の前触れもなく、唐突にくるりと振り向き、俺を見た。

　いや、見えるはずが、ない。なのに、しっかりと王は俺を捉えている。

「愚か。諸君ら人間の思考など、読み取れると何度も申したろうが」

　本当にこちらの考えが読めているようなその動きに、強い恐怖感が湧き起こる。だが、俺はマントにくるまるのをやめて、しゃにむに走り出す。

　ここまで来てあきらめられるものかッ！

「トワさんッ！　お願い！」

　俺は最後の望みをかけて叫ぶ。

　実は作戦会議中、唯一茜ちゃんだけは初心者という理由で、ギリギリまで後方待機になった。そして茜ちゃんの好きなタイミングで参戦してほしいと、満場一致のフォーメーションになったわけだが……出陣を前にして、ジョージが彼女に何やら耳元でごにょごにょと囁ささやいていたのを目撃している。

　俺は彼女が何をするのか知らない。たとえ、灰塵王が俺の思考を読めたとしてもこれから起こる事象は未知なのだ。

「えっと、アフン？　ウフン♪　『うねる滝登りフィッシング・スネーク』！」

　ん!?

　今のは、確かに後方から響いた茜ちゃんの声だけど、アフン……？

　あまりの衝撃に振り返ってみれば、彼女は身体をしならせムチを機敏に振り下ろしていた。そしてその軌道は俺の足へと絡まり──俺の足はもつれ、前のめりに転倒してしまう。

「ホワッツ!?」

　釣られて俺も、思わずジョージ風の動揺台詞を吐いてしまう。

　だが、おかげで俊敏かつ鋭利な王の拳は空を切る。

　俺も予期してない、頭にはない、考えていなかった事象。

　というか、ジョージは俺の愛しの茜ちゃんに何を教え込んでるんだ!?

　俺の動揺をよそに、さらに茜ちゃんのムチは上空へと昇り……つまり俺の身体は宙へ勢いよく引っ張られる。無防備を懸念した俺は、とっさに隠し奥義を披露する。

「【法ヴ聖ァ言イ語ス：金竜姫の暴食】──」

　なんてことはない、傭兵プレイヤー同士で争うのをやめるよう説得して回った時に、ずいぶんと使いまくった魔眼のリキャストタイムが回復しただけだったりする。

「──汝なんじの視界セカイを喰くらい尽くせ」

　俺が瞬まばたきをすれば世界は光で溢あふれかえり、光に満ちるのだ。

　そして、ほんの数すう瞬しゅんだけ他の視界セカイを奪う。

「──【光太の陽氾】濫のに【の瞬まきれ】よ──」

　閃光にまみれた灰塵王が反射的に目をつむるのが見えた。

　そんな折、プスッと、小太刀を握る俺の手から確かな手ごたえが伝わってくる。

「あ、れ……？」

　見れば、灰塵王の額には小太刀が突き立てられていた。

　おや、おやおや？




：クエスト達成：

：傭兵プレイヤータロには称号『先塵を切る反逆者』が与えられました：

：クエスト受注者全員に10万エソが報酬として贈られました：

：『賞ウ金ォ首ンとテ競ッ売ド』の税率は５％のままです：




　無様にも空中から落下し、地面へお腹を激突させた俺に、そんなログが流れた。

「ごふっ……み、見たか、灰塵王！」

　なんとも言えない心境だが、どうにか体裁を保つべくニヒルな笑顔で灰塵王を見上げてみる。

　灰塵王もまた、奥歯にモノが挟まったような曖昧な表情で、寝そべる俺を眺めていた。

「……な、なるほど、人間とは奥深い。我が『心眼』を以てしても読めぬ、か……」

　ぶつくさと独り言を呟き、眉をハの字に下げた王は霧のごとく消え去った。壇上で待機していたテアリー公もまた、一礼してから同じように消失する。

「クエスト、クリア……？」

　ミケランジェロの支配者たちが去っていけば、勝利の実感がふつふつと湧き起こり、どうしようもなく嬉しい気持ちになってしまう。

　思わず両手を掲げて勝利の雄叫びを上げる。

「よっしゃー！　俺のポーション、値上がりせずに済んだー！」

「「そこ!?」」

　暮れなずむ夕日に染まった玉座の前で、ボロボロになった晃夜と夕輝のツッコミが響き渡った。




◇




「やられる前に戦わないと……でも、みんな怖過ぎるよ……」

　妖精の舞踏会って聞いてたから、前編みたいに踊ってみたり、後編は歌ってみたりかなって期待してたのに、フタを開けてみれば激しい戦い合いだった。

　みんなすごい形相で、今にも襲ってきそうで、周囲の乱戦ムードに私も流されそうになってて。そんな他人が決めた流れに乗ろうとしていた私を、また引き留めたのは訊じんちゃん、タロちゃんで──

「茜？　どうしちゃったのよ……ボーッとしちゃって」

　コンタクトレンズを通して視界いっぱいに広がったクラン・クランの世界、それが一瞬ぼやけて現実のリビングに意識が戻る。

　お母さんが向かいに座って心配そうに私を見ていた。

「んーん……なんでもない。お母さんこそ頰、大丈夫？　ぶたれたんでしょ？」

「茜……」

　俯いたお母さんはそれから一言も発しなくなってしまう。

　私はそっとリビングの明かりを消してあげる。

　私が『教育』をされた日の深夜は、決まってリビングの電気が消えていて……お母さんは静かに泣くの。

　自分の部屋にいても『お前の教育がなってないから、茜があんな出来損ないに育つんだ』って怒鳴り声が聞こえてくるから何が起きてるかはわかる。

　お母さんはお父さんに叩かれると、いつも部屋を暗くしては泣く。それは弱い自分を見たくないから、あらわにしたくないから、だからひたすら暗闇の中で悲しみが過ぎ去るのを待ち続けてるんだと思う。

　痛いほどにその気持ちがわかるから、お母さんの自分を消す作業の邪魔をしたくなくて、私は今まで見て見ぬフリをしていた。

　でも、今日は違う。

　だって、私よりあんなに小さな少女が目の前で戦い続けて、輝き続けるから。

　私だってあんなふうになりたいって思ってしまう。

　彼女は逃げ場所としてクラン・クランを紹介してくれたけど──

　タロちゃん、全然逃げてないじゃんって思う。

　今だって殺気立った傭兵プレイヤーたちを前に、協力しようって呼びかけて、立ち向かってて。そんなの見たら胸を打たれるに決まってるよ。

　いつもあきらめないで、戦い抜いてて。

　一緒にいて楽しくて、いつの間にか私まで笑ってて。

　結局は絶対無理って思ったボスだって倒しちゃうし、最後は私なんかを頼ってくれちゃうし……可愛く照れながらお礼なんて言われるし。

　彼女は自分の心に従って、それでも周りをあんなに笑顔にしてる。

　そんなタロちゃんの姿を見て、人の顔色ばっかり窺う必要はないんだって思えた。

　だから私なんかでも、タロちゃんみたいに逃げずに戦おうって気持ちになれちゃう。

　彼女は『大切なのは何を信じるか、だと思う』って言っていたけど……私はタロちゃんの在り方を信じるよ。

　私はこのままお父さんの言いなりでいいの？　たくさんの苦痛を強要されて、将来を強制されて、奴隷のままでいいの？

　そうやって自問自答して、得られた回答は決まってた。

　違う。そんなのは嫌で──

　私は、私の思いを信じたい。

　私は、私の本心を実現したい。

　心が求めるままに、私は私でありたい。

　コンタクトレンズ越しに映るあの子のように。

「お母さん、私、お父さんとこれ以上一緒に住みたくない」

　私の突然の告白にお母さんはしばらく目を見開いて、それでも静かに頷いてくれた。

「お母さんは？」

「茜、あんた……そうだねぇ。もう母さんも疲れちゃった」

　お母さんはポロリと涙をこぼし、力なく笑った。

「お願い。別居とか離婚とか……なんでも力になるから、一緒に頑張ろう？」

「茜ぇ……ごめんね……ごめんね」

「うーうん、私もごめんね……」

「今まで……怖くて何もできなくて……ダメな母親でごめんね」

「私も怖くて……勇気がなくてごめんね……」

　そうして私は一枚の紙をテーブルに置く。

　そこには『家庭内暴力相談所』と書かれている。

「まずは一緒に、ここに行こう？」

　長い、長い戦いになるかもしれない。

　相談することで泥沼化するかもしれない。お父さんは、ああいう人だから、きっと自分に都合のいいように周囲を言いくるめるかもしれない。そうなったら、きっと今よりも酷い仕打ちにあうかもしれない。でも、それでも……訊ちゃんを見ていて、変えたいと強く願うようになって。

　ただのゲーム内での出来事だけど──

　この気持ちは本物で、励まされたのは真実で──

「ねえ、お母さん」

　お母さんは私と違って、殴られたら痛いはず。

　もうこれ以上、お母さんが傷つくのを見ていられない。

　もし解決までに時間がかかるなら──

「……私、お母さんと一緒にやりたいゲームがあるの」

　もう、自分を押し殺すのはやめた。

　だって私より小さな子が、あんなにも一生懸命なのだから。




　闇夜を切り裂くように、窓辺から差し込む月光が私たちを照らす。

　白銀の輝きはあの子を彷ほう彿ふつさせて。

　まるで彼女を求めるように──

私の心は、月明かりに強く惹ひかれていた。





14話　友情にはスパイスを添えて







　イベント【黄昏たそがれに染まる玉座】の会場となった雲の島は、今や夕日を浴びてまさに黄昏に染まっていた。

　タイムアップまで生き残ればクエストクリア扱いにもなっていたので、今回はイベントの趣旨がよく理解できるタイトルだと思う。

「やったね。玉座を茜あかね色いろに染めてやった」

　俺がそんな風に言えば、どこかスッキリとした表情の茜ちゃんが笑いかけてくれる。

　ミナもトコトコと近づいて来て、キュッと俺の手を握ってくれた。

「おいおいタロ～！　お前みずくせえじゃねえか！」

「そうだよタロ。全く隅に置けないね～」

　いつの間に宮みやノの内うちと仲良くなったんだ？　タロ、やるね！　と、晃こう夜やと夕ゆう輝きが俺の耳元で囁ささやく。

　そのまま肩を組んできて、自分のことのように喜ぶ親友たちを見て──

　…………。

　……。

　くきゃああああああああああああああああああああああああああああ!?

　戦いに夢中になってて、この問題を忘れてたあああ!?

　動揺極まる俺にとどめを刺すように、ルンルンとご機嫌な茜ちゃんまでもが急接近してくる。

「えーっと、日ひ暮ぐれくんと朝あさ比ひ奈なくんだよね？」

「ああ、ゲこーっムちではコウだ」

「ボクはユウってキャラ名だよ」

「私のキャラ名はトワ。ねね、それにしても──」

　茜ちゃんは俺を見てから二人を眺め、ちょっとだけいたずらっぽい笑顔を咲かせた。

「二人の方こそ、隅に置けないじゃない」

　彼女の発言に、親友たちの頭上に盛大なハテナマークが浮かんでいるのが幻視できる。

「だって、こんなに可愛い女子と仲良くしてるだなんてねー？」

　俺の大好きな女子は無自覚に、次々と親友たちへ爆弾を落としていく。

「は？　宮ノ内、お前何言って……」

「可愛い、女子……？」

　チラリと二人はミナの方を見るが、それをやんわりと否定する茜ちゃん。

「ミナヅキちゃんも可愛いけどね？　タロちゃんだよ。彼女、現実でもすごい可愛くて！　本物の銀髪なんて初めて見たもん！　顔なんかすごーく小さくて、蒼あおい目が空みたいに綺き麗れいで、肌も真っ白で！」

　ままっまままま、待って！　待って!?

　時よ止まれええええええ!?

　しかしいくら願ったとしても、たとえ錬金術士の端くれであったとしても、時は無常に流れゆく。

「タロちゃんは、私たちと同じリアルモジュールなんだよ？」

「は!?」

「え!?」

　何度も俺と茜ちゃんの間を、親友たちの視線が行き来する。

「こんな綺麗で可愛い子に夢中とか、二人はロリコンさんだったのかなー？」

　からかいを含める茜ちゃんに当然、晃夜も夕輝も混乱の極みだ。

　俺もあわあわと口をまごつかせることしかできない。




「クラスの女子がいくらアプローチをかけても、二人がなびかない理由がわかったよ」




　大好きな茜ちゃんの可か憐れんな笑みが、俺へと向けられるのだった。
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本作品は、二〇二一年三月、小社より単行本として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







Ｋラノベブックス

美び少しょう女じょになったけど、ネトゲ廃はい人じんやってます。４
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